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例 言

本書は『雲岡石窟』全十五巻のうち第十五巻にあたり,第二十一洞以下第四十六洞の西端

諸洞を調査折究した記録である｡

篤農は,主として昭和十六年 (1941),もと所員羽舘易氏が,もと所員成亥一郎氏を助手とし

て撮影した｡測量は,われわれの調査中,この地域におよばをかったので,昭和十五年 (1940)に

おける原Ffl仁氏の記鉄をもとにして略国をつくった.拓本は,昭和十四年(1939)徐立倍氏に

よって作製されたO費握は,主としてW.,)和十五年 (1940)本研究所講師日比野丈夫氏,奈良閲立

博物館員小野勝年氏の援助によって遂行された｡

本書の記述は著者二人の共同執筆であり,英文戯評はオックスフォウド大学東洋美術館 P.

C.SWann氏の手になる｡

本書の刊行は,本所の出版費をもとにし,文部省雷局および京都大率の特別の配慮のもと

に達成されたものである｡

以上の諸氏怒らぴに諸検閲に勤し,心から感謝の節をさ げゝろとともに,過去十数年間の

調査と研:究に有形,無形さまざまの援助をあたへられた数多くの人々に封し,さらに本巻の編

韓に戯身的努力をはらはれた審藤菊太郎,陳無明,助手岡崎敬の諸氏に封し,深甚の謝意を表し

たい｡

1955年 12月

著 者

Vll
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第七十九固 西部重上馨 掘 (西方 よ り .

第 八 十 園 西部董上 発掘 (東 方 よ り)･

第八十一固 西部嘉上驚据 F直 出土状 態 (南 よ り)･

第八十二固 西部裏上登 据 F匝有 孔石材 (南 よ り)I

第八十三園 西部 董上蓉 漏 A直敷石 (北 よ り)

第八十四囲 西部墓上馨 掘 B直石 固 (東南 よ り)

第八十五固 西部 墓上馨掘 B直 石 国 (西 南 よ り)
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第八十六囲 東部盛上発掘 (北 よ り)

第八十七固 東部 茎上馨鬼 石壇 (東南 よ り)

第八十八固 東部 董上馨掘 敷 石 (西南 よ り)

第八十九固 東部呈上饗 梶 敷石 (東北 よ り) ･

第 九 十 園 東部婁上馨採 石 獅子 (西北 よ り)

第九十一固 東部茎上馨掘 西部 出土状態 ･

第九十二固 東部 墓上馨掘 西部 出土状態 ･

第九十三園 東部董上馨掘 北 貌克 ･

第九十四固 東部 嘉上馨掘 北親元 ･

第九十五固 龍市中廟 .

第九十六国 雲 岡董上遠望 (西南 よ り)

第九十七固 詫碑廟登掘 (東 よ り).

第九十八囲 龍神廟澄雄 (東 よ り).

第九十九固 龍神廟曹操 遼代 元首 ･

第 百 固 石悌 古寺 東部 出土 遼代重礎 ･

第 百一 固 石沸古寺 東部 出土 遼代嘉礎 ･

第 百 二 固 石俳古寺 東部 出土 遼代 董礎 .

第 百 三 園 西染 北魂遺 蹟 (西南 よ り)･

第 百 四 囲 西梁 北貌遺 蹟 (北 よ り)

第 百 五 囲 西染 北魂遺 蹟 礎石 ･

第 百 六 固 西染 北魂遮 蹟 礎石 ･

第 百 七 周 囲染 北貌道鏡 礎石 .

第 百 八囲 西漕石窟遠望 (東方 よ り)･

第 百 九 囲 西轡 北貌 元老 祉･A

第 百 十 圏 西輝 北親 元空地 ･･

第百十一国 商輝 北洞 外 壁 日

第百十二固 西轡悌轟 .I

第百十三園 呉官屯漢代土城 地 (東方 よ り)

第百十四囲 呉官屯漢代土城 地 (西北 よ り)

第百十五固 呉官屯漢代 土城祉 (西北 よ り)
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序 章

中図 にお け る石窟寺院

1

インドか ら中央アジアにいたる石窟寺の概況,またそれが雲岡石窟にあた-た影響などにつ

いては,すでに別巻(本書,第六巻,序章)でのべた｡そこで,中国における石窟寺について,その概

要を説明することが,現在にのこされたしごとである｡

中国の石窟分布は第一固のどとくである｡雲岡石窟をのぞいて,これを表示すると,つぎのど

とくにかぞ-あげることができる｡(Fig.1)

このほか山西省太原,%には龍山石窟があるOこれは道教の石窟であって,金禾元初に宋披雲
い

(A.D.1183-1247)のはじめたものである｡同省郁妹の紫紅銭にも三,四の石窟があるが,時代不詳
2) Cll̀l-hsla-Sh且n

であるO江南でふるいものは,南京棲霞山の千体巌が唯一で,中央の悌轟は無量毒俳の大像をはっ

てゐる｡これは商務の明徴君倍紹が永明七年 (A.D.489)に開聖をくはだて i成功せず,その第二子
3)

仲樺が法度稗師とともに,業をついで完成したといはれる｡岩は砂岩よりなるが,雲岡よりも保存

がわるく,わづかに南北朝ごろの偽像とみとめられる程度である.窟姦のかずはおよそ四十にち

かい｡
Fei-hl-fきngShlh-wll-tllr)gYen･hsla-tung 4)

このほか漸江省杭麻の飛来峯,石屋洞,姻霞洞等などもあげられるが,みな北方において石窟造

営のおとろ-た五代以降,宋元のものである｡ しかも,これらは摩崖か,自然洞を利用した造像で,

いまこ でゝ主 として問題にする石窟ふ うではないのである｡北方でも山東省の両通寺,玉函山は摩

崖の悌愈のみ,黄石崖,龍洞寺は自然洞を利用したものばかり,四川省もおぼむね開元以後の摩崖
L')

で,江蘇省徐州右併寺もまた唐以後の摩崖俳であるOいづれにしても,石窟寺院は質量ともに北方
が優勢であって,いまこ にゝ｢中国における石窟寺院｣と題するも,賓は中国北部の石窟寺院にほか

ならない.いま北部の石窟三十数カ所,その石窟のかずは800をこえるO叙述は,時代をはなれ,順

次西から東-地理的にす めゝたい.

1関野員,常盤大定『支那悌教史蹟』第三冊,東京1926年刊,p80-92.

2馬鑑,周一良｢山西石俳考査記｣(燕京学報,18),北京1935年刊｡ 3 闘軌常盤,同書,第四冊,東京1927年刊,p･22-25.

4 閲軌常琴,同書,第五恥東京1928年frJ,pl1261151. 5水野清一｢徐州石俳寺｣(北支,II17),北京1940年刊O
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中 開 の 石 窟 寺 院

1･敦 爆 千 併 洞 甘粛省敦盛解東商 16kn 鳴沙山

2,敦 爆 西 千 併 洞 甘粛省敦盛振西南4=3km

3･安西菌併峡 甘粛省安西麻南 80km

4･天 梯 山石 窟 甘粛省武威蘇南50km張義壁大助寺

5･柄 霊 寺 石 窟 甘粛省永靖解西17kn

6･奔 横 山石 窟 甘粛省天水版東南45km

7･王 母 富 石 窟 甘粛省窪川額西北1km

8.王 家 溝 石 窟 甘粛省浬川麻北･2km永寧里

9･羅 漢 洞 石 窟 甘粛省浬川麻南 17km大安里

10･大 併 寺 石 窟 隣西省扮燥西r)km

ll･永 簾 洞 石 窟 隣西省扮麻西2km

12･慶 元 子 併 巌 四川省窟元劉 ヒ5km

13･巴 中南 金 山 四川省巴中麻南1km

14･通江千悌崖 四川省通江新帝

151龍 門 石 窟 河南省洛陽麻甫 14km伊閲

16･輩 願 石 窟 河南省筆麻西北1km

171天 龍 山石 窟 山西省太原版西南17km

18･賀 山石 窟 河南省安陽願西北43km

19･響 堂 山石 窟 a)河北省磁麻西34km

b)河北省武安額商 40km

20･五 峯 山蓮 華 洞 山東省肥城牒北40km

21･霊 巌 守 護 明愈 山東省長持解東r'1km

22･黄 石 珪 石 窟 山東省歴城麻東南3km

23･千 併 山併 姦 山東省歴城麻東南3km

24･玉 函 山併 愈 山東省歴城麻南11km

25･併 略 歴 崖 山東省歴城儲東南17km

261龍 洞 寺 龍 洞 山東省歴城麻東南18km

27･青 銅 山大 併 洞 山東省歴城麻東南28km

汎 神 通 寺 千 悌 謹 山東省歴城,%東南48km

29･雲 門 山石 窟 山東省姦都麻甫 1kn

301乾 山石 窟 山東省益都麻東南7km

31.直 略 口石 窟 山西省鷹婁麻南14km

82･下 花 園石 窟 河北省量化麻東南28kn

881義 願 寓 併 堂 遼寧省義解西6km

475窟 前奏一北掠,北魂一括唐,五代一宋元

19窟 北魂,磨,五代,宋初

40窟 北魂,唐,五代

13窟 北朝 (北魂),惰,初唐,盛唐,晩唐

36窟 98鹿 北魂,磨,宋,明

194窟鹿 北魂,北周,瞳唐

1窟 北魂

8窟 北魂

1窟 北魂

数十窟盛 唐

数十窟東 北魂,鴨居

窟森 閑元一中晩唐

俳愈 開元一中晩唐

俳愈 開元一中晩唐

491窟鹿 北魂,北秀,陪唐

5窟 1鹿 北魂,磨

24窟 東魂,北舞,陪唐

2窟 東裁,陪

14窟 北葬,暗,磨,宋,明

1窟 北奔

1窟 陪

1窟(白魚)25鹿 北魂,東魂

併愈 陪

併金 指

併愈 陪

3窟(自然) 東魂,北葬,元

1窟 初唐

燐姦 初唐

5窟 惰,磨

5窟 階,磨

30鹿 北貌

1窟 北魂

12窟 北魂

3



雲岡石窟西端諸･洞

2

〔敦 燥 千体洞〕 甘粛省敦盛額東南14knー鳴沙山
Tub-huang

中国石窟寺院の開型は甘粛省の酉のはて,敦塩にお小 てはじまったといってもよいO敦燈は古
Slla-CllOll

くから沙州の名でよばれ,洛陽,長安の中国文化の中心 と中央アジア諸国 とをむナぶ交通幹線上に

ある｡西方からはるばる沙漠をわたって中国に族するものが,まづ最初にたどりつく中国の要地で

ある｡係数が東流 したばあひ,この他に石窟開撃の棟蓮がまづかこったのは,ゆゑありとしなけれ

ばならない｡
1) Mlng-5ha-sham

敦塩石窟は,敦憧嚇城の東南二十五華里 (14km)にある｡鳴沙山を背にした東面の断崖に開整
Mo-kao-k(a

されてゐる｡古 くはこれを莫高窟 とよんだらしし､｡石窟は玉門系の硬岩からな り,彫刻には連 しな

い｡そのため,造像はもっぱら塑像であって,これを窟内におさめてゐる｡塵 と天井 とはぬ り壁にし

て,かならず塵蓋 をゑがいてゐる｡断崖は砂漠の砂におははれ,下層にはなほ捜捜 した石窟がある｡
Ta-cll∫uan-ho

また前面を夜がれる大泉河が満水すると,流水のために破壊 されることもあるO西南風がつよく,
PaulPelliot

風砂によって損傷したり,また地震によって崩壊することも,しばしばであるといふ｡ポゥル ･ペ リ
雪)

オは,1907年,南より番教 を附して 182をかぞ-たが,なはアルファベットをもってわかったものも

あるから,これより多いことは明白である｡そののち敦焼麻公署は北よりかぞ-て353にいたった
･L- 1･

といふ｡1944年以来,現地におかれた国立敦慎重術研究所の張大千氏がつけた番紋は309で,また
5)

ちかく1951年,改組 された敦塩文物研究所がかぞ-た組数は 469にのぽったといふ｡(Fig12-4)

さてこの石窟がいつ,だれによってひらかれたかについて,羽田亨博士の意見がある.それは

従来第146(332)洞にあった聖暦元年(A.D.698)｢武周李君修功徳記碑｣によって,前奏の建元二年(366),
6)

沙門柴博の創建 としてゐたのに封 し,敦塩新出の『沙州旭志』(Aか･949撰)断簡によって永和九年

(A.D.353)説のあることを紹介されたが,しかし,いま,その うちのいづれかをえらぶことは困難で
7)

ある,しばらく両説 を存 して将来の解決 をまつよりしかたのないことを指摘されたOとにかく,そ
8)

の創建が四世紀の第三四分期にあることは異論がない｡｢李君修功徳記碑｣によれば,楽侍ののち

1 -枚には二十五華里といはれてゐるが,一軍里は576mであるから,14kmと怠る｡以下これにh:らふが,しかし,茸際から

すると,もっとみじかいと舟もふ｡たとへぼ大同雲岡間は三十葦具といふが,賓は14kmほどしかないD
B P Pe1110t,LeagrOltesdeToueThholtLang,Ⅰ-ⅤⅠ,ParisetBruⅩelles,1914-24･

3 陳馬具『西行日記』,北京1926年刊,p136.

4 向達｢西征小記｣(国畢季刊,ⅤⅠト1),北京1950年刊,p.16.

5｢敦爆千怖洞各家編挽対照表｣(文物参考資料,1951-5)北京1951年frl,をみよ0

6 ポゥル･ペIjオ,羽田亨『敦燥遺書』活字本第一集,京都1926年frl,p,1.

7羽田亨｢敦燈千擁洞について｣(沸教美術,4),奈良1925年刊｡

8 向達｢莫高,愉林二環雑考｣(文物参考資料,1951-･5),北京1951年刊,宿自｢莫高清大事年表｣(同),閣文儒｢莫高額的石窟構

造及其塑像｣(文物参考資料,1951-4),肩自｢莫高肩記故｣(文物参考資料,1955-2),北京1955年干rl,陳明建｢敦坦石窟勘寮報告｣

(同),王重民｢莫高志記｣(歴史研究,1954-2)北京1954年刊D

･ 4



序 章 中 国 に お け る石 窟 寺 院

I)
法良稗師がまた窟室を常連したとし､ひ,ついで北魂の連中公,東陽王たちの造営があり,北周惰唐

にかけてますますさかんになり,則夫武后の聖暦元年 (A･D･698)には窟室のかずが一千飴にいたっ
2)

を改修することの方が多くなったらしい.しかし,だいたいは四世寿巳より十三世紀にかけてつく

られた石窟である｡

全長約 1,600mのうち,南直 1,000mと北直 600mにわかれるが,北直はすく夜く,窟も小さい｡

現在,石窟は上下にかさなり,三層となったところがあるO-股に北魂窟はう-,晩唐五代の雷は下

層で,1一部は砂中にうもれてゐる｡敦憶石窟の編年はむつかしい｡開製が千年にもわたるから,石
3)

窟と専像と壁書とが修理の結果たがひに錯雑することになる｡たと-ば五代窟第66(100)洞は盛唐

窟第66A(218)洞の床面をこはしでつくられ,第117bis(263)洞の宋代壁蓋のしたから魂の併亀,塑
4)

像と塵童が発見された｡現在判明のものでは魂窟22,情窟96,唐窟202,五代窟33,宋および西夏窟

は101,元窟9,清窟5,時代不詳6であるといふ｡

敦燈における草創の石窟たる柴幡嵐,法良窟の所在は不明である｡現存の石窟に関するかぎ
5)

り,北魂以前の石窟を推定することは無理であらう｡北貌窟乃至北朝窟は中央南に偏した約200m

のうちにあるO北貌窟乃至北朝窟の大部分･は第三骨にあり,第二犀にあるものはわづかに四窟のみ

である｡南の第101AL248)洞から第118M(275)洞にいたる南直約 100mと,第120S(442)洞から第
6)

133D(429)洞にいたる北直約70mで,そのあひだの30m間には北魂窟は覆いOこのうち第103(251)

潤,第105(254)潤,第110(257)潤,第ill(259)潤,第120L(268)潤,第118J(272)潤,第118M(275)洞は早期

のもので,これから左右にのび,上方にかよんで,第101A(248)潤,第101(249)潤,第120N(439)潤,節
7)

120B(438)洞より,第135(428)洞まではや あゝたらしい｡また第90C洞には劉宋元嘉二年(A.Tj.425)

の題記があり,第121(290)洞には北魂正光□年(A.D.520-524)の造像記,第120N(285)洞には西親
8)

犬統四年および五年(A.D.538,539)の造像記が発見されてゐるo

北魂,または北朝笛の構造は二種あるOひとつは平面方形,天井も平頂で,まんなかに方柱が

あり,方柱四両には併金,諸塵には悌寵,千倦,その他の槍がある｡これは雲岡にもみる塔廟窟(本書,

第六巻,序章)である｡いせひとつは平面方形で,平天井,あるひは覆斗形の天井をもち,めづらしい

のは梯形の天井をもつ｡前者は第 101A(248)潤,第 103(251)潤,第 105(254)潤,第110(257)洞,第120N

l 建平公のことは不明.東陽王とは永安二年(529)瓜州刺史に封ぜられた元太柴 の ことで,『貌書』怒一〇にみえてゐる｡稲山

敏男｢敦蛭石清編年試論｣(燐敬重術,19),大阪1953年刊,p･26,27.向達｢莫高,砲林二滴雑考｣,p･77,78をみよ｡

B 陳明達｢敦蛭石粛勘案報告｣,p.54,.
3 石窟番汝は前審以束の例によってペ1)オ番班を使用,敦坦文物研究所の新香親は括弧内にいれた｡

4陳明達,同書, p･48,Pl.33,85,36. 5稲山｢教壇石清編年試論｣p･29,30. 6陳明亀 同書,p53.

7 陳寓里『西行日記』,p.137に,この編規の確茸でない旨をのぺてゐる｡ 向達『西征小記』,p･18では張大千綿紙の第63洞だ

といふ｡また向達氏はこの元嘉三年の題記は近時の贋作としてゐる0

8陳寓里,同書,p.140,141. 向達,同書,p･17.
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序章中園における石窟寺院

(285)洞，第121(290)洞，第135(428)洞等であり，後者は第101(24ヲ)洞，第118M(275)洞，等である。

また隔壁がなくても，天井を異にして前室をもうた;意をあらはしたものがある。すなはち，第105

(254)洞である。持主主り天井はたど給萱て，構築的なものはない。

階窓は貌主主群の南北にひらかれてゐる。まづ貌窟第135(428)洞に援する第136(427)i同から北

にのびて，第160G(373)洞にいたる第三層群は 200mほどの地域にわたってゐる。第二層群ては第

120N (285)洞，第(286)洞，第120P(288) i同，第121(290)1同等の貌窟を中心として，北へは第144B(330) 

洞にいたる諸洞，南へは第116(64)洞にいたる諸洞が陪窓て，また約 200mの範園にわたうてゐる。

これに封して第三屠貌石窟の南ては，わづかに二窟，第97A (247)洞と第95(244)洞しかなく，はる

かにへだてること約120mの初唐，盛唐の窟群中に第67(203) i同と第69(204) i同との陪窟がみられ

る。このうち紀年のあるのは第137A (302)洞て，中心方塔の北面に開皇四年(A.D.586)六月十一日

の遺像記があり，また第問D(30川両の北壁にも開皇五年(A・D.5岡正月の造像記がある;

唐窟は跨窟の南北にのびてゐる。第二層，第三唐の北端はそれぞれ第(357)洞必よび第167(9) 

洞にいたり，さらに第一唐に数十窟をひらき，その距離はお当よそ 300mである。南端はまた第(132)

洞にいたり，約400mの距離にわたる。とくに第16(130)洞から，いはゆる九暦撲第78(96)洞まで

の地区には唐窟が密集してゐる。したがうて娩唐になると中居の輩はすきまなく，第17bis(156)洞，

第 63(196)洞はべつに高所にひらかれ，第167(9)洞，第165(14)1凡第(132)泊より第15(155)洞の石窟

は雨端につくられ，唐末にはすでにほど今日の妖態になうてゐたことが知られる。唐の紀年銘は，

第64(220)洞北壁下方の貞観十六年(A.D.642)道弘主主像記，窟内栂上の同年程玄遇等法像記がいち

ばん古い。ついて第120(452)洞の貞額二十二年(A.D.648)陰仁木云云題記，第149(335)洞の垂供二年

(A.D.686)と翠麿口年(A.D.698-699)の造像記があり，第28(123)洞の高歳三年(A.D.697)，第41(180) 

洞の天賓七載(A.D.748)の造像記，第120D(48)洞の天資八裁(A.D.749)の造像記，第156(386)洞の

上元二年(A.D.761)の題記，第16(130)洞の成遁七年(A.D.866)石弘載等霊修記，第50(107)洞の成

通十三年(A.D.872)張氏題記，第51C(193)洞にま?ける昭宗の天復三年(A.D.903)である。

唐窟になると方柱がなくなうて，窟のまんなかに方形の基壌をつくり，それに塑像を安置する

こと，あたかも洛陽龍門東山の唐窟にみるごとくになる。または前代の構造にならひ，後壁の悌禽

をひろくと。て，これに七主主，または九主主の塑造諸掌をならべることも多い。特殊なものとしては第

16 (130) i同のごとく 23.00mのi侍坐大傍を安置するため，上下に二つの明窓をつくった大窟がある。

また第78(96)洞には 33.00mの大偽坐像をつくうてゐる。これは純然たる主主像窟であって，雲同で

いふならば曇耀窟の構造にあたる。また1呈繋像の臥偽を主主主とした石窟がみられるが，これでは

石窟の憶がひろく，奥ゆきはせまい。やはり一種の牟像窟てある。また基壌のうしろに大きな背障

をつくることもある。

1 陳明達，同書，p.53 B 向遼，同書，p.17. 3 陳日月達，同書，p.54 4 向主主，同書，p.17，18
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雷 同石窟西端諸洞

別号注意すべきことは石窟の外部に,前室の一部として,あるひは石窟と石窟とをむすぶ外廓

として木造建築がほどこされたことである｡これらは今日ひどく破損してゐるが,なほ一部には

唐代の遺構をのこしてゐるところもある｡

英高窟の特色は塑像と産室とである｡現在みとめうる塑像は魂 268鰹,惰 444鰹,唐661鰹,栄
1)

225鰹その他であるといふ｡この年代直別は,まだ決定的なものではなからうが,だいたいの傾向

を知ることはできよう｡塵蓋は,一方では北朝から陪唐,五代,宋元と中国各時代の株式があるとと

もに,他方では中央アジア的な要素もあり,また唐末にはチベットふうの傾向も混在して,この地方

猫特の色彩を皐してゐる｡

3

〔敦 塩西千併洞〕 甘粛省敦盛麻西南43km
Tang-h-)
糞河の北岸,粍塵にある石窟十五,もとは闘道があって連結してゐたが,いまはそれもこほれて,

2)
ちかづきうるものは,うち九窟だけである｡なほ西方五里の南湖店にも三石窟がある｡すべて北魂

の開整だが,磨,五代,宋初の修理をみる｡向達氏の記述によると,窟の中央に中心座あり,座の四面

に寵を繁 り,なかに併像を塑するといふから,石窟の中心に方塔をまうけること第 120N(285)洞の

どとくであったらしい｡周壁には千体とか,坐像,浬菓像をゑがき,腰塵には金剛力士をゑがくとい
J互taka 畠y左mA Rand,左ksa
ふ｡本生固はすくないが.第九洞にはシャァマ本生とラウドラァクシア(年度叉)闘空襲相がある｡供

養人物の男子は袴確をつけ,女子は窄袖長裾をつけて,千併洞の北魂窟と同様であり,塑像は多く

ガンダァラ式であるとし､ふ｡第五洞中心方塔に北我の｢俳弟子重蔵造像記｣があるが,年紀がなレ､｡
3)

第六洞両壁には則天時代｢如意元年(A･D･692)五月六｣の朱書がある｡敦燈本『沙州囲経』巻首には

｢右は願東六十里にあり,『者薯固』にいふ,漠 ､､､併象,百姓やうやくさらに修脅す｣とあり,これ

は語呂麻のことで,尋昌願の東六十華里は西千俳洞をさすにちがひないといふ｡(Fig･5a-C)

〔安西嵩 併 峡〕 甘粛省安西麻南80kn
Arl･hsI Y屯-lュn-klu 4) Sam-weトShan
安西願の南百四十華里(80km)にあり,音名を稔林窟としゝふ｡まづ三危山をこえ,ゴビをわたり,

TEA-shlh-ho Hsla-lung

水峡口に達するoこ でゝ東流する踏賓河にのぞんで南北両岸に石窟十一がある｡これをし､まIF洞
5) Wan･fo-hsla

とよんでゐる｡さかのぼって寓併峡にいたると,約二十九の石窟があり,川の東西岸にむかひあっ

てゐるO東岸は二十窟,したに第-洞から第六洞まであり,うへに第六洞から第二十洞まであるo西

1 陳明達,同書,p･52.
2 向達｢西征′J瀧｣,p114,15 B･Bohlin,NewlyViさitedWestem CaもeBaiTan-huang(HarvardJournalofAsiaticStudies,I)

cambridge,Massal1936 3 向達,同書,p･15所引｡ 4 向亀同書,p･15,16･
5A.Stein,Serindia,ⅠⅠⅠ,I.ondon1921,p.1108-1114. L.Warmer,B/uddhtsLWdlPaintings,･ASIJudyofaNt'nlh-Century

Gb･ouodWanFoasia,Cambridge,Massachusetts1938･
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序章 中国 にお ける石窟寺院

岸は九窟,第二十一洞から第二十九洞にいたる｡石窟はみなながい洞門をもち,ながいものは1,500

mにおよんでゐるO専像は塑像,周壁には壁書をかくO 光化三年 (A.D.900)の題記あるものは第十

七洞であり,潜動の大像をおきめたものは第五洞であるO塵蓋の様式は敦塩千併洞の中晩唐,五代
1)

のものに似,したがってスタィ./氏は九世紀から十世紀の作 としてゐるが,向達成は北朝から五代,

西夏,元までの閑等をみとめてゐる｡すくなくとも下洞第五洞,菌体峡第十九洞,第二十洞は石窟
-■

のなかに中央座があって,北魂の塔廟窟の制をと めゞてゐる｡第二十F卵内東壁門口南の塵蓋供養者
Yii-ch(1h Yii-cll■1ll KllOtan

二躯には,｢知金銀行都料轡遅賛令｣の供養記がある｡管蓮は尉蓮で,コゥタン系の人である0第二十
Kucha

三洞には｢都蓋匠作自般鰹｣の供養記があるが,白は魚苗系の人,また第二十五洞｢沙州工匠都勾雷

書院使竺保｣の堕は竺の字にちがひなく,インド系の人であらう｡これらの石窟造営に外国系の人
3)

が多数関係してゐることも河西地方の特色とし､-る｡(Fig･5d)

〔天梯 山石 窟〕 甘粛省武威贋東南50kn 張義墜大倣寺
Wll-Weュ Liang-chou

安西から西北公路を東-たどると,酒泉,張液を-て武威にいたる｡こ はゝ古の涼州の地であ
C姐-ch̀邑Meng-hslln 4)

る｡涼州では,州南百里に北涼王の阻渠豪遊 (A.D.368-433)が石窟をひらいたといほれてゐる.
Ma-t̀l-Shan 5)

1942年,張披東南百四十準里に馬蹄山石窟が費見され,石窟の数は約四十といふ｡また1952年,読
T'len-t'1-Shan 6)

威東南約50kmに天梯山石窟が費見されて,現在十三窟あるといふQ馬蹄山については,これ以上

の報告はないが,州南首里は一里を576mとして57kmである｡東南50kmといはれる天梯山は,こ

れにちかい｡遼'るひは,これが道立 (A.D.596-667)のいふ涼州石窟ではないかとおもはれるO
Cil∫1-llen

天梯山は都連山脈の-支族にあたり,きはめて唆険で,行路は困難である.現有する石窟は十

三窟,たかさ七,八十メェtl}しの懸崖に,だいたい三暦になってある01927年の大地麓以前には十八

窟あり,また明の正統十三年(A.D.1448)｢重修涼州贋善寺碑銘｣によると,正統九年(A.刀.1444)に

紘,まだ二十六窟がのこってゐたといふ｡涼州一帯は古来,有名な地震地帯であるから,そのため破
7)

損した石窟もすくなくないのであらう｡(Fig･5e,f)

現存十三窟も,その大部分は破壊されてゐるOそのうち,方形の平面をもち,まんなかに方柱

をつくったもの,いはゆる塔廟窟がある｡すなはち,節-洞 と第四洞とがそれである｡前者は三層,

後者は二屠,各層に併寵があり,ともに北朝の石窟とされてゐる｡なほ西北高所に埋没中の十属の

うちにも,さらに大きな塔廟窟があったよし,北朝といふより,おそらく北魂の作であらう｡つぎは

梼ひろ長方形の第七洞,第八洞で,後塵,あるひは三両に賓壇があり尊像をおさめてゐる｡北朝禾

1 AStein,laid,p.1110･ 2同達 ｢莫高,稔林二窟雑考｣(文物参考資料,1954-5),p･80-84. 3 向亀 同書,p･92,

4通宝 『集神州三質感通錬』(大正大赦粗 第五二審,p･417,418),巻申｡

5 向達｢西征′ト記｣,p.4に地理聾者英印繕,李承三,闇廷儒氏の尊兄といふ｡
6 史岩 ｢涼州天梯山石清的硯存状況和保存問題｣(文物参考賓札1955-2),北京1955年刊｡

7 『親書』懇一一二,重後志上にも,景明四年(AD 503)と正始三年(506)吃,涼州に地震があったといふo
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序章 中国にお け る石窟寺院

か情の前後とされるが,窟頂は覆斗形であるO第九洞は初唐,第二洞は盛唐,第三洞は晩唐,その他

は唐,または晩唐である｡石窟はみな方形,窟頂は覆斗形である｡岩は紅砂岩をいふが,石片をふく

み堅宴でないといふから,硬岩にちかいものであらう｡とにかく塵は土と自重でと のゝ-,塑像を

おさめてゐる｡尊像は塑造,または石造であり,四壁には塵毒がゑが れゝてゐるoLかし,いづれも

原形はうしなはれ,宋乃至は西夏,元明の重修がはなはだしい｡

〔柄室寺 石窟〕 甘粛省永靖騎西17km
YuI)g-C】111-g
永靖,%は黄河の上流,青海省にちかし､O嚇城から,さらに黄河をさかのぼること約三十華里 (17
HslaOIChl･Shlh-sham Plhg-llng-55正

km)で小積石山があり,この紅砂岩の岩山に柄塞寺石窟がある｡北魂の静道元 (A.D.4169-527)著
T̀ang-shh-k̀u

『水経注』巻二,河水の俵に引く『秦州記』によれば,二窟あり一つは唐連窟,高さ四十丈,他は西二塁
Shlh-llang･k̀u

にある時亮窟,高さ首丈,廉さ二十丈,深さ三十丈,古書五笥を蔵す,といふO唐の道世の『法苑疎林』

(大正大蔵経,第五三巻,p.595)巻三九には,つぎのやうにしろされてゐる｡

晋初,河州の唐速答寺といふは,いせ河州西北五十里にある｡風林津をわたり,長夷嶺をの

ぼり,南に名積石山をのぞむ｡すなはち『南責』の河をみちびくの極地なり｡､､､｡南行二

十里にして,その谷変えたり｡山を繁 りて宝 をかま-,楽を接して水を通ずO寺をめぐりて

華呆読菜充満し,いま倍ありて住む｡南に石門あり,河上に潰す,石に鋳 りたる文にいはく,

晋の太姶年(A.D.265-274)たつるところなり｡

とOこれが柄霊寺石窟についての最古の記事である｡しかし,僻遠の地にあるため,近年までまっ
ド

たく知られてゐ夜かった｡1952年,はじめて踏査され,いま学界の注目をあびてゐる｡石窟三十六,

傍愈九十八,そのうちわけはつぎのどとくであるO(Fig･5hi,3)

魂 十窟,二愈

唐 二十一窟,八十五亀

明 五窟,一意

すなはち,唐時代の石窟がもっとも多い｡最古の造窟はたしかめられないが,第 88洞外摩崖の石剣

道像記に｢大代延昌二年,歳次発己,六月甲申執 十五日庚成,太夏郡武陽部郡,本国中政,曹子元造窟

一区｣云云とあり,北魂の延昌二年 (A.D.513)に曹子兎なるものが石窟一所 をつくったことがわか

るOこの第 80洞は方形平頂窟で,左右塵は三尊僻,後塵は二併並坐の四尊供で,俳轟をつくらず,

貿壇のう-にのせてゐるO造像は龍門式でみごとである0第 81洞も北魂窟で,同様j5:尊像配置で

ある.この窟内には雲岡石窟に似た維摩文殊封問像のあるのがめづらしいO第82洞は漫磐の併臥

像をつくり,その豪や身膿はゆたかで,雲岡の尊像をおもはすものがあるaまた,この石窟の天井は

三角持造 り式で,中心に大蓮華があらはされてゐる｡雲岡末期の時期と推定してよからうとお

1 鄭振鐸『柄璽寺石窟且北京1953年刊.
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d.第 183洞
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第六 国 賓横 山石窟 園 (a.北周 b-e.北貌 f.障)

Fig,6.PhnsofMai-chi-shahCaves(a･NorthernChou;b-e･NorthemWet;f.Sui)



序 章 中 国 に お け る石 窟 寺 院

もふ｡

唐の造像では摩達の大俳,第117洞が注目されるO輪廓だけなはりだした初唐風の像である0

4

〔容積 山石窟〕 甘粛省天水麻東南4=5km

武威から東にむかひ,黄河をわたり,蘭州をすぎれば陳西の地であるOこれより西安にむかふ
Ch(ln-1.ng Mat-Chl-Shah
秦嶺の山中に葬横山の石窟がある｡褒稜山の名は,この固錐形の岩山が,あたかも参の堆積に似た

ところからきてゐる｡高さ142.00m,全山きりたった絶壁である｡こiに,いつから石窟がつくられ
Ch(1h-Choll

たかはあきらかでない｡程玄高(A.D.402-4叫)が,西暦420年ごろ,この山に隠居したこと,秦州の高

倍が多 くこの山にかくれ,一時盲験人の修道僧.がゐたこと,長安の秤量弘は玄高とこ でゝ合して,
1)

同門の誼をあつくしたことなどがったはってゐる｡玄高は,のち北魂の太武帝にまねかれ,太平虞

君五年(A.D.444)平城で毅くなった高僧であるOこの記事により,容積山が係数の聖地として五世

紀初頭に著名であったことが知られよう｡したがって,このころから,すでに石窟の造建があったか

も知れない｡ しかし,この石窟に関する最古の記鉄は,五代の北漠乾砧二年(A.D.949)の年紀をも

つ,闘名氏の『玉堂問詰』(『太平磨記』巻三九七所引)である｡
その青雲のなかば,晴塵の間,石をきざみて俳となし,石禽千宝,人力によるとし1-ども,そ

の両申功なるかとうたがはしむ｡

と｡この僻遠の石窟群は,まったく近年まで畢界にしられずにゐた｡1953年,この石窟の調査国が

北京で編成され,32日間にわたる工作の成果が馨表されたので,その安濃がやうやく判明し,中国
℡)

石窟史に重要な地位をしめることが知られたのであるoいま東崖と西崖とにわたって194の窟轟

が鹿屋に繁られてゐるが,かってはこれらをつらねる木造の前廊とか,また前室とかがあったらし

く,壁面には大小無数の梁孔が散見される｡岩は紅砂岩だがあらく,彫刻にむかないoLたがって

塑像,塑壁が主となってゐる｡(Fig･6)

各石窟の造建年代については将来の研究にまつほかないが,第 115洞からは墨書の貴明三年3)
(A.D.502)｢張元伯造石室記｣が登見され,これが最古の紀年文であるo三尊坐供の石窟であるが,

4I rL[
その左わき菩薩像をみると,龍門古陽洞上部の太和末景明(A.D.495-503)のものによく似てゐるo

l 慧瞭『高僧俸』(大正大概控,第五〇番,p.397,398),巻一一｡

2鳴国瑞｢天水穿積石清介紹｣(文物参考資料,1951-10),北京1951年刊O葦英一｢変横山石清及額楯紀略｣(同書)o共作人｢変

積山勘察園工作報せ｣(同書,1954-2),北京1954年刊.｢穿積山勘察囲工作日記｣(同書)O 嘱圃瑞｢変横山石清大事年表｣(同

書)a｢穿種山石窟内容漁録｣(同書1954-2-6),北京1954年干rl｡鄭振鐸 『変横山石窟』,北京1954年刊｡

3 ｢変横山石清内容鯛録｣(文物参考資料,1954-5),p･88.

4 鄭振鐸『変積山石窟』,Pl.92.

5水野清一,長虞敏雄 『龍門石清の研究』,東京1941年fTJ,Fig.90,91.

Ⅰ5



雲 岡石窟西端語洞

1)
また貴明既平間(500-516)と推定された｢洛陽沙療法生造姦砕｣はL,,ま第 127洞にあるが,寺倍に

IllL
よれば隣洞のものをうつしたといふ｡隣洞第 126洞も魂窟であるが,第 128洞の親嘉の方がふさ

はLL1｡とし､ふのはこの方が第100洞によく似てゐるといはれるから,前記の貴明三年の第115洞
3) 4)

にちかいのである｡第 100洞は方楯乎頂窟で,左右脇侍像と小会の交脚菩薩像が知 られてゐる

が,まさしく第 115洞と同類である｡この種の窟轟は,まだ第69寵,第 169露,第 114洞,第155洞に
5) 6)

もあるが,み夜景明既卒 (500-516)の作であらう｡た 第ゞ 169洞にみる交脚菩薩三尊の併寵は潜在

じくこの様式に属したがら,より古式をたもってゐる｡以上の諸窟よりは一歩さきんずるものであ

らう｡それにしても,けっして太和年間(477-499)をさかのぼるものでなく,太和末年 (487-499)の

作であらう｡
7)

これにつ ぐものは,酉達の第 133洞 (菌体堂),第 135洞(天堂洞)等の形式で,代表的な黄門式

である｡容積山も,この期の造窟がもっともさかんで,そのうちには第1洞 (提案洞),第30洞,第43
<L

洞のごとく,みごとを列柱かざりの外壁をもったものがある｡第 30洞は四柱三間の外塵で,ながい

前席のかくに三つの石室があるQ石室はみな同大で,栴固形であるO坐俳を中心にした七尊の制で

ある｡第 133洞嵩併洞は『玉堂問詰』にいふ ｢嵩菩薩堂｣で,西崖における最大の石窟である｡わす

か幅1･50mの南面する門口をはいると,よこにひろし-前室があり,その左右にはそれぞれ二俳寵が

あり,かくには二石窟とそのわきに二併寵をひらくOかくの二石窟には,さらに左右に-亀乃至二

轟の併露をつくり,なか夜か複雑である｡壁面にはあさい塑造の千俳をぎっしりと怒らべ,菌体堂

の名にそむかないO さらに興味あることは,かくの二石窟の塵面にそって十六の碑像がたちなら

び,前室に二つの碑がたち,破片までいれると絶計二十三以上の碑があったことに覆るOこれらの

銘記については不明であるが,様式的にいふと西魂の作である｡岩質のわるいために石の碑像をも

ってかぎなったものとみえる｡

北周から階にかけて もかなりさかんで,第4洞 (散花接,上七俳閣)はその随一である｡間口

31･50mの外壁南端に八角柱がたち,ほそながく前廓ができ,その後塵に同形同大の石窟七つを怒ら

べてゐる｡各窟とも正方形で,外壁には天宝飾がある｡窟内は坐偽を中心に左右塵と後塵に絶数十

健の脇侍立像を配してゐるO天井は覆斗といふよりも,四柱形で四隅にむかった案に舶 ヒ周猫特の

蓮非かざりがある.この七併窟は北周の庚信 (A.D.581毅)の ｢秦州天水郡容積併轟銘｣に鷹ずる
9)

わけであって,その文によると秦州大都督李允伝が亡父のためにこの七併藷をつくったのだとい

1碍圃瑞｢参観Lr年表｣,p･50,実作人｢工作報昔｣,p･6,｢工作日記｣,p.38,39 洛陽沙禰法生は青巨門盲陽洞における長明四年

(A･D･503)比丘法生造陵記と同一人であらう｡字も如言弘に似てゐるやうである｡長嵐水野『育訂]石窟の研究』,拓影ⅩⅠⅠト21｡
もしさうだとすると,この霜は貴明四年よりものち,正始既卒年間(504-516)の作とすべきであらうo

B実作人｢変横山工作報昔｣,p･6. 3｢硫鋒｣,p,9ト93 4邸振鐸『穿横山石矯』,p185-87.

5同#,P1,65,66,91,148,149. 6 同条Pl156,157 7同肴Pl.116

8同賞Pl.8,49,53 9『政子山薬』(四部叢刊),巻一二o
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序章 中国 にお け る石窟寺院

1)
ふ｡おそらく,この石窟の造営は北周の保定,天和の際(A.D.566-568)と推定される｡

巴)
第 5洞牛鬼堂はみごとな惰窟である｡悌菩薩は,塑像ながら乾山,雲門山をしのぐ陪像であり,

Naray豆tla
臥牛をふんだ甲胃の武神像は葉山大住窟のナラヤァナ神であり,賓珠飾の傍柱は賛周,陪窟によく

みる意匠であるO第 12洞,第 14洞も周晴の作で,純粋に唐代の窟轟といふものはない｡しかし,塑

像には唐末から元明にわたる補修がいたって多い｡ また一部に北魂から北周にわたる塵墓もある

が,それはわりあひにすく覆い｡したがって,壁面の調整を塑作でやったばあひがか覆りあり,いは
3)

ゆる塑塵がみられるのであるoまた中原における石彫の流行に刺戟されたのか,石彫のところも
4)

あり,石彫の像を部分的にかさめたところもある｡

5

〔王母 宮石窟〕 甘粛省浬川麻西北1km
Ching-ChLtlan Hui-chung-511an ChLng-Shul
淀川願北門をで 西ゝ北二華里(約1km)のところ,山を同中山といふ｡北に霞水をのぞみ,東に

Jュll-Shlユl Wang-mu-klmg Ta-fo-tung 5)
撒水をみる｡山上に王母宮があり,山麓に大僚洞があるOこの大併洞は一個の塔廟窟で,東北にむ

かって口をひらくOいま前塵と左壁とが大破し,増築でかぎなほれてゐる｡方柱下暦の四面に併

金があり,上部巨那謁に象を彫 り,そのう-に暦塔をあらはしてゐる｡まさに雲岡第六洞の構造であ

るoLかし,上唇は八両になってゐるO俳像も第六洞式だが,補修はひどho後塵に三金,左右塵に

それぞれ二轟があり,七寵である｡方柱の象のしたに併侍の浮彫があり,太子の象 をさしあげた場
NlrV亘TIa

両,太子の効をふるふ場面がある｡また方柱東南隅に担架の場面がのこってゐるOその作風より太

和末年 (A.D･487-499)の作とみてよいであらう.(Figl5g)

〔王家溝石窟〕 甘粛省割り麻北2kn 永寧里
Wang-chla-kotl Chlng-Shul

ゴ璽川願から川をこえた北岸の王家溝にあるoi璽水をま南にのぞんだ岩山である｡あらい赤味
6)

のある砂岩の岩山で,石窟七,八あり東方洞と西方洞とが重要である｡みな北我岩で,西方洞は東

方洞の六分の-くらゐしかない｡

西方洞は東西壁下唇におのおの八,上唇におのおの四の造像あり,北壁に大像三あり,洞外商側

に等身大の力士像おのおの-あり,み夜重修されて泥細工である｡東方洞は門口左右に石の力士

像があり,う-に明恵がひらかれてゐる｡石窟は奥行 9.15m,幅12.20m,高さ12.20m｡天井はや ゝ

1 碍国瑞 ｢変積石環介紹｣,p･169 碍圃瑞 ｢大事年表｣,p,51. 2鄭振鐸,同書,p129-35.
3 郵振鍔,同書,pl.18,27,46,120,159. 4鄭振鈍同島 Pl.66,100,139,142.
5陣馬皐 『西行日記』.p･34.LWarmer,TheLongOldBoadinChina,NewYork1925lH･Jayne,TheBLddhisICawsoflhe
chingEoValley,(EastemArt,ト4),Philadelphial920,p.161-173.
6 陳寓皇 『西行日記』p･37-40,121･HIJayne,TheBuddhwICavesOftheChingEoValley,p･24-261.
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雲 岡石窟西端語洞

ドゥム状を覆すO中央には断石が堆積してゐるが方柱のあとかも知れない｡北壁,および東西塵

には高さ0.61m,奥行 0.90-1.20mの賓壇があり,そのう-にほ 等ゞ身大の傍の立像がある｡北塵に

は三鰹の併立像と脇侍菩薩が四鰹,東西塵にはそれぞれ沸立俊二鰹と脇侍三賂 つどう七俳があるo

過去の七俳をあらはすのであらう0滴塵には門口左右に交脚像があるOもとより,それぞれ南脇侍

が侍立してゐるO造像はよく北魂の作風をたもち,雲岡第六洞の造像に似てゐるoすこし琴曲した

天井は,中央部大破して不明,石窟の印勘から中央にむかふ案がみえる｡また天井長押に平行に楽

が一本とほり,そのあひだに併侍の浮彫があらはされてゐる.王宮をあとに馬にのってでる太子の

像が北塵の上部にのこってゐる｡つぎに白馬とわかれるところがあったらしい｡その特色はま-

の王母富石窟とおなじであるO

さて,もとこの石窟内に立ってゐた｢南石窟寺之砕｣には,その末尾に

大魂永平三年｡歳 在 庚鼠 四月壬寅軌十 四 日乙卯.使 符節都督遜 洲諸 軍事｡甲西

将 軍棄華 匡二 州刺 史｡武 安願 開国見葵康生 温

とあるO『親書』巻六一に実康生の博があり,r康生は久しく牌,および州にのぞむ草と怒り,殺教す

るところ多し,しかうして,す夜はち併道に信向し,その居宅をすてもって寺塔をたつ,すべて四州

をへてみ夜建置あり｣といふ｡南石窟寺はこれと一連のもので,永平三年 (A.D.510)かれが四十三
1)

歳のとき,識悔供養のために造営したものであるoLたがって,太和を去ることまだとほく覆い時

期の造営であるO

〔羅漢洞石窟〕 甘粛省藍川麻南17km太安里

浮川鯨の東門をで 南ゝに三十聾里 (17km)の太安里にある｡小窟寵のほかや めゝぼしい-石窟

がある｡ いますっかりぬりこめられてゐるが,中心に方柱のある構造は北魂の創建とおもはれるD

また洞外の-併寵にみる坐俳,またや iはなれた摩崖にある-立像はともに北魂の作である｡後
=)

者のたかさ,およそ3.00mといふ｡

〔大伴 寺石窟〕 隣西省扮騎西5kn
Fen-hsien
扮鯨の西十聾里 (51m),躍水の右岸に大併寺があるO大併はたかさ約 12.00m,脇侍もこれに鷹

じてゐるO寺は腰痛寺とよばれ,唐の尉遮敬徳つくるところといふ｡しかし,すっかり泥作の重修
3)

で,時代の鑑別はむつかしい｡かたはらに窟姦数十をみるが,みな唐のものである｡

〔水簾洞石 窟〕 隣西省扮騎西2kn4)
扮願の酉五華里 (2km)にある0匹水と軽水にはいる小河にかこまれた岩山で,紅砂岩からな

1 陳寓里,同書,pl147-152. この碑は劉 一腰 文廟にあり,た ど碑の頭部のみ陣幕里氏踏査の際に東方洞中にて蓉見されたO

2 陣幕旦 『西行日記』,p.35,H.Jayne,BuldhistCaγesoflheChingnoValley,p･160,162･

3 P.Peliiot,Toueかhouang,VI,Paris1924,Pl.CCCLXXII-CCCLXXI･HJayne,TheBuddhistCawsoftheChingHoValley,

p.159,160.陳寓里 『西行日記』,p.32. 4H･Jayne,Iblld･,p159･ 陣馬里,同書,p･31･
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序章 中国 にお け る石窟寺院

る｡いま,その中腹にいくたの窟金をみるが,ほとんど近世の補修でおほほれてゐる｡しかし,報昔

によると北魂,悟のおもかげがないではないといふ｡

〔虞元 千体 巌〕 四川省虞元麻北5km子供崖

剛 11省でも,はやくから窟轟がひらかれたらしい｡『高僧侍』(大正大京経,第五〇巻,p.371,

372)巻七によれば,程道江が局にゐたとき,山峡の岩壁に紳光が登するといふので,地方長官の劉

覆るものの請をいれて,寺をおこし,摩崖俳を彫ったといふ｡それが劉末の大明年間 (A.D.457-4641)

であった｡これが,どこの窟轟であるかは不明であるが,室岡の草創とお夜じころである｡
K11aTlg-yilan Chla-1lng-Chlang 1)
庚元験の千悌巌は瓶北十華里(5km),嘉陵江にのぞんだ懸崖にあり,寵をほり像をつくるのみ

で,石室をまうけてゐない｡みな唐金で,金洲大都督府長史童抗が｢石を琴して道をつくり,ならび

に子供功徳を繁る｣といふ閑元三年 (A.D.715)の造像記がいちばんふるい｡その後,天資十五戟

(756),襲暦二年 (826),威通十四年 (873),虜明二年 (881),中和二,三,四年 (881-884)と,唐末にいたる

まで,その道像はつ いゞてゐるO

〔巴 中南亀 山〕 四川省巴中新帝 1km
Pa-chung Nan-klat1-Sham
巴中廉には東食,西金,北亀 南義山の摩崖がある｡そのうち南姦山は願南二華里(1kn1)にあり,

I:L
化成山ともいふ｡石室をつくらず,姦像のみ五官飴舘と群するから,かなりの教である｡みな天蓋

寵で,力士をともなった五寄生偽が多い｡そのほか観音菩薩の寵,艮沙門天像の亀 如意輪像の姦な

どもあるQ造像記は開元二十八年 (A･D.740)にはじまって,乾元三年 (760)にいたり,また骨昌六年
5)

(846)から中和 (884),光啓 (886,887),文徳 (888)におよんでゐるO

〔通 江 千 併 崖〕 四川省通江麻南千俳崖
TLllt,蛋-Chlahg
通江藤南の千併崖も石室をなさず,併姦のみであるO数はかなりにあるが,みな唐代の刻であ

4)
る｡このうち七暦塔の浮彫は精巧で,注目される｡

四川の窟姦はまだ調査がゆきと いゞてゐないが,一般に摩崖の俸轟を主 とし,開元から中晩唐
5)

にかよんだもの,岩質はみな砂岩のやうである｡

6

〔龍 門石 窟〕 河南省洛陽願南14km
1-dl̀qehLuhg･men

甘薪,隣酉および四川の諸石窟なみをはって,河南省にはいると,まづ洛陽伊閥の龍門石窟があ

1大村西監『支部美術史彫塑篇』,東京1915年刊,p･528-530,Fig.7621766.Ⅴ･Segalen,G.deVoisinsandJ･Lartigue,Mission
arehaologiqueenChもne,AtlasII,Paris1924,Pl･ⅩCII･
B陳明達｢四川巴中通江南懸石窟介紹｣(文物参考資料,1955-4),北京1955年刊,p102,Pi.1-4.V.Segalenetc.,ZbidりPIs.XCVIIIICIV.

3大村西藍,同書,p.532-536. 4 陳明達,同象 p.102,Pl.5,6,
5大足願の例は蒋栄華｢四川大足麻石刻｣(文物参考資料,195519),北京1955年干rj,爽江原千併巌の例はⅤ･Segalenetc･,
lbl'd.,PIs.CXXXIV-CXLIV.にある｡
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雲 岡石窟西端語洞

るO洛陽は北魂の国都と覆るまでに,東漠貌晋の都であったO『親書』程老志によれば,｢晋の世,洛

中に悌図四十二所あり｣といふから,はやくから係数文化が浸透してゐたことがわかる｡しかし,

旬奴の王劉聡が洛陽を占接した永嘉五年(A.刀.311)の乱,つ いゞて晋の滅亡(316)にともなふ混乱

に際して,洛陽の寺院はほとんど消滅してしまったQた ,ゞからうじてのこったのは石塔寺,す夜は
1)

ち北魂の光責寺のみであったといふ.北魂の孝文帝は太和十八年(4194)に都を平城より洛陽にうつ

した｡洛陽は国都としての繁柴をとりもどし,こ がゝ係数の-中心になったことはしへふまでも覆

い｡北賓の楊衝之がかいた『洛陽伽藍記』には,その事情がくはしくのべられてゐる｡

そもそも国都の南方三十筆墨 (17km),伊束にのぞんだ石衣岩の岩山に石窟がひらかれはじめ

たのは,遷都直後からであり,古1新同の左右からであったo最古のものは太和十九年 (A.D.495)の紀

年をもつ｡ついで,孝文帝以上に慧併家であった宣武帝は,貴明初年(500)詔をくだして,代都の室厳

守,す夜はち雲岡石窟に準じて,伊関山に石窟二所をいとなみ,高租孝文帝と文照皇太后のために

供養する計茎をたてた｡この計茎は窟頂まで三百一十尺(約86.50m)もあらうといふ大石窟であっ

たが,正始二年 (505)まで五年の歳月を-て,やっと新山二十三丈(約27.20m)に達したにすぎなかっ

た｡それで造営監督たる大長秋卿王質は奏請して計重をか-,こんどはあらためて平地に工をお

こし,高さ一首尺(約27.90m),南北一百四十尺(約31.00m)のものを造脅しはじめたのである｡さら

に永平年間(508-511)になって,中平劉騰が秦請して,世宗,す夜はち今上皇帝のために-窟がくは
e)

-られることになり,絶計三窟の造営となったのであるOおもふに,放棄された大石窟工事は,ある

ひはし､まの率先寺の岩屋かも知れなし-Oそして最終計量の三采は,し､まの賀陽洞とよばれる,中,

宿,北の三洞と推定してあやまりないであらう｡のちにみるやうに,この三洞のうち,賀陽中洞(第三

洞)は龍門北魂窟のうちもっとも統一的な石窟で,豪華な北魂様式で一貫されてゐる｡これに反し,

南北二洞は構造のう-に中洞と共通する鮎をもつが,造像はまったく暗唐株式であるOつまり北

魂では未完成にをはったものであらう｡(Fig･7,8)

北魂の造窟造金は,しだいに龍門西山の全地域にひろがったが,しかし,洛陽の隆替と軌を一に

して,北魂のほろびるとともに-頓挫にみまほれた｡東西魂,および北舜北周時代はあまりふるは

ず,惰唐,ことに唐代に在ると,またもや造窟事業は盛大におもむき,龍門の唐窟は東都洛陽の華麗

豪壮をまさしく反映したものである｡その頂鮎にたつものとしては,威亨三年 (A.D.672)より上元
ValrOCatla

二年 (675)にいたる三年の工をつひやして完成した奉先寺大底合邦傍がある｡その請書像は高宗の

造建,皇后武氏が脂粉鎮二高貴を寄せた大工事であった｡つ いゞて則夫武后時代(684-704)に在る

と,西山にはもはや開竪すべき飴地がなくなったため,封岸の東山に大窟数所がひらかれた｡しか

し,則天時代をすぎて玄宗の開元天資時代(742-755),とくに後半の天賓時代(742-755)になると,石

窟造営は急激におとろ-てゐる｡これは龍門石窟だけのことでは覆し､O中国の石窟造営史は,この

1『洛陽伽藍記』懇軌 光葉書の促｡ B水野,長贋 『青巨門石希の研究』,p.126
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g･賞揚甫洞(ⅠⅤ) h･ 賓陽北洞(ⅠⅠ)

第七固 罷 門石窟固 (-) (a-e.北貌 f-h.障)

Fig7･PlansorLurlg一m8nCaves(1) (a-e･NolthernWei;f-h･Sui)



g･ 招鼓墓甫洞(Lei-ku-t̀ai,SouthCave) (Lei-ku-t̀ai･NorthCave) i.稽鼓茎中洞(Lei-ku-t.ai,MiddleCave)
0 5111. . . . :

第八 困 窮 門石窟 囲 (二) (a-i.磨)

Flg18･PlansofLung-menCaves(2) (a-LT̀ang)



序 章 中国 にお け る石窟 寺院

1)
ときをもって,いちおう衰退期にはいるのであるO

つぎに龍門石窟の特色を列馨してみようo まづ北魂窟の構造であるOこれには二つの形式が

あり,一つは馬蹄形の平面,囲損の天井であるo 賓陽中洞がこれであって,後塵および左右塵に三

俳を配置するO雲岡曇曜窟の停続をうけついだものであらうが,龍門のほかには類例が覆い｡舌

陽洞,蓮華洞もこの類の石窟に屠する｡た 本ゞ尊は傍と二菩薩とからなる｡古陽洞の左右塵は教暦

の併愈列からなり,その先例は敦燈にも雲岡にもあるO石窟の第二類は平面が方形で天井が永平に

ちかいo後塵壇上に五尊をならべ,左右壁にはそれぞれ-併轟を彫ってゐるO第十四洞,貌字洞夜

どがこれである.また北魂に着工し,北勢あるひは栢唐に麿修された薬方洞,唐字洞もみな,この類

に属するO雲岡末期の諸中富とまったく同形式であるOた 雲ゞ岡,翠,%,響堂山,そのほか敦塩,淫扮
pradak5ina

諸石窟などにしばしばみられた塔廟,または方柱窟は龍門にはまったく存在し覆いOさらに右擁ゐ

磯法をおこなふ食像背後の随道も,龍門ではみられない｡第一,第二潜を通して,天井にはしばしば

大蓮華をうつくしく浮彫にしてゐる.寅陽洞,蓮華洞がその代表であり,貌字洞,薬方洞にもある.

雲岡,そのほかにみる格天井や三角持遮 り,折 りあげ天井はみられない｡

轟形は雲岡の形式を踏襲してゐるが,や ふゝかくなる｡最初の石窟である古陽洞には華美な

華粗の固技があるほか,尖挟,楯扶などには繊恵をきはめた薄浮彫の飛天や紳人をあらはしてゐるO

扶額だけでなく,愈全鰹の装飾は,龍門にいたってもっとも敵密になった｡これは石質が敵密である

ことのほかに,渓貌以来の蓋象石の停続が,この他の工匠にいきてゐたのであらうQ唐草,欠格,飛

天,併像,両人,供養者,さらに併侍など,複雑なしかも流動的な表現がある.いまは残念にも,すっ

かり破壊されてしまったが,寅陽洞の皇帝皇后供養像は,やはりかず多い北魂浮彫中,最上の佳品で

ある｡

偽像における三尊形式は古陽洞の諸尊にあらほれてゐる｡また二羅漠をくは-た玉食形式も

寅陽洞.にお小 て,さらに蓮華洞以下の諸窟において,はっきりと定型化してゐるo生体も立俳も,ほ
S互kyamuhilhddh Amlt云bhaBtlddha

とんどが樺迦供であるのはかはりないが,末期には阿甜陀像がやうやくさかんになる｡寅陽洞の併

像はまだ太和年間の作風にみる,ゆたかな身鰹つきと容貌をたもってゐる｡だが,魂字洞にみるや

うに,正光,孝昌年間の併像では,豊満さはうせてきゃしゃになり,きはめて内観的な,そして神秘的

夜表現になってゐるOそれは衣文のとりあつかひにもあらはれ,座を潜はふ｢かけも｣の繊細な線の

1)ズムにもみられ,鳥賓に反した装飾的な形式美がいちじるしいQしかし,装飾的ではあるが,そこ

にはつねに峻厳な,とぎすました精神のあらはれるのが,龍門の特色であるo二併並坐像は,雲岡で

はさかんであったが,龍門では急に-ってゆくO交脚菩薩像,すなはち緬勘菩薩像も古陽洞上層,チ

なはち貴明(A.D.500-503)まではさかんにみとめられるが,そののちは減少する｡

龍門唐窟の特色を二三のべれば,まづ,食像窟の傾向がつよくなったことであるo固形固頂に

l 水野,長虞,同書,p128
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雲 岡石窟西端譜洞

しろ,方形卒損にしろ,北貌窟のどとく左右壁にふかい俳金をひらいてゐなしゝ｡後壁の本尊が石窟
ValrOCana

統一の主鰹であって,菩薩,羅漢,神主,力士がその左右にならぶ｡最大の像は奉先寺の虚合邦大俳

を中心にした九尊である｡これは現存する唐代彫刻中の最大,かつ最優秀品である｡夜ほ東山の措

鼓墓三洞,看経寺洞は則夫時代の製作とかんが-られるが,本尊は後塵からはなれ,遊離 して猫立

し,洞の中央にすゑた憂座のう-に安置されてゐるo石窟周壁の意味が北親石窟とはまったくちが

ってくる｡看廃寺洞,措鼓墓中洞の膜壁には,組師立像の浮彫がずらりと怒らんでゐる｡龍門唐窟

の併像は初唐のものが多く,東山諸窟の則天時代をさかひに,盛唐のものはわづかである｡頭髪部

が大きく,まるがほ,ゆたかな身鰹に,うすい衣文が密着してゐる｡中インド様式の影響のあること
I)

があきらかである｡

最後に,龍門石窟についてみのがすことのできないのは,石副文である｡現在,二千種をこえる
空)

石副文が発見されてゐる｡これは清朝以来の金石学者のたゆまざる努力の賜であって,この莫大な

石副文は,金石挙上 石窟造像史上,また書道史上つき覆い賓庫である｡太和十九年(A.D.495)｢長楽

王丘穆陵亮夫人造爾勧記｣を最古として,北貌宗室関係者の造像がすくなくないO造像記にみえ

る結願者たちは孝文帝の時代,す夜はち,北親のもっとも隆盛をきはめた時代に,あるひは国政に,

あるひは軍事に参興した北魂宗宝をはじめ,北族の有力者たちであったoLたがって,これらの造

像記は北魂の歴史的資料としても,大きを意義をもつものとし-はねばならない｡また,かれらの石

窟造連の庇護後援も,また大したものであった｡造像記には,また比丘や比丘尼の蓉願者も多く,さ

らに数十人,数百人にのぼる併教徒の某国的な造像供養もさかんであった｡

7

〔撃願石 窟〕 河南省筆麻西北 1km
Kung-hslen 3)

洛陽から束にむかふと,肇願の北三華里(1km),洛永にのぞんで輩願浄土寺の石窟がある｡東

西にならんで五窟が南面し,東から第一洞,第二洞,第三洞は東方にあり,第四洞,第五洞は西方にあ

る｡もっとも大きいのは第五洞で7.33m平方,もっとも小 さいのは第一洞で3.66m平方,LJlづれも

方形窟である｡第郷国は東壁に北魂ふうの三尊俳があるが,不規則の小室二個として未完成のま ゝ

にのこり,初唐の小金が迫刺されてゐる｡(Fig･9a-d)

第二,第三,第五洞はいづれも方柱があり,四面に偽金を彫ること,雲岡,天龍山,響堂山の石窟

1王玄非｢開於龍門石清的幾程新尊現及其有閑間雷｣(文物参考資料,1955-2),北京1955年刊,には,比丘尼惑燈の遺衣をおさ

めた意燈洞や,比丘釜贋の造次をおさめた富億洞といふやうな特殊な石清を紹介してゐるQ変横山第48洞も,構造上この例k:な

るもので,たぶん西魂の文帝の皇后乙弗氏を葬ったものであらうかo

B 水野,長虞 『龍門石窟の研究』龍門石測線0

3 関野,常盤 『支部悌教史蹟』第二帆 東京1926年刊,p116-124,Pl104115.
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中華 中国にお ける石窟寺院

にみるごとくである｡天井は格天井に在り,格間に蓮華,唐草,化生,飛天がうつくしく彫られてゐ

るO周壁には併金があるが,第=,第三洞は一つづ ,ゝ第五洞は四つづ でゝある.併像はほとんど破

壊されてゐるが,｢かけも｣がながく前にたれた北魂末の作風をしめしてゐる｡第五洞では,尖扶額

にC字形辛パルメット並列文の浮彫があり,そのう-に化生や飛天をみごとに彫ってゐる｡さらに

そのう-は,各洞とも千俳でうめてゐる｡こ のゝ彫刻は,いづれも龍門横式をうけつぎ,繊藍である｡

た 龍ゞ門のごとく線列括鳥はすでにみられず,あくまで浮砂として洗練なくは-てゐる｡とくに

目をひく.のは,第二,第三,第五各洞とも,門口左右壁に暦をなす供養者の行列園である｡龍門寅陽

洞ほどの豪華さはないが,湿潤愛すべき造像である｡さらに量産わきの獅子もカがこもってゐる

が,とくに四壁膜壁の怪獣は龍門石窟にもみないもので,むしろ北響堂山石窟の怪獣とつながるで

あらうo怪獣を,あたかも生きた動物のごとく,とりあつかひ,いきしつきと躍動させてゐる｡

要するに,撃騒石窟は大規模ではないが,北魂龍門時代のすぐれた彫刻に富み,まことに注目
1)

に慣する石窟である｡

8

〔天龍 山石窟〕 山西省太原贋西南 17km

太原願の西南三十華里(17km)の山中にある｡白い砂岩の岩山で,山頂にちかい西南西の山腹に
e)

ある｡北顛皇建元年 (A.D.560)の創建といふ聖讃寺が西方や しゝたにあるO太原はむかしの晋陽,
Yell

こに優秀夜石窟がいとなまれたのも,また嘗然であらう｡(Fig･9e-p)

石窟二十四,左峯,右峯にわかれ,その左峯の第-洞,第八洞は,ともに前廊左わきに碑形があ

り,ともに暗線である｡前者は開皇云云の文字がみえ,後者は閑皇四年(A.D.586)と推定される｢歳
3)

次甲辰年｣の文があるO第一洞は三塵三轟の窟であるが,第八洞は方柱窟であるO天龍山唯一の方

柱窟で,その最後をかざる整然たるものであるO方柱四面に四併金があり,三壁に三併轟があるO

それに前席には軒ぐみがあり,柱があり,力士像がある｡方柱と周塵とのあひだの天井が,合掌形に

なってゐるのがめづらしい｡

情よりま-のものは第十洞,第十六洞の北葬属である｡これも三塁三寵の制で,尊像は量感と

裏書にとみ,代表的な北葬様式である｡また第十六洞の前廊が軒ぐみをもち,繭柱をもち,第八洞

1近刊の『文物参考資料』1955-3,北京1955年刊,Fig.20によると,縄地顔鴻慶寺にも石勧 ミある,葦,L%の浮 彫た酷似する手

漁をしめしてゐるが,くはしV,ことはわからないo B『大原願意』(1826年刊)巻三｡
3紺野バ旨盤 『支那併敦兜蹟』,第三冊,p,53179,P125-61.1940年,水野は日比野丈夫氏とともに,こ｣を踏査した0日比軌 水
野『山西石段志』(近刊)参照｡
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序章 中国 にお け る石緒寺院

の源流をなすQさらにこれをさかのぼるものは第二洞と第三洞の一隻洞であるO どちらも三重三

轟の制で,衣文はとくに豪速して,大きを｢かけも｣をもつ｡あきらかに龍門様式のながれをくむも

ので,東魂ごろの作とみるのを安富とする｡天井も四方から斜傾してのぼり,頂上は平らで,いは

ゆる覆斗形であるO第-洞も覆斗形であったが,これは未完成であった｡覆斗形は雲岡にこそ覆い

が,敦塩の北貌窟以来の停続である｡四方の斜面に飛天をいれ,頂上に蓮華をおさめてゐる｡さう

いふところは龍門第十四洞などに似るが,黄門では覆斗式になってゐか ､O

その他の石窟は唐であるが,おそらく盛唐のものである｡そのうち第匹粥同,第五洞,第六洞はや

やふるく則天時代(A.D.684-704)にさかのぼるが,その他は八世紀初頭で,玄宗時代(713-755)にか

よぶものであらう｡すでに第六洞では,併像は図滴豊麗で,衣はうすく,しなやかに身膿にまとひつ
1)

いてゐるが,第十四洞,第十八洞などになると,この傾向はきはまり,さらに第二十一洞,第二十二洞

にいたっては,すこしゆきすぎて,ぎこちなくさ-なるO三方に三寵があるやうであるが,併亀の統

制力は稀薄に覆って,窟内は-堂内のごとくであるQ坐俳,立侍菩薩,牛伽脇菩薩がにぎやかに並置

されて,豪華であるOことに牛伽像の姿態の自由さ,官能的な肉膿表現は,とくに天龍山猫特の様相

であって,インドふうがとくに影響したかの感がふかい0

9

〔賛 山石 窟コ 河南省安陽麻西北43km
Hopei

黄河を北にわたり.河北大平原を束にながめると,西には太行山脈が南北にはしってゐる｡こ

の山脈の一角,安陽麻西南七十五華里 (4.3km)の真山にさ やゝかな石窟が二ヵ所ある｡こ はゝ束魂,
Veh

北葬の都たる郡(臨棒願郭鏡)にちかく,北朝末から陪唐にかけて寺院がいとなまれ,晴の塞鯨 唐

の慧休などの学修がゐた｡石窟は南峰の北面中腹にある大智聖窟(通解は株砂洞)と北峰の南面中
2)

腹にある大任聖窟(通解は響堂洞)の二つである｡ともに方 3.00m にたりぬ小窟であるO

大智聖窟の周壁は空自で造像をみないO別石に彫った程迦,爾陀,爾勤の三尊像が安置されて

ゐるoLたがって,ほかの石窟とはまったくちがった構造である｡洞外の併殿残塵に東魂の｢武定四

季(A.D.546)道漁法師道｣といふ文字を刺した石碑がある｡この石窟の時代をあらはすものであら

うO北陸の大住聖窟は,その外塵に紀年造像記が別してあり,それによれば晴の開皇九年(589)にひ

らかれ,石窟をつくるには一千六百二十四人,像をつくるには九百人の工を要したといふ｡またそ

の造像は虞合邦併一意,阿禰陀併-亀 爾動体-象,三十五併三十五寵,七併七寵,侍法法師二十四

人としるしてゐるo慮合邦三尊は北壁轟,阿爾陀三尊は酉塵寵,滴勤三尊は東壁轟である｡すなは

1水野清一｢唐代の俳優彫刻｣(沸教整術,9),大阪1950年ftl,p･20125. 0Siren,ChineseSeulpture,i,London1925,p･cili-cvi･

2関野,常磐 『支部悌敦果敢』,第三冊,p153-212,Pl13ト142.
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序章 中国 にお け る石窟 寺院

ち三塵三金の石窟であるO『績高僧侍』(大正大蔵経,第五〇巻,p.497)巻九の塞鯨侍によれば,賓山

のうしろに石窟一所をつくり,名づけて金剛性力住持邦羅延窟と夜すといふoLたがって,この窟の
Naray云na Kaplla

発願者は塞砧 (A.D.518-605)そのひとにちがひない｡石窟門口には左に都羅建碑と右に迦昆羅神像

をつくってゐる｡

〔響堂 山石窟〕 河北省磯騎西34kmと武安麻南40km
Shlh｣こu-Sham

太行山脈の-支脈,石萩山の山腹二ヵ所にある｡南北相-だ るゝこと約三十華里(17km),束魂,
1)

北索の国都にちかく,しかも太行山脈をこえて太原とむすぶ要地でもあったOこ にゝ北葬の石窟群

ができたことは充分に理田のあることであった｡

南響堂山は上層に五,下層に二ヵ所の北奔窟があるO第-洞が最大で,方6.35m,たかさ4｡70m,

第五洞が最小で,幅2.10m,奥行 2.SO仇,たかさ2.50mである｡北響堂山は南,中,北の三洞が肯く

北勢,北洞は最大で方 12.00mあり,南洞は最小で,幅4.00m,奥行3.30mであるOこのほか陪賓一,唐

窟一,宋清一,明窟二があるO南北を通じて方柱窟が第一洞,第二洞,中洞,北洞の四,その他は食像

窟である｡方柱窟の多いのはこiの特色とし､-るが,その方柱は賓は後面上暦で後塵と連結して

ゐる｡そのしたはいは 陰ゞ道であるoLたがって方柱は四面四轟で夜く,三両三食か,三両一念で

ある｡この鮎,天龍山第八洞の晴窟の方が時代はおくれてゐるが,古式をたもってゐるoLかし,こ
pradaksirla

こでも繰道ゐ薩を修するには,べつにさしつか-はない｡天井はたひらであるが,絡天井ではな

い｡これも古式とはし1-覆し1であらう｡(Fig･10)

奪像窟は第三洞,第五洞,第七洞,南洞が三壁三愈制である｡この鮎は,雲岡末期以来の艦綾で

あるO天龍山の東親,北葬,陪窟とも一致するし,賓山の東魂,暗窟とも同様である｡けれども第四

洞と第六洞では,三壁にそれぞれ尊像はあるけれども,備轟はなく,た 糞ゞ壇をつくってそのう-に

安置するのみである｡それは真山の留聖窟の瑞立像をおいたのにちかい｡つまり愈形の後退であ

るO天井の格天井も消滅し,た 蓮ゞ華を中心に飛天を彫るのみである｡これは天龍山北葬の第十

潤,第十六洞に一致し,龍門貌字洞などの倖続をつぐものであるO雲岡石窟では一般に格天井があ

り,覆いものはむしろ例外であった｡第六洞天井は覆斗形で,天龍山菜貌嘉に一致するが,浮彫はま

ったく覆い｡

尖扶額の門口,唐草文を彫った側柱はきはめて一般的特徴であるが,ほかではほとんどみない｡

木造の斗技をまねた軒ぐみ,列柱は,天龍山第十六洞の北奔窟にちかく,天龍山第一洞,第八洞にも

共通したところがあるOもとをたぐると雲岡第九 第十洞に原型があるO併菩薩像も,北魂のする

どさ,神秘性はきえて,まるみのある大らかさがみとめられる｡彫刻的な量感がましたわけである｡

それは,また一面ブロック的なところがあり,陪様式の先駆でもある｡中洞や第五洞,第七洞賓壇の

2 水野清一,長虞敏艶 『響堂山石窟』,京都1987年刊｡
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雲間石窟西端言者i同

制l像，第五j同，第七洞天井の飛天なども，まことに温雅な作品である。龍門北貌像の繊細性や内面

性，天龍山唐代像の潟貫性や官能性にくらべると，ちゃうどその中間に位し，素朴な無心さをみるの

である。さらに波紋唐草文もは rのひろい葉形をもち，北貌のそれとまったく相違し，賓珠の唐主主

文などとともに豊鏡なうつくしさをしめし，北斉濁特のものである。南北響堂山は，かうして北斉

様式に統一されてゐることが重要である。

響堂山石震の時代づけは，南洞々外にある北斉唐主主(A.D.521残)の刻経記による。それには天

統四年(A.D.568)から武手三年(572)にかけて石経をきざんだことがか hれてゐる O また南響堂山

では東貌ふうの一小禽があり，開長四年(584)の惰禽があり，どうしても石窟そのものの様式はそ

の中間にあたることが知られる。

10 

河南，河北の大平原を東へよぎると，山東の山塊にゆきあたる。器等南周蓬，すなはち髭城，長
T'o.shan Yun.men.shan 

清， H~城の岩山には各所に窟禽がひらかれ，さらに東にゆくと青1+\盆都に舵山，雲門山の石窟があ

る。これは中国最東端の石窟である。いづれも規模が小さく，石窟よりも偽禽が多い。しかし北

貌からはじまり，北努，陪から唐にいたる各時代のものをふくんてゐる。

〔五峯山蓮華洞〕 山東省肥城悪事北40km

石窟は幅 3.50m，奥行2.75m，たかさ 2.92mである。天井は格天井，格問にはみな蓮華をいれて

ゐるが，中央の格問はとくに大きい。格天井としては最後のあらはれである。後壁は傍坐像を須粥

座のうへにっくり，左右に脇侍菩護，比丘を配置するが，右脇の二主主は唐代追加の彫刻らしいo石窟

bよび本掌，左脇二鐙は，造像記にあるごとく北斉乾明元年(A.D.560)の作，本奪は禰勃悌である;

周壁，門口に散在する悌禽はみな唐代の刻である。

〔霊巌寺設明禽〕 山東省長清勝東51km

霊巌王寺の背後にある石窟で，まるく，しかしふかい禽形である。本竿は拳手形の坐偽，左右に

脇侍菩薩と羅漢とを必き，雨翼に獅子を彫ってゐる。補修はあるが，その姿態のや Lかたいところ

陪偽といってよいであらう。

〔黄石室石窟〕 山東省廃城軍事東南3km

たかさ 3.60m，ながさ約 55.00mの摩窪に無秩序にほられた迭i象がある。また東北端の，西北に

むかふ自然洞内に二十四主主の造像がある。人工の窟禽はまったくないが，正光四年(A.D.528)，孝

1 関野，常盤「支那悌敦史蹟J，第一時，東京1929年刊.p.174-176， PI.114-117 
2 関野，常盤，同書 p.153-156， Pl. 91-94 
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序章 中園 に お け る石窟 寺院

昌二,三年 (526,527),建義元年 (528),元象二年 (539),興和二年 (540)等の年祝を有 し,北魂龍門様式
1)

の造像がみられる｡

〔千体 山悌 愈〕 山東省歴城麻東南3kn

塵山のう-,興国寺の石崖に多数の陪式俳優が彫 りだされ,開皇七年 (A.D.587)から開基十三

年 (A.D.593)にいたる七種の造像記がある｡

〔玉函 山併 愈〕 山東省歴城麻南11km

石窟をなさず,併殿の背後にある懸崖にならんだ造像である｡はっきりと併愈形をとるものす

らない｡晴の開皇四年 (A.D.584)にはじまり,開皇二十年 (600)にいたる,開皇の紀年銘が二十種

ばかりあるO大像はなく,せいぜい坐高 1.00mほどのもので,や 硬ゝ直したブロック的孜鰹躯は晴
.T;)

代の特徴をよくあらはしてゐる｡

〔併 俗摩 崖〕 山東省歴城麻東南17km

併略般若寺の東方磨達に玉髄の石偽が彫られてゐるが,造像記には開皇七年 (A.D.587)に爾勤

倹-鰹と程迦併四膿をつくったといってゐるoまた,べつの腰達に二躯の侍坐俳があるが,これも
4)

陪代の滞勘俳であらう｡

〔龍洞寺 龍洞〕 山東省歴城麻東南18km

こ にゝも自然の洞窟を利用して大小三洞があるO大洞西がはの外壁に束貌ごろとおもはれる

俳の立像があるO洞内は,壁面を利用して北奔様式の併菩薩の立像,坐像,佑盤像をつくってゐるが,

製作はすべて優秀である｡造像記は,東魂天平四年 (A.D.537),および階のものがあるといふから,

この道像の株式と合致する｡また,べつに大洞外壁に元の延頑右五年 (A.D.1318)の五尊寵があって,
5)

めづらしいO(Figlllg)

〔青銅 山大悌 洞〕 山東省歴城蘇東南28km

小石窟内にあるが,前面はいま嘩築である｡窟いっぱしへに大きな坐俳があるo身容ゆたかで,

膝の間は約4.20mあるO面貌にはや 北ゝ秀の特徴をみるが,内衣のひも,｢かけも｣を綜合してみる

に陪以後の作であらうO光背なく,壁面あら彫 りのま でゝあるのは未完成なのであらうか｡左塵の
6)

脇侍菩薩,比丘はあきらかに唐代の刻である｡だから,石窟も初唐の作であらう｡

〔紳 通 寺 千 体 謹〕 山東省歴城麻東南4=8km

l関野,常盤『支部悌教史蹟』,節-冊,p･164-167,Pl.100-104,荊三林｢済南近郊北魂隔贋造像｣(文物参考賓料,1955増),北京
1955年刊,p.22-25.

B閲野,常盤,同書,pl185,186,Pl.133-135･ 荊三林,同書,p.26128.

3閲軌常鼠同書,p･181-184,Pl.124-130 荊三枚同書,p.26.

4 関野,常整,同書,p.184,185,Pl,131,132. 荊三林,同書,p･29.

5 関野,常盤,同書,p･177-118,Pl.1181128. 荊三林,同書,p･2Eu6,30･
6 紺野,常磐,同書,p.171-173,Pl.110113.
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序章 中園 にお け る石窟寺院

Shさn-tllrLg-SS缶 】)

相通寺西南の懸崖にあるO五直にわかれて多数の造像があるが,みな金状で,唐代の作である｡

そのうちや 大ゝなるものは第四直の二大石窟で,なかに坐僻を潜さめてゐるo坐高およそ1.80m
℡)

と1.70m,図滴な唐像である｡穎慶三年 (A.D.658),倍明徳の造達といふ｡なほ第一直には帝慶三年

(6581遭三宿のつくった坐併寵があり,第三直には顛慶二年 (687)劉玄意の侍坐併轟がある｡みな愈

形だが,初唐の作たる鮎において,多少龍門の敏をかぎなふところがあるo

〔雲 門山石窟〕 山東省益都麻南1km
3)

山上の摩崖に二併盛がある｡第一会は幅約3.00m,たかさ約2.70m,鴨の三供をかさめ,内壁に

は後刻の小僻をきざんでゐる｡この後刻には開皇十七,十八,十九年(A･D･597,589,599)の紀年が

みえるから,本尊はそれ以前にあることがわかるO様式的には硬直した鰹躯に華美夜装飾があり,

階の造像であると察せられる｡第二金は約3.60m,たかさ約4.50m,おなじく坐俳の三尊であるが,

いま本尊をうし夜ふ｡脇侍の彫刻はすぐれて,情の特徴をよくあらはしてゐる｡

第四洞は方1.65m,第五洞は方 1.50mの方形窟である｡ともに後塵には併坐像と二比丘 左右

塵には菩薩と力士像を配した五尊形式で,後者は開元十九年(A･D･731)の造像記があるといふOと

もに盛唐の小窟であらう｡

〔駈 山石窟〕 山東省金都麻東南7kln 4)
山頂の岩屋にあり,石窟五夙 摩崖併一所より覆る｡第三洞,第四洞,第五洞は平面方形の小窟

であるが,第一洞,第三洞は奥行のながい長方形,しかも第三洞は最大の窟で,隔 3.23m,奥行約7.00

mある｡そのうち第一洞のみが唐窟で,あとは陪窟,重要なのは第二洞と第三洞である｡最大の第

三洞は後塵にずんぐりした併坐像をつくり,左右壁に脇侍菩薩を彫るOいづれも惰式の硬直した像

であるが,口から顎にかけたあたりに感覚的な表現がみられる｡頭光も拳身光もなく,後塵いっぱ

いに千俳が彫られ,左右塵にまはってゐる｡第二洞もほ 同ゞ様であるが,脇侍菩薩はとくに優秀で

ある｡(Fig.lla-e)

11

〔直略 口石窟〕 山西省鷹整願甫14knl
Chlh-yミトkLou Htト1111-ho

山西省贋霊から室邸-こえる途中,直略口の河岸にある｡川は壷流河であるo砂岩の監 河の面

から2.00mばかりあがったところから上にみられるO窟金の数は三十あまり,大なるもので1.50m
5)

ばかり,小夜るものは0.50mぐらゐ,みな北魂の開型であるO藍丘には温泉があって,ときに行幸の

1 関野,常盤,同書,p.1371142,Pl.74181. B水野清一｢唐代の併教彫刻｣(沸教牽観9),p･15-17.

3関野,常盤『支那沸教史蹟』,第四帆東京1927年札p･122-125,Pl.73-85. 4 同書,p･181-184,P186-103･
5 北野TE男氏踏査｡
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あったこともあるから1)こ Lに窟禽のつくられたのも自然かも知れない。いま撞のうへに一宇の

廟建築がある。

〔下花園石窟〕 河北省宣化勝東南28km
Yang-ho Chi-ming-shan 

洋河にのぞんだ難鳴山は古来有名で、あてコて，車部道元(A.D. 469-527)の『水経注J巻一三にも，そ
Hsia-hua-yuan 

の位置と停設とがのってゐる。いま，その山麓の下花園に，たどひとつであるが石窟がある。これ

は雲岡にちかい石窟として重要であり，時期もほ Y同一である。砂岩の岩山を撃ったもので，西面

して口をひらく O たかさ 3.82m，左右4.15m，前後2.90mの楕園形であるのがめづらしい O 長方形の

門口(たかさ 1.82m)あり，明窓の左右に紳像がある。そとからみると明窓のうへに尖挟額のかざり

がある。天井はわづかに襲撃曲して中央に大蓮華，まはりに六人の飛天を配してゐる。本牟は坐悌，

それはや L豊満だが，第六洞式で頭髪は波肢をなし，楯挟禽中に必さま。てゐる。楯挟額のうへに

幾人の列禽があることも，雲岡第六洞にかなじである。左右壁は上層に三段の坐偽列像があり，そ

のしたに蓮灘文帯があり，そのしたはあらい撃あとのみで，未完成のごとくである O 前屋門口のう

へに二偽並坐の禽があり，その墓座の格狭間にあたる火焔形は細線を併行してきざみ，力づよい。

爾端に供養者があり，朱と緑色とがのこってゐる。 (Fig.11 f) 

〔義思系高悌堂〉 遼寧省義勝西6km
Ku・pei・k'ou Ta-ling-ho Ho-lung 

古北口をで L東北にむかひ，大凌河のほとりにでると，こ Lは管外!の治，和龍(遼寧朝l湯鯨)の地
Wan-fo・t'ang

である O この東百華里(約57km)ばかり，義鯨の西十五華里(約8klU)に高悌堂の石窟がある。大凌
agglomatic tuff 

河にのぞんだ北岸の岩塊で，集塊質凝友岩よりなる。石窟はいま東に六洞，西に六洞あるが，みな北

委患の石窟であるらしい。た~.ìo~しいことは破損と修復の大きいことである。ことに東群はほとん

ど破損して，方形の石窟平面がわかるのみである。第四洞は方 2.00mばかりの石窟で，南壁に景明

三年(A.D.502)の造像記がある。いま襲撃曲する天井に，わづかに蓮華文の浮彫をみるのみである。

西区も破損がはなはだしいが，西第一洞は比較的によくのこうた方柱窟である。方約7.00m，た

かさ約 5.00m，方柱の四面に悌禽があり，上下二段になすって下居は尖挟禽，上唐は天蓋の禽である。

四隅の方柱には盤龍のまきついた須禰山があり，そのうへに屋舎がある。ま。たく雲岡第六洞に訪

梯し，造像もたぶんに雲岡式である。内部四隅に四天王像があり，外部雨隅に力士像があるといふ。

いづれも近世の補修が多いが，天井にはいくらか飛天がのこってゐる。洛陽遷都(A.D.494)ごろの

開撃であらう。西第五洞はや L大きく東西約7.00mをはかるが，本掌の三偽坐像，二菩薩坐像はみ

るかげもない補修である O た r注意すべきは前屋東部の造像碑て，太和二十三年(499)の紀年があ

る。それによれば，ときの管州刺史元景が孝文帝のためにつくうたといふ。 (Fig.11 h) 

1 r貌書J巻五，r興光元年(A.D.454)，二月丙子，還りて護丘に幸し，温泉宮にいたる」といふ9
2 鳥居龍蔵「下花園之北貌石窟J(燕京皐報，27)，北京1940年刊。 1939年賓査。

3 関野貞「満掛l義勝、寓悌洞J(園華，510)，東京1933年刊。演田耕作「遼西義牒石窟寺紀行J(賓雲，8)，京都1933年刊。

34 

4静



序章 中国 にお け る石窟寺院

この僻遠の地に,太和貴明の石窟があることは北貌併数の盛大をものがたるものであるが,こ

の他はもと北燕(A.D.409-436)の根接地であったし,太和の政治を専断した文明太后は,その北燕

嬬氏の出身であったQだから,この他は経済的,文化的にもかなり充貸してゐたものと推察してよ

いであらう｡

12

以上,中国の石窟を通覧したわけであるが,こ にゝ若干の傾向をひろひだしてみよう｡

1･分 布 と石材｡中国の北部にかたよってゐることはすでにのべたとはりである｡省でい-

ば甘粛,四川,険酉,河南,河北,山東,山西,遼寧である｡そのうち敦塩西千悌洞が西端,益都蛇山が

東端,義騒寓併堂が北端である｡雲岡石窟は東西でい-ば,そのほ 中ゞ央,南北でい-ばその北達

にあたる｡敦燈西子供洞から安西寓併峡までは硬岩,天梯山,柄塞寺に容積山石窟は紅砂岩とし1ふ

が,右片まじりであったから,み夜壁面は泥や石衣でと のゝ-,尊像はみj5:泥塑によら夜ければなら

なかった｡扮淫地方の石窟は雲岡,天龍山石窟とともに砂岩,四川の諸窟轟も砂岩である｡ところが

龍門をはじめ河南,河北,山東の諸石窟はみな堅敵な石衣岩であるoそのなかで,た 撃ゞ懸石窟だ

けは細密な砂岩であり,T花園石窟も砂岩である｡それから義妹嵩併堂は,めづらしく凝友岩で,唯

一の例であるO漠魂の侍続的垂術である砕石,蓋象石はみ夜石衣岩であった｡ま 砂ゝ岩,花絹岩の

使用もあったが,それは一時的であり,局部的にと まゞった｡石窟でも,砂岩の方は,地域的に一定の

範園があるばかりでなく,時代的にもほとんど北親にかぎられ,その例外をなすものは北葬,陪唐

におよんだ天龍山だけである｡だから雲岡石窟の砂岩から龍門石窟の石衣岩にうつろに際しては,

たんなる時代の奨蓮,地域の移動のほかに材質の変化があったわけであるQ侍続的な石材,黒い敵密

を石衣岩をとりあげるにいたれば,どうしても停統垂楯のつよい影響をまぬがれるわけにはいかな

いであらう｡

2･石窟 の推移｡中国における最古の石窟は敦塩千悌洞をかすよりほかは覆いo文厳のつた

-るところでは第四世紀のなかごろ(A.D.353,または366)だといふoついで,北家王狙渠蒙遜が

創建したといふ涼洲の石窟がある｡これは五世紀の初頭である｡天火の変積山にも,五世紀初頭に

比定すべきものがあるかも知れない｡しかし,まだ今日では,そのどれもが知られてゐ覆いoだか

ら,もっとも古いものとい-ば敦塩子供洞,西千併洞にみられる北魂式の石窟である｡これの賓年

代が,五世紀のどのあたりまでさかのぼるかは,今後の研究課題であらうO

かういふなかにあって,雲岡石窟が,たしかに西暦四六〇年からその遷都の四九四年まで括濃

に閲覧されてゐたといへば,まづ,これが現存最古の石窟であるo遷都ののちは龍門の石窟が盛大
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に覆ったであらうが,雲岡石窟も,jS:ほ正始,延昌(504-515)までは,まだかなりの繁柴をもちつゞ

けてゐた｡扮淫の諸窟,義願嵩俳堂は主として太和末から貴明,正始にかけてつくられ,病室寺石窟,

褒横山石窟の初期もこのころにあたる｡六世紀前半,つまり北親,東西魂の時代には敦憧千併洞,

西千併洞のほかに柄塞寺石窟,容積山石窟,誓願石窟が活濃をきはめ,その終末にあたっては山東黄

石畳 龍洞等の窟轟がひらかれ,天龍山の第二,第三洞がつくられ,造窟事業が全国的に展開した｡

北葬,北周時代(A.D.550-580)には,さすがに龍門の石窟はおとろ-て,国都部にちかい響堂

山石窟,別都にちかい天龍山石窟がさかえた｡天龍山は第十洞,第十六洞等が北奔窟であるが,響

堂山は北の三洞,南の七洞,すべてが北奔窟である｡天水変横山も第4洞,第5洞,第12洞,第14

潤,第135竜虎像など,北周から陪-かけての道連はすく夜くなし､o

情は三十八年(A.D｡581-618)とし1ふ短期間であったが,併教は盛大をきはめ,石窟造営も全国

的にさかんであった｡敦塩千体洞では第137A(302)洞,第137]⊃(305)洞があげられるし,天梯山は

第八洞,容積山は第12洞,第14洞,天龍山も第八洞,河南賓山は住聖洞,山東では玉函山 千併山摩

壁をはじめとして舵山,雲門山各地の窟金には栢代の造連が多い｡それに封し,東都洛陽にちかし､

龍門では賓陽南洞の績修,薬方洞の完成工事がおこ夜ほれた｡

つ いゞて唐代に覆ると,西は敦塩西子供洞から束は山東の諸窟会にいたるまでますますさか

んで,龍門はまた再度の全盛期をむか-て率先寺大俳ができあがり,天龍山もみごと夜第十印同,節

十七洞を完成した｡しかし,石窟の造営は,かならずLも五,六世紀よりもさかんになったとはいひ

がたい｡石像も,また則天時代(A.D.684-705)を最盛期として,八世紀にはいるとやうやく衰退の

兆をしめした｡それでも玄宗の一代(712-755)は,まだいくらか飴勢をたもったが,安史(755-763)

の乱ののちは,ほとんど造建され夜く覆っていった｡た 西ゞ陸の敦塩子供洞だけは,西千併洞,嵩悌
Tll⊃et

妖とともに,八世紀末から九世紀前半における吐番の占掠時代にも,中央からは怒れて第 6(114)

洞,第163(16)潤,第166B(359)潤,第 136E(420)潤,第19Bis(158)洞等の道連があったし,張氏回復

(A.D.848)ののちは第16(130)潤,第50A(107)潤,第51C(193)洞がつくられ,また五代に覆って曹

氏が張氏にかはっても第 155(387)洞,第136N(427)潤,第99(78)潤,第26(124)潤,第 136(427)潤,

第120Z(444)潤,第130(431)洞等がひらかれて,中央における文化の推移とはや ちゝがった現象を
1､

しめした｡このことは,開元からはじまって中庸,晩唐時代にひきつ いゞて造建された四川各地の

摩崖像轟とも,や 事ゝ情をひとしくしたものがある｡

宋元(A.D.960-1368)に覆っても,敦塩千併洞,西千併洞,寓併峡におけるこの情勢は,なほっゞ

いたが,しかし,あらたな造達よりもむしろ改修の方が多く覆ってきたのは,また雷然の覆りゆきで

あらう｡この間,遼末(1032-1125)に雲岡の第三洞ができ,宋(960-1279)に馨堂山北洞外の五尊意が

1宿自｢莫高肩大事年表｣(文物参考資料,1951-5),p22も225

36



序 章 中国 にお け る石 窟 寺 院

でき,また元の延蕗五年に龍洞の五尊金ができるをどは,まったく散豪的なもので,大勢に影響は

覆いoLたがって,南方,新江省杭願における飛来峰等の宋元金像も,またこの例にもれない｡

3.石窟 の構造｡塔廟窟と尊像窟にわけられるが,窟内の塔廟が,たんに塔形といふよりも方
1)

柱形になりきった方柱窟もある｡塔廟窟は古く,敦塩千傍洞,西千併洞の北魂窟にさかんにみられ,

雲岡でもすくなく覆いO天梯山の第一洞,第四洞,浮川の王母官石窟は塔廟窟,義解常備堂西第-

洞も塔廟屠,それに輩凝第二洞,第三洞,第五洞等はみな北魂の塔廟窟であるが,北舞の塔廟贋は響

堂山北洞,中洞,第一洞,第二洞にみられ,情の塔廟窟は天龍山第八洞のほかは,敦燈千併洞第 123

(292)潤,第126(294)潤,第136(427)潤,第 137A(302)潤,第137D(305)洞等にあるO さうして唐

代にいたっては完全になくなってしまふ｡

尊像窟も古 く,もとより西方の億続にもとづくとはい-,これは夜がくつくられた｡た 雲ゞ岡

曇曜五嘉,第十三洞,第五洞の食像窟にみるごとく固形囲頂,といふより尊像本位の石窟は雲岡以

外に覆い｡その他,敦塩千悌洞,病室寺石窟,容積山石窟等にある北魂の尊像窟は,み夜後塵本尊が

愈像となること雲岡第七,第八洞に似,したがって左右壁にもいくつか併轟がつくられる｡そのう

ち各(壁に多くの轟をいれる式と各塵-姦しかいれ覆い式,すなはち換言すれば三と堅三寵制とがあ

るが,雲岡後期,龍門時代からは前者がなくなり,みな後'者の形式に巧:り,奔周,晴代には程迦と阿

爾陀と蘭勤の三併三屋の形式を生む｡龍門の古陽洞,寅陽中洞,蓮華洞の食像窟は雲岡曇曜窟の制

を一部にと めゞたもので,尊像窟としても特異を存在であるQかういふ固形固頂窟は北魂以来なく

覆るのであるが,龍門唐初の羅茨洞,滑渓寺洞および山東の諸石窟は,むしろ愈形のふかくなったも

のとして,またこれにちかい形をとることになる｡

しかし,専像窟は三壁三盆制の確立した奔周,晴代において,やうやく藷の統制力がおとろ-

て,響堂山第印同,第六洞のごとく賛壇だけで俳寵のないものができ,唐に覆ると天龍山諸洞のごと

く,あっても統制力をうし在ってゐるし,龍門敬善寺洞,高併洞,率先寺洞以下のごとくに併寵がなく

なり,さらに東山諸洞のごとくに尊.像が北塵から造離して石窟の中央にでることになる｡このこ

とは敦塩千併洞の唐窟においてもみとめられる｡

天井の格天井,三角持造 りなどは,教壇,雲岡,輩願等の北貌窟にみられ,覆斗形は教壇,天龍山

の北魂,東魂窟,また折 りあげ天井は雲岡にのみみられ,龍門には,どの形式もまったくない｡その他

でも,北斉,北周,情の石窟に,ま 覆ゝ斗形がみられるのみで,や 琴ゝ曲した平天井が持唐以後の一

般的形式である｡雲岡では洞外に扶額があったり,列柱があったり,外部装飾がある｡容積山石窟

にも列柱はあるし,龍門石窟にも扶額はある｡が,もっとも装飾的なものは馨堂山でも,天龍山で

1水野清一｢北支部右肩構造論｣(史林,XXⅠⅠト1),京都1938年刊,p,78-96.
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ち,北舜嘉にみられる｡さうして指唐窟では,か-って渦滅するやうである｡それは洞内でも,洞外

でも,あらゆる建築的構築がなくなり,その意味では,また尊像にのみ奉仕する石窟になる｡構築と

専像が有機的に結合された北親,奔周塾楯からみれば,食像と塵蓋に奉仕する唐代の石窟は,全然

別個のものである｡

4.彫刻 と槍墓｡彫刻には塑像と彫像とがある｡甘粛諸窟では塑像だが,河南以東の諸石窟

ではみな彫像であるOこれは主として岩質の良否に由来する｡けれどち,西方の中央アジアでは塑

像が主であったから,西方の感化の,中国西部につよかったことも,いくらかみとめてよい｡けれど

ち,北貌末,索周にかけては,石刻の要求がつよかったことは,あらい紅砂岩の容積山にも石彫の食

像をもちこんでゐることによって察せられるとおもふ｡

塑像自身は,そのもりあげ的手法によって,まるみをもった鴬賓的傾向がみられたが,これは雲

岡初期の彫像にも充分にいかされてゐる｡そのうち龍門様式にうつると,これはすっかり彫刻手法

による食像である｡さうして,容積山,敦塩の塑像にもその彫刻的手法が,とくにその衣文,面貌を

支配した｡平面的で,繊細で,精神的夜表現になったのであるoLかし,葬周,暗になると,また彫像

そのものにも鳥賓が要求され,量感がもとめられてきたOかくてや 硬ゝ直した重態だが,量感のあ

る追懐が,彫像をも塑像をも支配することに覆った｡これが晴代である｡さうしてそれがさらに洗

練されて,彫像でも塑像でも篤書的になり,人鰹の官能的再現を志すことになって,唐代の造像がう

まれてくる｡しかし,いづれにしてもィ./ドそのま のゝ様式といふものはなく,さすがにし､つも中

国の横式に覆りきってゐるO

西部の石窟の壁面は自重でと のゝ-られて,そのう-には給がか れゝた｡敦塩千悌洞の北魂窟

では俳,菩薩,人物の像にもつよい｢くまどり｣がほどこされ,どっしりした筆法がみとめられるo

中央アジアの影響がぢかに感ぜられるのはかういふところである｡蓋像の背景にもイィラァンふう

のこまかい文様がゑが ､れてゐる｡もちろん,星蓋は容積山の北我窟にもみられたが,削まこ､で

は塑壁にj5:り,石彫をくは-る傾向がみられた｡雲岡その他の砂岩,凝衣崇,石衣岩の石窟では,ど

の壁面にも,あさいかふかいか右の彫像がつくられた｡たんに構築的なものだけでなく,供養者た
J左taka

ちも,天人も,乃至は併侍から本生談にいたるまで,石の彫刻であらはされたoさうして,これが中

国石窟の原則となった｡しかし,このために給蓋が全然かこをはれなかったといふことはない｡部

分的には,たしかに塵茎もある｡雲岡第十一J洞にも,第十七洞南壁の諸金にも,ひとしく国枝がゑ

が iれてゐた｡しかし,このことは雲岡以外の北魂清ではみ覆い｡なかったやうでもあるo 陪唐石

窟になって,壁面には装飾がすく夜くなり,空自の部分ができてくるけれども,かならずLもそのた

めに給茎がゑが れゝたといふことはないらしい｡壁茎は敦短等の硬岩石窟に,とくにさかんである

感があるOさうして,それは多かれすくなかれ,木造寺院の壁面とも共通のものであるとおもはれ
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るO様式的には,もちろん晴なり,唐の様式が成立し,さうして,さらに五代,宋元の塵蓋も甘粛諸

洞には,またみられるのである｡

中国石窟の費展史は,だいたい以上によって概観されたとおもふが,その併数史上における意

義,あるひは美術史上,文化史上における意義は,まだ解明されたとはい-ない｡それは澗 束の研

究に期待されるところである｡
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西 端 諸 調

こLに西端諸j同といふのは第二十一i同以西の諸洞である。約150mの延長に二十あまりの中

小石窟と，それに附属する小石窟，併禽がならんてゐる。岩屋のたかさは十五，六メェトルしかなく，

したがって曇額五窟(第十六洞ー第二十洞)以来の石窟にくらべると，一段たかいところに位置して

ゐる。しかも前庭といふほどのものはなく，まへは斜面になうてさがってゐる。たかいところに位

置したのは，石窟が小規模になうたからでもあるが，このしたに，もろい岩層ーそれは束の方では

第二十i同大俳(本書，第十四巻，Pl. 5)，第十九洞大悌(本書，第十三巻，Pl.49)の胸のあたりをはしずコて

ゐるーがあって，それをさげたためでもあらう。したがうて，こ与には前面に木造建築をたてた形

迩はないのであるが，それでγは岩屋の高所にある石窟にどうしてちかづくことができょうか。な

にかの桟梯がつくられたことは蛍然であるが，けうして大規摸のものではなく，まして全面にわた

るものでなかったことはあきらかである。

憂上は卒坦て，明の土城の右翼がのびて第三十洞のうへにあらはれてゐる。したがって，以前

にはこの憂上の城壁をうけて第三十洞まへに城壁があり，雲岡銭城の西慶になうてゐたのである。

いまでも，こ与に南北一俊の土披をみとめることができ，このくづれた城壁に直接して，域外に閥

帝廟があ・ったのである。 (Pl.1) 

第一章 第二十一洞一第三十洞

C第二十一洞〕 この石窟は，たかさ 6.00mをこえる西部有数の大石窟である。東西 8.00mあ

まり，南北は 3.00mあまりの，せまい長方形の王子面，壁画はうへになるほどすこしせまくなうて，天

井は平らで，大げさにいふと裁頭角錐障といへる形である。 (Fig.13a)

北壁は二偽並坐の大禽，悌像もかなりに大きい。尖挟額は上縁に理務があって豪華である。左

右に獅子のある憂~も堂々としてゐる。東屋はうへが交脚菩薩楯挟禽，したが二悌並坐尖挟禽(Fig.

18)で，一組である。たピ最下の腰壁にある屋形下の供養者たちに特色がある。西屋は，束壁とち

がひ，IJ、禽の合成である。六段て，十七，八の禽がある。

天井は崩落してゐるが，方井にわうた格天井て，東北隅に盤龍のj字彫(Pl.3)がみえる。 (Pl.2-6) 

C第二十一A洞〕 東西2.00mあまりの石窟であるが，形鐙は第二十一洞にbなじである。し

かも，北壁は二悌並坐の尖挟禽である。めづらしいのは傍柱の渦文の柱頭と蓮華の腰かざりであ

41 



cICAVEXXitⅠ a . C A V E X X I V

b . C A V E X X I I

a . C A V E X X l e . C A V E X X V

( . C A V E X X V l

湖 ; ･ 7 - .1 重 rJ t : V T J 湖 ; . . . + t u , J ! ∴ 叫 L - . 十 ･ , ■ こ 丁 】 貨 E T rf ll

F l g ･ 1 B S l e t c h P l a n s a n d S e c t i o n s o f C a r e s X X I I X X V I ) Y u n ･ k a n g ･



第一章 第二十一洞-第三十洞

るO様式的にも第二十一洞にもっともちかい.東西塵南塵,天井ともに崩壊し,いまのころところ

は北壁のみであるO(Pl.7-9)

〔第二十一Bf同〕 中空にあ り,A洞よりもや 小ゝ,三塵三轟の制で,石窟空間もA洞におなじ

である｡北壁は坐併尖扶露,西壁は俺像天蓋金で,ともに未完成｡東壁は崩落して不明,天井は未

完成だが,その設計は中央格間に蓮華をおさめ,これから巨那謁四方に梁をだした式で,各格間には

飛天をいれるつもりであったらしい｡(Pl.6-9)

〔第二十一C洞〕 これも中空にあり,BII同とは 同ゞ大,形も同様,北壁中央の坐併尖扶余を中心

に,蒲塵これ千併轟であるO天井は九つにわけた格間で,各格間には飛天,蓮華,盤龍の浮彫がみら

れる｡(Pl.6-9)

〔第二十二洞〕 北壁の二併並坐は特別に寵形をつくってゐない.二つの光背はそのま 天ゝ井

にのびて,天井とひとつの琴曲(Fig.13b)になってゐるOそれは北壁だけでなく西塵でもさうなっ

てゐて,こ のゝ二併立像(Fig.19)に封しても寵形がない｡東壁はこはれてゐるので,よくわからな

いが,同様であったとおもはれる｡ だから天井は全膿としてまるく琴曲して,ひくいが ドゥム状

(Fig.19)をなす｡めづらしい石窟である｡そのう-,立像の二僻はかなり堂々としてゐて,西端諸

洞ではまれにみるヴォTJゥムのある作であるO

かくて,や 純ゝながくなった天井には二つの蓮華があり,そのあひだにはそい,躍動的な飛天

がある｡それは,ほかではみられないほどに,ほそくて躍動的である｡(Pl.7,9,10A)

〔第二十三洞〕 やはり長方形,平頂の石窟で,三面三盆の制(Fig･13C)であるO東西塵は二併並

坐の尖挟姦(Fig･21)である｡北壁は楯扶余らしいが,はっきりしない｡中央は坐傍,左右には交脚菩

薩がある｡風化は金牌にかよんでゐるが,東屋は大破し,南塵はまったくないO奥行は2.00mぐらゐ,

たかさは約3.00mo天井は九等分してまん夜かの格間は蓮華,他は飛天であるO(Pl.7,1013,ll,12)

〔第二十三A洞〕 第二十三洞のすぐ西わきに接した小嘉である｡いま西塵,北壁しかのこら

ないが,上下二暦からなり,各層二愈づ なゝらび,整飴としてゐるO北塵上層二轟はどちらも交脚

菩薩の楯披露,その他はみな坐偽の尖扶金であるo(Pl.7,13A)

〔第二十三B洞〕 A洞にちかい大きさで,三塵三寵制O北塵は二併並坐尖扶姦であるが,西塵

は交脚菩薩楯挨寵と生体尖挟寵の複合で,この複合轟の複雑繊細なところは,第十八才臥第十九洞

洞口の複合轟に似てゐるO東壁も同様な復薙繊細な複合寵であるけれ ども,尊像の組成はちがふ

らしい.いま一手をうしなってゐるので,詳細な比較はできないO天井 (Rub.vA)は摩滅してゐる

が,六直にわかれ,蓮華と飛天と盤龍が彫られてゐる.(Pl,7,9,133)

〔第二十三a轟〕 B洞のすぐわきにある併寵であるO 轟いっぱいに生体が彫られ,露口左右に

脇侍菩薩がたってゐる｡(Pl.7,9)

〔第二十剛同〕 長方形,平頂の小石窟 (Fig･13d)で,天井までのたかさ約2.80mあるO天井は
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九つにしきられ,まんなかに交龍,四方に蓮華,巨耶削こ飛天 (Rub･VB)をおさめる｡めづらしい¢

は左右の飛天が日月をさ げゝてゐる鮎である｡周壁の破損はすくなくないが,門Fjの方形であ<

たことはあきらかであるO外壁左右には力士像があったらしし-0(Pl.7)

〔第二十四A洞〕 第二十五洞とともに内部は不詳であるが,門口はみごとなアァチ形をして

ゐる｡(Pl.7)

〔第二十四郎同〕 や ふゝかい姦形の石窟で,北壁に姦形をみない｡坐傍の本尊は未完成で透

るが,西塵にまはる脇侍菩薩と合掌比丘とは完成し,その赦柵な彫像(Fig･22)はみごとであるo実

ほ本尊とのあひだに未完成の供養者像がある｡(Pl.7)

〔第二十四C-E洞〕 これらは,ほ 同ゞ大の方形平頂の石窟だが,内部のことはつまびらかで柔

い｡(Pl.7)

〔第二十五洞〕 方形平頂の小石窟(Fig･13e)で,天井のたかさは約2･40m,天井 (Rub･VIA)はプ

直にわかれ,中央と四隅に蓮華,四方に飛天をもつ｡北壁はた -ゞ轟,東西塵の天蓋飾 (Rub･vIB･C

がしっかりしてゐる.門Hはたかさ約 1.90m,わづかにアァチ形をなす｡(Pl･7)

〔第二十六洞〕 たかさ4.70mをかぞ-る方形平頂の中石窟 (Fig･13fjであるo南塵東部をij

じ,東壁上層商会を無惨にもかきとられてゐるほかは,ほ そゞのかたちをと めゞてゐる.上下二月

にわけ,各層に二姦づ のゝ併轟を配置した整然たる方式は,さきの第二十三A洞に一致するOそ0

う-,こ でゝはのこされた貿壇に供養老の列像を彫ってゐる｡た かゞはったことは東畳,西壁 とI

腰塵中央に楯技の-小露をつくることであるO併轟の種類も東西壁は楯扶嘉をう-にし,尖扶愈召

したにし,北壁では楯扶寵をしたにし,天蓋亀をう-にしてゐる.さうして北壁の天蓋轟には交庫

菩薩像,楯扶轟には供の侍坐像,東西塵の尖扶金には俳の坐像 をおさめ,束西壁の楯扶轟の うち]

寵は坐俳,南嘉一東壁南姦はいま覆し-は交脚菩薩をかさめ,秩序整然としてゐるO

さてか うした三屋に封し,南塵は酉年の一部しかのこってゐないが,それでみると,供養老G

腰塵のう-は三暦になってゐたとおもはれるO いも した二暦に尖扶轟と楯扶愈とがみられるが

なかはどちらも坐僻であるOまた南壁には明窓と門口とがあり,門口はアァチ形であったことが2

きらかである｡外壁には右がはの力士像が(Pl･25)からうじてのこってゐるo

天井はさきの第二十一田岡の形式で,まん夜か方形の格間に蓮華をいれ,それから四方剛削

むかふ梁で八つの格間ができ,それに一々楽器を奏する飛天を配してゐる｡(Pl･15-23)

〔第二十六郎同〕 第二十六洞左肩にある小窟である｡方形平頂,三壁三轟の制をしめすが,し

ま西壁と南壁とをうし覆ってゐる｡北壁は三尊坐併尖扶寵,東壁は三尊交脚菩薩楯扶轟,天井はま

華をなかにし,四隅に飛天がとんでゐる.平頂であるが,梁はないO(Pl･24)

〔第二十七洞〕 この洞はたかさ2･30mで,方形平温 三壁三姦制(Fig･14a)であるOた 各ゞ壁｡

前方-のかたむきが,ほかの石窟にくらべてつよLlやうである｡三壁とも突抜亀,北は二併並壁

44



第一章 第二十一洞一第三十洞

東西塵は-尊坐俳,東壁は併像を蔓 りとられたためか,第二十六洞西塵に通ずる大孔があいてゐ

る｡西壁(Fig･24)はよく東壁に照臆してゐるが,扶額わきに騎馬太子と白馬別離の浮彫を彫ったの

はめづらしい｡第三十五洞,第三十七洞の東西寵と同巧である｡ この石窟でめづらしいのは,北壁

露の揖宿のまんなかに方形の銘のあることである｡これには年敦はないが,かなり長文の造像記

がある｡末尾にちかく ｢老李白願｣の句があるから,いま老寧日煩の造像記とよんでゐる｡併頚

はみなうしなほれてゐるが,以前の鳥虞 (Fig･24)にはその面貌変った-るものがあるOひどくほ

そい,きゃしゃなタイプであるが,作ゆきは鮮魚です ぐれてゐる｡中古の補修のため目が大きくゑ

ぐられ,袖以下に泥土のはりつけがみえてゐる,

天井は方井の格天井(Rub.ⅤⅠIH)で,各区に蓮華や盤龍をかさめたらしいoLかし,近ごろ住居

につかはれたらしく,いたくす けゝてゐる｡(Pl.25,26A)

〔第二十七A洞〕 第二十七洞の左わきにあるoLJlま北壁の全部と東壁の一部しかのこらなし1

が,窟制も,愈制も,また尊像も第二十七洞とおをじで,た 小ゞ規模なだけの相違である｡(Pl.25)

〔第二十七BII同〕 内部に姦形なく,ふかく一大金をなす石窟で,本尊は-尊坐供である.まっ

くろくいぶされてゐるが,頭部,両手ともよく保有され,かなりしっかり彫られた傍像である｡この

附近の併像としては顔もゆたかであり,肩幅もある｡左右の小さい脇侍は頭部をうしなってゐる｡

左右塵はもとあらけづりのま でゝあったらしい｡それに若干の追刻愈(Fig･23)があり,さいはひな

ことには二つまで経年のある造像記がある｡悌金はどちらも小さい｡しかも未完成ともみえる粗

雑な作であるoLかし束壁のは正始四年 (A.D.509),西塵のは延昌三年 (A.I).514),そのあひだに五

年の差がある｡くらべてみると後者の方がはるかに小さく,粗末である｡これらによって,この石

窟が正始四年よりもま-につくられたことはあきらかである｡すくなくとも本尊はそれ以前の横

式であることがわかる｡(Pl.25-28)

〔第二十八洞〕 これはたかさ約4･65mの長方形卒損窟(Fig･14b)である0第二十六洞によく似

て上下二暦にわけられてゐるが,平面がや 長ゝ方形であるため,東西壁は二愈(Figl26)づ ,ゝ北壁は

三寵づ でゝあるO寵と尊像の配置は,まったく第二十六洞にお夜じで,一会づ ふゝえた北壁は,中

央上暦に楯扶轟,中央下層に実技轟をまうけ,ともに俳の碕像をおさめてゐる.南壁は崩壊してゐ

るのでよくわから覆いが,第二十六洞が坐併寵をかさねたのに対し,これは第五A洞 (本書,第二
Asoka

令,pl.67)のごとく,供の立像をおいてゐるOこ でゝは,いせ東部にアショカ王因縁の併立像がのこ

ってゐる.天井も蓮華文の格間を中心にし,四方と四隅に梁をだして格間をつくった式で,その各

格間には飛天をおさめ,完全に第二十六洞と一致する｡のみならず,俳像や供養者たち,乃至愈制

の細部も,第二十六洞とはよく似てゐる｡この方があとからであらうが,相ついでほとんど同時に

つくられたことは明白である｡

門口は長方形にあいてゐたやうであるoいま残存する東側に,迫刻ではあらうが,側壁いっぱ
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第-章 第二十一洞-第三十洞

いの併轟がつくられてゐる｡明窓も明白ではないが,長方形であったらしいOさうして東側の側

壁には二鰹の併立像が彫ってある｡(Pl.29-35)

〔第二十八A洞〕 第二十八洞右わきにある小窟で,ほとんど北塵しかのこってゐない｡北壁

は交脚菩薩の楯扶寵,東壁はたぶん楯扶寵と突抜金との複合金であったらう｡(Pl.43A)

〔第二十九洞〕 この石窟は東西4･00m,南北 3･60m,たかさ5･00mの方形卒Ⅰ酎同(Fig･14C)であ

る｡三屋とも上下二暦にわかれ,第二十六洞,第二十八洞に類似する悌寵,食像の配置である｡た

だ西壁上暦だけは異例で,三燐をならべた天蓋露である.中央はすわり,左右はたってゐるO天蓋

の碁にとりつけた三つの獣面がめづらしい.南塵も,いま残存する西部によってかんが-ると,う

-が降魔の坐悌轟で,つぎが白馬別離の併停像で,したは単なる坐俳尖扶寵であるらしい｡さて天

井は,さきの二石窟とちがひ,格間がない.大小五つの蓮華を中央と四隅にならべ,その間にたく

さんの供養飛天変とばして,まことに自由奔放な構成である.これだけの異制にくは-て,尊像や

供養者たち,乃至横森の細部は,さきの二石窟よりもきゃしゃで生気がない｡だから,これらの相似

た三窟のうち,この石窟がもっともあとからつくられたものとおもふ｡(Pl･36-43)

〔第二十九a愈〕 第二十九洞までの外壁はほとんど-平面であるが,この西端で外壁がすこし

で ゐゝる｡このでた部分に東面して彫られたのが,この小金である｡ほとんど摩滅しつくして,た

だ傍の坐像がみられるのみである｡(Pl.44B)

〔第三十洞〕 第三十洞は,このあたりまれにみる大石窟で,崩落してゐるが前室(Fig･14d)があ

ち, しかし,明末に銭城をきづく際,こ をゝ起鮎としたため,一時はすっかり城壁にぬりこめられ,
)■･い

その後城壁が崩壊しても,こ にゝ噂と石 とで客づくりの住居がつくられたらしいOそれがいま固

版46Aにみられるアァチ形天井である｡これもその後こほれて,もっともちかい現状は図版44Aに

しめすごとくであった｡

前室は南塵その他をうしなふが,東西約5.00mあまりの方形卒頂窟であったらしいOまだ城

壁の土が西部にのこって,西壁は全然みえない｡北壁 (Pl.43A)の下部はうまってゐるけれども,長

方形の門口(現高1.70m)があり,またアァチ形の明窓(高 1.55m)がある｡併藷はほ 全ゞ面にみられ

るが,小形で不規則であるから迫刻の悌寵 とみられる｡前室北壁が,かう迫郭轟ばかりで,嘗初の

併轟がないことは異例であるO明窓のう-に交脚菩薩の楯扶寵があり,明窓のしたに二僻並坐の

尖扶金がある｡迫刻の小亀といふが,わりにしっかりした彫像であるoさうして,この明窓のした,

門口のう-が圃版44Aにあらほれてゐる｡こゝも迫別の小金のみで,二保の造像題名がみえるO

主室-の門口はわりによくのこり,天井には第十二洞のごとく交龍がみられ,側壁には力士像

があるo身鰹はすっかり融けてゐるが,頭部はや iよくのこり,三角ま-だての賓冠のしたに,口を

ひきしめた盆怒相がみられる｡

明窓の天井には四骨豊の飛天がある｡二列になって主宝の方にむかひ,悠々ととんでゐる｡肢膿
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は例によって極度にまげてゐるが,そのすがたは悠然としてゐる.これに封し側壁は騎象の普里

菩薩(Rub･ⅤⅠlIA)と騎馬の太子像(Rub･VIIIB)である｡これををぜ-封にあらはすかとし､ふ こと

は問題であっても,第五A洞南塵(本書,第二巻,pl.65,66)にあらはされてゐるし,また敦塩千体師

にもある｡おのおのま-に二三の従者があり,あとに傘蓋と羽後をさしかけた従者がゐる｡傘蓋

とともに羽夜のあらはされるのは龍門の時期に多く,撃凝石窟の浮彫にしばしばみられる｡

この石窟の主宝については,北壁に備金のあることがわかってゐるLのみで,そのほかはまっjT:

く不詳である｡(Pl.43A-46)

弟二葦 第三十一洞- 第三十七洞

〔第三十一洞〕 この石窟はたかさ約 5･00Ⅰ刊の中石窟(Flg･14e)であるが,未完成らしく,内苦

(Fig127)には覆んの迩もか -｡た ,ゞたかさ1･80mのアァチ形の扶門と,たかさ1･30mの方形のF)

窓をみるのみである｡南塵西牛はいま崩落してなく,現存する門口東側には若干の迫利金がある

(pl.47)

〔第三十一A-E洞〕 第三十一洞の床よりひくい位置に,これらの五石窟がや 高ゝ低をことV:

しながらならんでゐる｡し1づれも方形平損の小石窟で,風化もほろ:はだしい｡わかってゐること善

い-ば,朗同,C洞,D洞の北壁(Fig･27)はみな天蓋寵で,並坐の二燐をおさめたらしいoA洞もお々

らく同様であったとおもはれる｡E洞内部は不明であるが,外壁の上部西隅がのこってゐるので

大きな扶額の門を有し,その左右に練磨文殊の物語(Rub.ⅤⅠⅠIc)が浮彫でつくられてゐたこと毒

知るのである.もしかうして,この五つの窟寵が,みな-様にかういふ外形をそ夜-てゐたとす居

と,その常時の豪華さは賓に想像以上のものがある｡(Pl.4.7,48A)

〔第三十一F,G洞〕 F洞はA洞のう-にあり,最東端である｡風化ひどく,からうじて北塵¢

坐併尖扶轟がわかる程度である｡その坐俳の｢かけも｣はかなり馨達してゐる｡G洞はB洞のう-

にあるが,はるかに小窟で,しかも北壁の一面(Fig･27)をのこすのみである｡それはめづらしく覇

かざりのない坐傍の三尊で,方形方頂窟には異例であるOそれに どうしたことか併像の頭部は弟

夜未完成,天井もあら彫 りのま のゝやうであるO(Pl.47,49B)

〔第三十一H洞〕 方形平損の小窟であるが,上下の二暦にわけて併轟がある｡のみ覆らず,辛

壁上下の併寵が,それぞれ照鷹して復合金をなすことも鬼のがしてはならか ､Oいま,南壁と東屋

とをうしなふが,北壁(Fig･27)は交脚菩薩楯扶寵と二併並坐尖扶寵とをかさね,西壁は侍坐悌天慧

轟と坐併尖扶寵とをかさね,賓に整然たるものがある｡そのう-各像のすがたもゆたかで,まとう

りがよく,小さい夜がらに優秀な石窟であったらしいo(Pl.47,49A,50A,B)

〔第三十一 I洞〕 外壁 (Pl.48A)がわづかにのこってゐる｡C字形竿パルメットつをぎの挟Pq1
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た ゞし,第三十五洞 (pl･68),第三十七洞 (Fig･36),第三十九洞 (pl･82)のそれほ ど平面的でなく,早

やむっくりとしてゐる｡かたはらに力士像があるO 内部は西塵に交脚菩儀の楯扶余があり,その他

の壁面は崩壊 して,わづかに北壁 (Fig･28)が尖挟轟であったことがわかるのみである｡よくみる

と,西壁も楯扶額に彫刻もなく,なんとなく,しあがってもゐなし､ふ うである｡俳像は痩躯で｢かけ

も｣の教達した像である｡や 長ゝ方形の天井 (Rub.ⅤⅠlID)は,蓮華をまんなかにして左右に二鰹づ

つ賓珠を奉ずる飛天を配してゐる｡彫法はや 粗ゝ放で,まだしあげををはらない もののごとくで

ある｡(P1.47,48A,49A,50A,B)

〔第三十一 J洞〕 南塵 と東壁の大部を炊 くが,方形平]fiの と のゝった石窟で,北壁は坐俳の天

蓋姦(Rub.Ⅴ11IF.),西塵は侍坐燐の楯挟露,天井には中心に大きな蓮華文がみえる｡繊細に,よくゆ

きと いゞた石窟で,愈外脇侍の菩薩 と比丘とが うつくしく,腰塵に もあさい彫 りの供養老列像が

ある｡(PL47,49B)

〔第三十一K洞〕 前者よりもはるかに小君で,あきらかに第三十一洞の門口と明窓とを意識

して,そのあひだ(Fig･27)に彫 りこまれたものである｡あるひは第十三洞外壁(本書,第十巻,pJ･97)

のごとく,同大の窟寵が怒らんでゐたかも知れぬ.し､ま大部分をうしなひ,からうじて北壁一面を

と めゞてゐる｡坐併天蓋愈 (Rub.ⅤⅠⅠけ)を北壁いっぱいに彫 り,左右に脇菩薩と脇比丘とをしたが

-,う-左右に牛助臥馴佳像をつくった単純な併亀である｡(Pl.47,48B)

〔箪三十一L洞〕 L洞 も大半 うし夜ほれてゐるが,北壁と西壁は坐俳をお さめた尖挟金であ

るO腹壁には供養者の列像があり,作風はH洞 とよく似てゐる｡(Pl.47,49A)

〔第三十一M洞〕 外壁には完好なアァチ形の洞口(Fig･27)がみられるが,内部は未完成oLか

し,そのまはりに溝を蔓 り,まんなかにブロックをのこしつ i撃 りす んゝでいったさまが うか -ゞ

て興味がある｡ これと似たことは箪三十二G洞 (Fig･28)でもみとめられるO(Pl･47,50n)

〔第三十二洞〕 たかさ5･00m凌,まりの中石窟 (Fig･15a)であるが,内部は年分ばか り土でうま

り,周壁の併姦 (Rub.IXA,B),天井の浮彫 (Rub.ⅠⅩ(.)も破損してゐる｡長方形の門 口があり,長方

形の明窓 (Fig･27)があるO明窓 と門口とのあひだに小さい長方形の孔をつくったのは,夜んのた

めかよくわから覆い｡門口の側壁には迫刻の併寵がみとめられる｡(Pl.47,50C)

〔第三十二A-D洞〕 AからDの四洞は第三十二洞の床よりしたにあって,ほ 同ゞ大の,相なら

んだ石窟である｡いま大半破損するが,外壁に洞口装飾のあること(Pl151,Fig･26),第三十一E洞

のごとくであったらしいから,その往時の荘観のほどがしのばれる｡A洞は北壁に二悌並坐の尖扶

轟がある.B洞とC洞 とは坐傍の天蓋寵があるoD洞は凧化して,北壁に二併並坐,西壁に生体轟

と交脚菩薩の天蓋金があることが,からうじてわかる｡

BII同東西壁の上下二金は,北壁同様に天蓋かぎり(Rub.IXB,D-F)で一貫 してゐる｡天井 も整

然たる九つの格間(Rub.ⅠⅩG)からなり,五蓮華と四飛天をおさめてゐる｡た Cゞ洞は,東西壁にお
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なじ天蓋姦(Rub.1ⅩH)をつかひ夜がらも,そのくみあはせのうちに尖扶轟をうめるなど,壁化をも

とめてゐることがわかるo(Pl.47,52B)

〔箪三十二E洞〕 第三十二洞門口西わきの小石窟である｡外壁に,天蓋餅と尖扶額の細密夜

かざりがあって注意をひく｡右牛は文殊菩薩の稚摩居士をみまふ国であることがあきらかである

が,左辛がその一部なのかどうかはよくわからない｡

内部は長方形平原の石窟で,三塵と天井(Rub.ⅠⅩト1.)とは,わりによくのこってゐる｡それに

よると北壁一つ,東酉壁おのおの二つ,全部が天蓋である｡北壁は二俳並坐(Fig･29),西壁は坐俳

と交脚菩薩(Fig｡30),東壁は不明である｡西壁上静左右には維摩と文殊の封間像があるが,下層北

わきには樹下の牛跳思惟像(Fig･31)があり,東壁下層にはこれに封鷹するごとく樹下の太子降誕

像があるO不幸にして下層の南がはは東西ともいま像を欲くが,東壁上暦は北がはに酪象普資像

があり,南がはにはたぶん騎馬太子像があったらうから,これが西壁の経歴文殊封間像に封慮する

ことはいふまでも覆い.また天井もよくの こり,中央の大蓮華を中心に,左右に二間づ iの格間

ができ,それに一々飛天を配してゐるO(Pl.47,51)

〔第三十二F洞〕 この石窟も外壁の挟門のかぎり(Pl.51)がある｡扶門のわきに力士がある｡

力士の上方に象にのった普賛菩薩の駈けてくるところがある｡洞口の う-にこっの梁孔がみえて

ゐるのは,のちに修理したあとである｡洞内北壁は二併並坐の天意姦 (Fig･27)がある｡東西壁も

よく保有されてゐるらしいが,いま記録を炊く｡(Pl.47,51)

〔第三十二G-J洞〕 G洞は崩落して西塵の一部しかのこってゐないOあるひは未完成のもの

であったかも知れぬ｡このう-にあるJ洞も未完成嘉である｡こ でゝも,まん夜かをのこして左右

の両袖から整 りす んゝでいった形速がみとめられる｡

H洞は前面崩壊してゐるが,F洞に似た小窟で,言北壁(Fig･27)も二価並坐の天蓋寵である｡東

壁は交脚菩薩帽挟金である｡Ⅰ洞はや 大ゝ きい方形平頂窟だが,ほとんど崩壊して,た 坐ゞ悌尖扶

寵をおさめた北壁の大草がのころのみである.食像も風化がはなはだしく,修理のほぞ穴がめだ

つが,健棒はゆたかで,これより以東の小窟とは趣をことにしてゐる｡(Pl.47,53)

〔第三十三洞〕 たかさ約5･80mの方形平頂窟(Fig･15b)である｡前面崩落するう-,中層に不

良の岩層がとはってゐるので,併像頭部はいたんでゐる｡北壁は二併並坐,尖挟轟は風化してみる

かげもない｡慮外左右の脇侍のうち,西がはの二鰹は保存がよく,しかもその比丘像の表現に特色

があるので注意される｡東壁は,たぶん交脚菩薩の楯扶余であったらうが,いまはすっかり壊滅の

状態,た 右ゞわきの坐悌-鰹が比較的によくのこってゐる｡第五,第六洞式とし､-よう｡西壁は,こ

れに封臆して交脚傍の尖扶余である｡衣文が細密で,ゆたかな内腔に平行してか っゝてゐるのはう

つくしレゝO扶額には併掻像を中心､に疏坐合掌の大衆が因繰してゐるのはみごとである｡ひくい度

盛は三両にわたってあさい供養老の列像が彫られてゐる(Rub.xA)O中国式の服装をしたその蔵
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細なすがたはまさに龍門の様式である。 (P1.54-59) 

〔第三十四洞〕 第三十三洞よりや L小さい，たかさ約4.00mの方形平頂窟で (Fig.15c)ある O

三塁塁三禽の制である。腰壁に供養者の列像を彫るが，第三十三洞よりはふかく，しかも各面の中央

にイ弗禽をつくってゐることに特色がある。また上層にも，通じて坐悌列禽二段と三角垂飾帯一段と

をつくうてゐるので，イ弗禽は第三十三洞のごとく壁面いっぱいに彫られてゐない。しかし，北塵の

併禽は必なじく二イ弗並坐の尖挟禽て、ある。かなり破損はあるが，部分的には保存がよい。第三十

三洞にちかいが，いくらか萎縮してゐるから，それよりのちにつくられたものであらう。

西壁は坐イ弗尖挟禽，第五，第六洞式であるが，いくらか姿態(Fig.31)にぎこちないところがみえ
Rahula 

る。右わきの悌は儒章の布髪本生であり，左わきの併はラァフラ因縁である。東星雲は破損して不
Asoka 

明であるが，西壁の脇侍併に封して右わきにはやはり相似た構成のアショカ因縁像をつくってゐ

る。各星雲を遁じて，尖挟額のうへにとぶ飛天は豪華である。 (Pl.59-64) 

〔第三十四A洞) 第三十四洞右うへにある小窟である。前面崩壊する方形手頂窟。このあた

りの小窟によくみるごとく北壁一禽，東西壁上下二禽の制である。北援は坐イ弗の尖挟禽，西壁は上

下とも天蓋:禽で，うへは侍坐悌，したは坐併をbさめる。しかも下層天蓋の左右には左右小天蓋内
Manjusri Vimalakir!i 

に文殊と維摩の像をいれ，そのしたに行列する供養者を彫る。注意すべきは挟柱に比丘を彫り，柱

頭に蓮上化生を配しためづらしい悌禽であるが，三壁にわたり，遁じて賓壇のしたに一段腰壁をま

うけ，保儒像や獅子，象を配したのも異例である。天井(Rub.XB)は蓮華と飛天よりなるが，ほと

んど剥落してゐる o(P1. 65-67) 

〔第三十五洞〕 第三十五洞は堂々たる唐草かざりの挟門(Rub.Xc)がある。左右には力士像

がある。しづかに立った像て、ある。ほとんど風化してゐる O なほ東がはに破損するけれども，麟首

のある，大きな碑形が彫ってある。いま無字の碑であるが，たぶん，この石窟のためにつくられたの

であらう。洞口のたかさ1.80m，明窓は方形，たかさ1.30mである。明窓左右側壁には牛にのった

紳像(P1.73)と烏にのった紳像(Fig.34)があり，平らたい天井には蓮華文がある。烏の形がや L異

様であるが，紳像は三面六管で，もちものはない。第八洞門口(本書，第五巻， P1. 13， 17)と必なじく
Siva Visnu 

シヴァ締とヴィシュヌ紳てあらう。門口左右側壁には迫刻の悌禽があり，そのひとつに延昌四年

(A.D.515)の交脚菩薩楯扶禽がある。これは第二十七洞の正始禽(A.D.507)，延昌禽(A.D.514)ほ

どの粗作てないから，雲岡造像の年代をきめるうへに大いに参考になる。痩躯織細の衣文よりな

り，龍門あたりの延昌像とさほどかはらない。それにしても，こ Lにこの悌禽のあることは第三十

五洞の開撃をそれ以前とする根撲となり，したがって，この西端諸洞も太和末年か，景明(A.D.500-

503) ，正始(504-507)，永平(508-511)のころにできたとするかんがへにみちびく。

内部は方形手頂の石窟で，たかさは 4.90mある (Fig.15 d)。すっかり黒くいぶされてゐるのは，

一時住居になったためであらう。北壁は不明であるが，東壁は堂々たる交脚菩薩(Rub.XIIA，B)の
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第二章 第三十一洞-第三十七洞

相扶寵,左右に牛凱馴隼像を配してゐる｡めづらしいのは扶額のわきに併侍園のあることで,右が
NlrV≡inaBuddha

ははいたんで不明であるが,左がははめづらしくも由撃像 (Rub.xIIc)である｡西塵は食像不詳で

あるが,楯扶寵で,梅内の飛天は躍動してゐる｡このわきにも浮彫悌侍があったらしく,し､ま右わ
K豆syapa

きに太子の出家臆城 (Rub.XIID)がある｡南塵は上下二層にわかれ,下層束部には三カァシャパ調
A貞oka

伏の愈 (Rub･xIA),西部には降魔成道の愈 (Fig･35,Rub.XIB)があって相封し,上潜東部にはアショカ
m豆りaVa

因縁らしい僻の立像,東部には儒董本生の悌立像(Fig.43)があって相封してゐる｡挟門のう-は

第六洞(本書,第三巻,pl.31)に似て屋形禽(Fig.33)があり,碓摩居士と文殊菩薩の封問像をつくる

が,しつま後者の像をうし在ってゐる｡最下の膜壁は弧状にしぼった椎碁のしたに,供養者の行列

(Rub.XIIE,F)をつくってゐる｡(Pl.68-74A)

〔第三十五B,C洞〕 第三十五洞扶門右 う-にB洞があり,左 う-にC洞がある.BII剛j:このあ

たりにめづらしし1千横列寵の石窟(pl.68)で,外壁に力士像 (Pl.1)をもってゐるのは注意される｡C

洞はふかい愈形の石窟で,天井 (Rub･ⅩlIG)は大間にしきられた格天井で,いきほひよくとぶ楽天を

おさめてゐるO

〔第三十六洞〕 この洞は東西2.30Ir),南北1.10mの長方形平損窟(pLl)で,たかさ約3.60mあ

る｡小さい石窟だが,たかさ1.60mの扶門,たかさ0.90mの明窓があり,と のゝってゐる(Fig.15e)｡

東壁の尖扶盛が知られ,扶額中央の坐俳をさしはさんでとぶ飛天たち(Fig.36)はいきほひがよい｡

扶額左わきに三人の人物があらはされ,一人は象の鼻をとり,一人は象をだき,一人は象をさしあげ
Nanda i)evadatta

てゐる｡これは太子がナンダ(難陀),デヴァダッタ(提婆5重多)と力をきそった一節で,『過去現在因
采緩』(大正大蔵経,第三巻,p.618)にみえてゐるoLかし,内部は目ほしいものなく,か-って天井

に孔あり,ラ-の朗同に通 じてゐる.

〔第三十六A,B洞〕 この二洞は第三十六洞のう-に-封のごとくあらはされてゐるOかはっ

てゐるのは,岩壁よりも一段ほ りくぼめて外壁がつくられ,アァチ形の洞口をひらき,左右に力士

像を彫ってゐることである｡1∋洞 (Fig.15e)の方がいくらか大きいやうであるが,よく似てゐる｡

〔第三十七洞〕 これはたかさ4.55mの方形平頂嘉である.たか さ2.00mの扶門,たかさ1.25

mの明窓をもつ(Fig･162)Oいま外壁大破するが,C字形牛パルメットつなぎの扶額,力士形の門紳

(Fig.37)のあることがうか はゞれる｡

内部は東壁に尖扶寵があり,その左 う-に自象托胎の光景 (Rub.xl!H)があらはされてゐるO
＼l.tヽ･.i

マアヤァ天人は帳瓶のうちによこたはり,侍女たちは淋側にゐねむってゐる｡だれかにいだかれた

菩薩が須爾座にのり,象の背にのり,夜 iめに天上からくだるところである｡自象は前脚と後脚と

をいっぱいにのばして,し､はゆるnyinggallopの状態であらはされてゐるOこれから南にまはると,

小さい天蓋轟のもとに,二人の菩薩らしい像(Fig.38)があらはされ,たがひに封話をしてゐるやう

である｡西壁には本尊の俸坐像(Fig.37)がのこってゐる｡それは細型で,第六洞式の併像 といへ
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第三章 第三十八洞一第四十三滑

る｡(Pl.74B)

第三葦 第三十八洞一 第四十三洞

〔第三十八洞〕 この ところで,また岩壁がすこしひっこんでゐる｡さうして,その隅に第三十

八洞がある｡そのためれ 洞口のわき左力士像は北壁に彫る飴裕が夜くなってゐる｡また,そのた

め･この東隣には二三の西南した石窟,つまり第三十八C洞,D洞があるOさて,第三十八洞は中層

に口をひらく,完好なアァチの洞口をもち,破損してゐるけれども,ふちには交龍のかざりと力士

像がある｡また洞口のう-にある呉氏造像記も,この石窟の由来を記すが,雲岡中もっともととの

った文章であり,文字である｡

洞内は商連 1.90m,北蓮 2.10m,東遵 1.45m,西達 1.30mのいびつな方形,たかさは1.93mで,た

ひら夜天井に在る(Fig･16b)｡いたって細密で,かはった彫刻があり,注目に慣する｡まづ両壁(Rub.

XIIIB)であるが,最上に天蓋のかぎり,最下に供養者の犀をつくり,そのあひだを三層にわかつ｡上

層の二轟は洞｡左右にあり,三カァシャパ調伏轟と降魔成道轟でたがひに封鷹してゐる｡小さい併

愈であるが,魔衆,魔王 魔王の息 魔王の三女,三老女,あるひは水をはこぶバラモンたちと,こまか

くあらはされてゐる｡この封鷹はすでに第三十五洞両壁(Rub.XIA,B)においてみられた｡中層西部
cakra

は,ふつうの突抜轟だが,糞壇正面に法輪 をおくから,初輯法輪の併轟だと察せられるoLてみる
MTlgad瓦va

と,その左右に臥する四匹の鹿が鹿野園のシムボルである｡箕に豪華な｢つの｣である｡このしたの

下層は屋形愈であるが,軒ぐみのしたに楯扶額をつくってゐるのが異例である｡これに封し,東部

の中下層はすこぶるかはってゐる｡むかって左う-に楯状密があり,これに階がか っゝてゐる｡階

のう-を龍らしいものが くだり,それに乗ってゐるらしい人物がゐる｡まはりは合掌供養の人た

ちでうめられてゐるが,夜んの光景かわからないO下層は二つの姦窟か,庵宝かがあらはされ,山

款の重畳たるさまがつくられてゐるO さうして,その山獄のところに,まっさかさまにさがる鳥形

がつくられてゐる｡これも夜んの光景か判定しにくい｡
NlrV完モa

北壁の悌轟は不明であるが,その左したに提案国がある.三層にわかれ,中層に控巣の光景,

下唇に合奏除,上官に合掌供養者,その先頭の一人は柄香焼を奉じてゐる｡また賛壇の浮彫 (Rub･

ⅩⅠvc)がかはってゐるo左右の供養者たちは香煙をさ げゝろ倍を先頭にした貴族たちで,むかって

右方が男子,左方が女子である｡侍童が傘蓋,羽裸をさ ゝげろこと例のごとくであるが,男子は大

き夜蓮枝を奉 じてゐるO行列のま-に騎馬の太子像,騎象の普貿像が-封に覆り,さらにそのつぎ

には文字のなし1銘直をはさんで就任のもやうがあらはされてゐるO まんなか左右はどちらも戴竿

任であるO 頭上においたらしい長竿のう-で,｢かるわざ｣をしてゐる.左右には楽人があり,きえ
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I)
きった下層には観客がゐたやうである｡

西塵は侍坐俳の帽扶金である｡楯扶寵の賓壇 (Rub.XIVA)がまたかはってゐる｡左右に男女の

供養老列があ り,中央鉱区の左右に化生樹がある｡東壁賛壇 (Rub.XIVB)も同様で,樹木の枝なみ

はちがふけれども,やはり化生樹が二本ある｡

第十七囲 第三十九洞 両 壁 俳姦配 置固

Flg.17.DIStlibutlOnOrNichesonSouthWallofCaveXXXIX･

天井も,また複雑をきはめ,十二直にわかれた格天井 (Rub.XIIIA),その各区に飛天一隻をおさ

め,中央の二直に大蓮華をつくり,そのぶちに騎象の普質と駕鳥の神像とをそ-,格間からあふれ

でるどとくである｡(Pl.76-82)

〔第三十八A-E洞〕 第三十八洞直下にあるのがA洞で,これに西隣するのがB洞である.前

1 このころの雑任の流行は,楊街之の『洛陽伽藍記』などにみえてゐる｡
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第三章第三十八j同一第四十三洞

而崩壊するが，ともに小石窟である。 Ai同北農は坐悌尖挟禽で，そのこまかい表現は第三十八洞に

似る。 Bi同北壁は二{弗並坐の尖挟禽である。 C洞は西国して口をひらき，いま奥壁(東壁)の右竿と

右壁(北壁)とがのこってゐる。奥皇室は二悌並坐の尖挟禽，右壁は坐併の尖挟禽である。天井は四分

された格天井(Rub.XIVn)て，-k飛天をbさめてゐる。 DiFnJも四商して口をひらくが.これは闘

頂の禽形式をとる小怒らしし三。なほEi同については内部不詳であるが，完好な扶門をもち，その左

わきの長方形のっくりだしは，なにか銘区てでもあ・ったかと訟もはせる。

〔第三十九洞J 凶端群最大の石窟である。洞口は第三十五洞(Pl.68)に似て唐草かざりの扶門
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Fig. 43. Distribution of Niches on Four Faces of Central Pagoda， Cave XXXIX. 

(Rub. XVA)をもち，力士{象をもっ Oしかし，方形の明窓が二つあいてゐるのはめづらしい (Fig.16c)。

これは塔を中心にもつ洞窟として採光上合理的で?ある。アァチ形の門口側壁には迫刻の禽 (Fig.39，

40)がきざまれてゐるが，明窓はあら彫りの壁面をのこすのみで，迫刻の悌禽も未完成である。

南壁は迫刻の悌禽でいっぱいである。自然に左右から彫られたとみえ，中央I二部にはまだ空白

の壁画(Fig.17)がのこうてゐる。東部窓したの坐偽列禽十一(7-17)は，他の三壁の坐悌列禽の延

長とみえる。あるひは南屋も千イ弗禽をもうてうめるのが，最初の計三撃であてコたかも知れない。迫加

併禽はみな繊細な様式て，偽禽の構成ははなはだ複雑である O たとへば，東部のー複合禽(36)では，

上}醤交脚菩薩掲扶禽が五問と友り(Rub.XVG)，左右は宇捌思惟像，つぎの左右は菩薩立像を止さめ，
m瓦nava R瓦hula

下}奇坐併尖挟禽は左右天蓋下に悌と菩薩の二立像をま?き，その併は{需量本生像とラァフラ因縁像で

あり，また挟額のわきには大小三種の天蓋ドにそれぞれ偽像を彫。てゐる。また西部のー尖挟禽
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(64)ては中寧は坐偽，右わきは天蓋 Fの交脚菩薩，左わきは天蓋下の菩薩安坐の像，またその西隣

の尖扶禽(65)は右わき交脚菩薩，左わき坐悌で，これらもかはうてゐる。

東，北，西の三壁はすっかり千併の列禽からなり，統ーがある。たど彫りのこされた腰壁には多

少追刻の悌禽をみる。最上暦には檎蓋のかざりがー唐あり，ついて天井になる。窟高はほど 6.00m

である。

中央にある方形の塔はかなり忠賞に木造塔をまねてゐる。本瓦葺のやね，三つ斗と叉子束の

軒ぐみ，それに面とりのある方柱。各国五問にわかれ，問ごとに偽禽をbさめるが，その配置は闘

示 (Fig.43)するごとくである。基壇はすっかりこはれてわからない。塔頂は墓もなc覆鉢もなく，
た Y方形のわくがあり，その四隅には承花から股化したともbもはれる角形があり，このなかに須

粥山をつくってゐる O 須事者山の胴はほそく，龍蛇がこれをまいたゃうであるが，龍頭はみえない。

それからすこしうへに，したの方桓に底ずるやうな方権があり，四隅にまた，したにむかつた角形が

ある。そこから須粛山は大きくひろがり，天井に達する。きはめて異例の塔頂である(Rub.XVB-E)。

天井には，この塔頂の須掬山をかこって，ひとつの中心格問ができ，これから四隅と四遺へほそ

い梁がて L格天井になる。かくて四迭に四つづ与の格問ーそのこつは方形，他の二つは三角形にち

かいいびつの四主髪形ーができる。四隅にある，いびつの四逢形格問はみな三角朕にのびた飛天を

，$'さめ，南北四つの方形の格問は蓮華をいれ，東西四つの方形格聞のうち，南よりのごつは三面四

管の神像，北よりのごつは東が方形の蓮華文，西が盤龍文である。全鐙にさうたういたんでゐる

し，利I像はあまり生気がない o(PI. 82-98) 

〔第三十九A-n同) AからCの三洞は第三十九洞右わきにある小窟である。前面破損するが，

いづれも方形王子]頁主主，三壁三禽の制である。 Ai同は北壁に二偽並坐尖挟禽があり， B洞は坐悌尖挟

禽があるo Ai同天井(Rub.XVH)は八つの格聞からなり，そのうち六つの格問には飛天が膨られて

ゐるが，他の二つにはなにもない。

Di同は大破し，北援の坐偽禽と西壁の禽がのこるのみである。未完成で，本奪の頭部は大きい

プロックからなる。 E1.同は悌禽ふうの小窟で右脇侍と菩薩と羅漢がみえてゐる。 F洞はや L大きい

石窟であるが，内部は不詳である。

Gi同は第三十九洞明窓のあひだにあり，やはり偽禽式の石篇である。本君主坐併と脇侍菩薩と

がみえる。 Hi同は三壁三禽の平頂窟である。最西端のIt同は悌禽式の小窟て，大破するが，左右に

ご脇{寺をもった坐偽禽であって，天井(Rub.XVI)の中心，つまり本主主光背の先端に三つ菜のパルメ

ットをつけてゐるのがめづらしい。飛天は四人，その左右をとんで、ゐる。 (PI.75， 76， 82， 83) 

〔第四十洞〕 これは方形2p;頂の中石窟(Fig.16めである。たかさ約4.10m，西宇崩壊するが，

北壁の尖挟禽(Rub.XVIA)はうかむへるしその左脇偽はかなりゆたかな鐙格をしめし，堂々とし

てゐる。禽上にはご暦の坐悌列禽があり，それは東屋にまでつにき，この執は第三十四i同(PI.61) 
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に似るわけである｡東壁は交脚菩薩帽扶余 (Fig.Ln)で,第四A洞体書,第一巻,Pl.114),第三十五

潤 (pl.73)にもおなじである｡交脚菩薩は両手をうしなふが,堂々とおちつきがあり,箕冠 (Rub.

XVIB)は りっばであるo左右わきに平助口思惟像(Fig.40)があり,これも第三十五洞東壁の脇菩薩

によく似てゐる｡

天井も蓮華,飛天などをあしらった絡天井であることが,からうじてわかる｡(Pl.99)

〔第四十一洞〕 方形平頂の石窟(Figl16e)であるが,大破して,ほとんど北壁をのこすのみで

ある｡たかさ約2.90m,北壁には天蓋金があり,ふかい悌金をつくり,生体をおさめるが,併像は未

完成であるらしい｡天蓋わきの浮彫併倖固はめづらしい｡東壁は楯挟轟,天井には飛天がとんで

ゐるが,格天井かどうかは不明である｡(Pl.75,100,101)

〔第四十二洞,第四十三洞〕 第四十一洞より西は大破して,洞口の存するものは,この第四十

二洞と第四十三洞のみである｡第四十二洞(Fig･16f)は完好な扶門を存し,力士像もあり,外壁も

と のゝってゐたらしいが,いせは風化すること国版にみるごとくである｡洞内は東西約 1.70m,南

北約 1.40mの方形で,たかさ1.90m,天井は平らである｡第四十三洞(Fig･16g)の方が外部はより

いたんでゐるが,内部はどちらも,とりたて いゝふほどのものはないO(Pl.102)
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雲 岡石窟西端譜洞

第 四章 西薦石 窟 ミ臭 官 屯石 窟

1

室岡損の石窟群をはなれて西にす むゝと,東南流する武州川をわたることになる｡これをわ

たって南の丘をのぼると,こ はゝ西潜とよばれてゐる土地である｡武州川が,こ でゝ-まが りして

ゐるからであらう｡また,以前に建物でもあったのれ 魯班客ともよばれてゐる｡いまこ のゝ東面

した岩壁に二窟一会が彫られてゐる｡ もとは前庭もや iひろく,岩壁も砕岩をつみあげて,たかく

したらしいが,いまは右づみもこはれ,前面もうまってゐるO(Pl.103)

第 四十 四囲 雲 岡西津 南洞略固 第 四十五 園 雲 岡西轡北洞略樹

Fig･441SketchPlanandSectionofSouthCave,Hsi-wan. Fig･451SketchPlanandSectionofNolthCave,Hsi-wan･

〔西常北洞〕 いま外壁をみると,いくつも梁孔の彫られたあとがあり,こ にゝも木造の建造物

があったことがわかる｡洞口はわりに大きく,幅1.40mあり,アァチ形をする｡ひどく破損してゐ

るが扶額のあったことはわかる｡合掌する脆坐天人が彫られてゐたらしい｡

夜かにはいると隅まるの方形(Fig･45)である｡前後4.60m,左右5.10m,たかさ3.70m凄,り,下
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第四葦 西漕石窟と臭官屯石塀

部はほとんど破損してなくなってゐるが,残存するところによって察すると,金星を通 じて子供の

列密があったらしいOひだは垂直にながれるが,通屑の俳と右手右肩をあとから剖烹ふた併とを交

互におき,鰹柊はか怒りむっくりしてゐるので,第五,第六洞より以前か,そのはじめころの造営か

とかんが-られる｡天井に接するところに天蓋飾がある｡天井はまるく,ドゥム状になるが,なに

も彫 られてゐ夜かったらしい｡いま全壁がす けゝて,くろくなってゐるのは人が住んだからであら

う｡(Pl.104,105A)

〔酉滞南洞〕 洞口は,しつまほとんどうまってゐる｡それは以前にたれか人が住んだからであら

う.門はわづかに琴曲して,からうじてアァチ形とい-る程度であるO やは り外部には二三の果孔

がみとめられる｡内部(Fig･44)は,ほ 屈ゞ固形といふべく,左右6.04m,奥行4.61m,塵のたかさは

約2.40m,天井はまるく,たかさ約2.60mである｡最下に蓮輝の一層があり,中間は千併列坐の四犀

があ り,最上に天宝飾があるo(Pl.104A,105B)

〔併愈〕 二併並坐の尖挟轟である｡左右に供養者がならび,ラ-に一列坐俳の列像がある｡

あれてゐるが,像はわりにゆたかな健棒であるO(Pl.106A)

2

雲岡銭を西にで 川ゝをわたらず,これに沿うて西にす むゝ と隣村呉官屯に達する｡呉官屯の

南方,武州川の北岸に岩壁がある｡この岩壁にまた石窟や併金が十あまり彫ってある｡ごく川にち

かいため,水にあらほれたのであらうか,すっかり破損して往時のすがたをと めゞるものはない｡

しかし,北魂の,ほ ゞおなじころに,できたことはあきらかである｡(Pl.106B)
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終 章

西 端 諸 洞 の 特 徴

1

西端諸洞は逐次閃整されていったが,べつに連絡があってつくられたわけではないoだから,

これを通 じた特徴がかならずLもあるわけではない.けれども,ばしょをかなじくし,したがって

時期もおのづから接近してゐたらしく,そこに共通したものがみられるのも,また自然であらうO

その共通することの第一は,大きな石窟のないことである｡たかさ6.00mをこえるものは,た

だ第二十一洞だけで,第三十九洞は6.00m,その他はみ夜これ以下である｡それはこのばしょの岩

質がわるく,これより下-ほりさげられない事情にもとづいてゐるとおもはれる.固版をみれば

わかるやうに,第二十洞大傍の胸のあたりにあった距弱な暦が,第二十一洞の床したにあらはれ,

第三十一A-D洞,第三十二A-D洞の下部につらなり,また第三十三洞から第三十七,八洞のしたを

とほり,第三十九洞のねもとにいたってゐる｡けれども,これは原因であるよりも,かんがへてみれ

ば結果である｡もし,あくまで大石窟をつくらうとすれば,べつのばしょをえらべばよいであらう｡

あるひは第二十洞のやうに,洗顔な暦を覚悟のう-あ-て掘 りさげてもよいわけであらう｡けれ

ども,それをあ-てしなかったことは,中小の石窟で満足してゐた語接である｡中小の石窟で満足

する人たち,中小の石窟で満足する時期,さういふ時期に,さういふ人たちによって,これらの石窟

がつくられたといふことである｡

してみると北魂の帝室で夜くともよいわけであるO帝室で患い,ほかの人々によってつくら

れたのであらう｡また北魂の首都が洛陽にうつってしまったあとでもよいわけである｡事賓,洛陽

遷都ののちにつくられたものがあるであらう｡だから,大石窟の造営を北魂の帝宝とむすびつけ,

大石窟造営の中心を首都の壁蓮と関連させてきたわれわれは,洛陽遷都(A.D.494)以後にも造営

をつ けゞられたかも知れぬ中小の石窟群を,こ にゝみとめなければならない｡

2

石窟が小さいといふことについで,第二の共通鮎は石窟が方形,もしくは長方形で,卒頂であ
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雲岡石窟西端譜洞

るといふことである｡これは第七洞,第八洞の侍続をつぐものである｡あるひは第六洞の延長

みてよいものである｡これに封し曇曜五窟,乃至第五洞のながれをうけたとみられる固形囲頂

石窟はほとんど覆い｡第十一洞から第十三洞の外壁では,まだ図形囲頂とみられる併愈式の愈

があったが,こ でゝはそれも馨々たるものである｡とくに中等大の石窟にはない｡これは追懐

神の衰退をしめすものであらう｡

方形平頂の石窟では第二十一洞を基準とすることができようOこれは北壁大金で,東西壁

散骨の小金からなる｡まづ第七,第八洞の形式をうけつぐものとい-ようoところが,西端洞で

W N

XXVIII

S w N

XXVI

S W N

XXIX

第四十六園 重厚制石窟俳尭配置図

Fig･46･NicheI)istributionsirlTwo-StoreyedCaves,Yun-kang･

このま のゝ ものはみいだされず,か-って東西壁まで一大金になった三塁三愈制の石窟か,ある

は北壁まで数暦になった多暦制の石窟がみられる｡これをたかさ四メェトル以上の中位の石窟

みると,第三十三洞,第三十印同,第三十五洞- ,たぶん第三十六洞,第三十七洞も- 第四十洞

前者であり,第二十六洞,第二十八洞,第二十九洞は後者である｡しかし,石窟は一般的にいって

度三盆制にうつってゆく傾向にあるから,後者の多層制石窟(Fig.46)は,むしろこの西端諸洞中

部の一時的現象ともみられようOさうして,小景にもこの制 をまねたものが若干ある｡たと-

第二十三洞,第三十一H洞等である｡三愈三壁制の中居は,もちろんこれよりも多い｡

さてたかさ二メェトル前後の小窟をひろってみると三塵三愈制,多層制の石窟のほか,天蓋

のひじゃうに多い石窟があるOそれは第二十一洞とおなじやうに北壁大嶺東西塵二層制をとり

三十一,二洞附近に多い｡北壁に天蓋亀をつくることは間々あり,また周塵諸金のどれかが天蓋
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終章西端諸摘の特徴

つけることも，ときにある。けれども，周壁の諸禽ことごとく天禽蓋といふのは，この第三十一，二

洞附近の一時的現象てあらう。それは一般に齢制なっくりで，最末の製作であることがかんがへ

らオLる。

以上の諸窟とちがョて，たぜひとつある異例としては西の塔洞たる第三十九洞があげられる。

これはたかさ 6.00mて，第二十一i同につぐ大きな石窟である。かなり整然たる方形平頂窟て，周壁

には千併列禽をうめてゐる。中央の塔は，どの塔j同よりも木造壌に忠賓で，かなり細身の塔である。

もちろん，第一洞，第二il~ よりも，また第六洞よりもま?くれたことはあきらかである。

天井は王子頂では絡天井を原則 (Fig.47)とする。格天井てないのは第二十九洞ぐらゐであらう。

もちろん園]頁窟は第二十三洞のやうに格天井でなく，蓮華と飛天てうめてゐる。格天井のばあひ

は梁を縦横に整然とくむのと，まづ中央の蓮華匿をとうて，これから放射欣に梁をだすのとこ形式

がある。いづれにしても格問はあさく，平面的で，第五，第六洞の形式であるO まれには，蓮華や飛

天の浮彫の方がたかく，梁のfiだ Lないもの(第三十八i同)がある O

3 

こミの造営時期に関連して問題になるのは，第三の共通駄て、ある様式の一致といふ駄である。

もちろん，各洞各様で，これを類別して，いくつかのタイプを想定しうるであらうが，それよりもま

づ注意しなければならぬのは痩身であり，中図式の冠帯をつけてゐるといふ一般的な特徴である。

つまり，この様式は第五，第六摘の経管(本書，第三巻，p. 30)にあたって確立されたもので、ある。し

たがうて，これら西端の諸洞は第五，第六洞よりものちのものだといふことになる。第五，第六洞が

引退した蔵文帝の死(A.D.476)にようではじめられ，太和七年(A.D.483)をもうてひとまづ完成を

みたものとすると，西端務i同の造管は第五，第六i同の開始以後から遷都後にかけた時期がまづ致恕

される。さてそれでは，それがいつごろまでつピいたであらうか。

このことは，こふから愛児された紀年のある併禽を参考にすることにようであきらかになる。

西端諸洞のあひだにあって年放のある併z禽は，正始四年(A.D.507)と延昌三年(A.D.514)と延昌四

年(A.D.515)の三つである。第一と第二は第三十七B洞の東西墜にある粗まつな小禽て，一部は未

完成てさへある。といふより Bil司自身が東西墜を未完成のま込にしてゐるのである。だからBti"l

はもとより，そのしたの第二十七洞は，これよりもまへにできあがうてゐることが想像される。第

三の延昌四年禽は第三十五洞門口にある小禽て、ある。よくととのうた交関菩薩の楯扶禽であるが，

かなりほそく龍門式のす Lんだものである。第三十五洞のよりたくましい本洞が，それよりかな

りまへにつくられたことは，だれしも容易に承認することであらう。してみると，この正始，延昌

(A.D.507-515)といふころが，これら西端諸i同の最後とみてよいのではないかと訟もふ。つまり，
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雲岡石窟西端諸洞

洛陽遷都から二十年,第五,第六洞開始のころからい-ば三十年,これが雲岡石窟の最後の時期で

は夜からうか｡雲岡石窟における,ほかのぼしょをみても,太和以後のものとしては延昌四年(A.D.

515)しかないOこれ以後夜がく雲岡の造営がつ いゞたとはみとめられなし,oつまり,西端諸洞の

造営は龍門石窟造営の初期に相あたるものとおもふ｡

4

さて西端諸洞のうちにおいて,時期の古いのをあげれば,まっさきは第二十一洞であらうoこ

れはたかさ約6.50m,大きさからいっても,第二十洞に接 したば しょからし､っても,古いとおもは

れるし,俳像の様式も第六洞にせまる迫力があり,けっしてこれにそむか覆い｡たぶん,その造営は

第六,第五洞造営中とおもはれる0

第三十三洞から第三十七洞と第二十六洞から第二十九洞と,どちらが古いかといふ ことは容

易に決定でき覆いが,これらはたぶん,第五,第六洞の造営後,遷都前後の十年あまりにできたので

なからうか｡さうして,第三十九洞 (塔洞)ち,そのをはりころにはできたであらう｡

さうして,第三十一洞,第三十二洞附近や第三十八洞お よびその附近の講演は殻純な,細密な

造像を旅し,西端諸渦中最後の造営でないかとおもはれる｡さうして,その時期はおほよそ遷都後

の十年間か,二十年間であったらう｡
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図 版

西 端

Pl･1.雲岡石窟 西端石窟群

もっとも右手にみえる露天の大儀が第二十洞の本尊であ

るOこれではまだ膝まで うまってゐる｡崖のうへにあるの

は玉皇開 Yti-huang-koである｡ こ かゝ ら丙のはしまで約

150m,第二十一洞にはじまって,第四十六洞にいたる中小

の石清がならんでゐる｡崖のたかさが払くしなって,石溝

の小さいのは,こe)下部にあるい岩層があって,大規模な造

清をゆるさT3:いからであらう｡第三十洞のまへに土坂が南

北にはしってゐるのは,崖下の錦城 の西壁である｡すっか り

こほれてゐるが,南下して鎖 の西門につらなり,また左上の

土城の翼壁に相癒じてゐる｡士奴の左手にみえるのは昏詞帝

廟 Kuan心miaoである｡

Pl.2.第二十一洞 北壁

西端諸洞のうちでは,もっとも大きな石窟である｡あさい

が,左右はながい長方形の環であるQ北壁に尖鉄 の大寵が

ある.寸共須賀のなかには輝定休をならべ,摸暮責の上線には理

路をたれかけてゐる｡その理路のはしをもって,高撃の供葦

天が,上身をのぞかせてゐるのは豪華であるO扶端には,ふ

りかへった獣頭がみえるが,脚の方はわから患い｡悌寵の

わきは二段になって,下段は高警形の供養者がたちならび,

上段は高誓形と剃髪形の供養者が,いくへにもか さなりあ

ってゐるO東嶺は,まんなかに刻文をいれる方形板があり,

左右に脚をふんばった獅子がゐるO

寵内は二燐 の並坐であるo払とく破損してゐるが,堂々

たる大像で,第十九B洞の本尊を息もはすO衣文 も階段状

で,Ⅴ字形のゑりをみせるO両手をうLTS:臥,面貌 も破壊さ

れてゐるが, かっては陶器の黒眼をはめたらしい形逃があ

る｡光背のあったやうすはないo

賓壇左右には迫刻の小怖寵があるo坐供 もあり,交印菩

薩もあるO これよりしたが破損してゐるのは,第二十洞の

申暦にはしる,もろい岩層につ いゞてゐるためである｡

甫壁の崩落しつくしたことはあきらかで,天井 も壊滅に

ちかい｡た 籍ゞ虞では,中央にあった蓮華がみえるし,拓本

(Rub,113)では東西にはしる梁がみえ,東北隅の格間には盤

据する龍のあったことがわかる(Flg.78)o(壁高約 6.00m)

Pi･'(: .誌と

諸 洞

Pl.3A.第二十一洞 西壁

B.第二十一洞 東壁

A･ たかさに比して,ひじゃうにせまいことがわかるOほ

ほ六暦よりなり,各層に三寵づ ｣,最上第六暦には四燐系が

あったらしho最下はみな尖拭亀 第二暦はみな楯扶寵,節

三暦 も尖扶罷,第四暦 も楯扶寵,第五 第六暦は,どちらも尖

扶寵である｡さうして第一暦 と第二嵐 第三暦と第四犀と

はたが弘に照癒してゐるらしい｡いづれ も,した中央が坐

燐,ラ-中央が交脚菩薩であるorL右に,どちらも坐俳寵を

そな-てゐる｡その鮎は,東壁の交脚菩薩楯秩寵が,左右に

坐像小寵を解してゐるのと相通ずるものがある｡いづれに

しても,交脚菩薩相撲寵の左右坐燐を,相撲寵におさめてゐ

るのは,異例であるO東壁とちがって,小俳寵をならべたわ

けであるが,様式的にはほ おゞ怒じであるか ら,たぷん相つ

いでつくられたものと息 もふo(壁高約 6.00m)

13. 二東壁は全面を上下二暦にわかち,上暦は交脚菩薩の

楯耕寵,下層は二燐並坐の尖瑛寵である｡輯扶桑 の うへに

株,よくと｣のった天蓋 (Rub.IA)がある｡本尊交脚菩薩は

左下を烏良くが,その他は比車軸勺によくのこり,頭部は威厳に

みち,右膝の｢かけも｣は鮮銃であるo右の獅子,また右の

脇侍はよくのこってゐる0

7暦の二悌並坐寵は扶額の童はわに小千体寵をもってゐ

るのが めづらしい｡併寵の一年をうし怒ふが,丙わきに燐

の立像 (Flg18)があったらしいOたぶん定光俳 1)]'p叩lkala

Buddhaとアシヲカ Aわka王の前身か ら供養をうげろ鐸迦

卑厄憐 S豆kyam-ユnlBuddhaであったらう｡寵下には,せま

い供養者の一列があり,さらに屋形と供養者の行列とがあ

る｡屋形は四注で,壌尾があわ,大横には図形と三角形C7jか

ぎわがならぴ,軒したには斗妹や桂があったらしいD供養

者 の像 も,ほとんど破損してないが,ラ- の二条に恩するも

のであったらしい｡(稲耕額幅約 250m)

pl.4 第二十一洞 東壁 下静愈 右方坐俳

至鳶念ながら,この二悌並坐寵は左年をうしなってゐるoL

かし,右方の坐俳は,わわによくのこり,威厳のある面貌を

(1し-)



雲間石窟商端諸i同

してゐる。階段扶白衣文も，よく(1)L t;全般のプロポォシ

オンはひじ苧うによい。内1<(1)脅はみえないし"かけも」は

室主主主してゐない。右手破顔，左手は衣端をとヲて，うつくし

い。第六洞式ではあるが，北壁本寧とともに，や Lはやい製

作をもDがたつてゐる。雨限には，かつて陶器の黒目見をはめ

た空洞があり，光背の彫刻lはない。

扶額は簡素で，縛定の坐併がならんでゐたらしい。ほと

んど破損しつくしてゐるが，扶端に Dとる墨t形は貨にみご

とである。変盛は五成で，左右ーに獅子が盤路し，まん危かに

刻文Dための長方板がある。表面はほとんE破損してゐる

が，二三D文字がDとヮてゐる。との方板のうへにみる小悌

禽は迫刻のものであらう。との世Il禽とした白屋形とのあひ

だに，浮彫供養者の像が上身だけ主主らんでゐる。

と、には，ほとんど摩滅した右わきD悌立像がみられる。

アショカ壬前身の子Eもたちから供養されてゐる棒迦悌て、

あるらしい。悌のうへの天蓋もとはれてゐる。また上唐菩

薩寵Dしたにある供養者の行列もよ〈みとめられる。

PI. 5 第二十一i同東堂上層禽天蓋と相扶額

天蓋はよくと hのヮてゐる。最上に国l形と三角形とのか

古 bがる t，屋根D部分はいたってせまい。天童主の拒ぐみは

六てコにわかれ，流麗な飛天を止さめる。それから三角垂飾

と総吊D霊宣告とがあり，とれにすぐ援して摘扶額がある。

六ワにわけた桓内は，みごとた奏楽の飛天主治さめてゐる。

竪笛があり，t草笛があり，琵琶があり，腹鼓があ t，ながい琴

がある。天童室(1)Jl官天とともに，彫刻はあさく，すとぶる総霊

的である O 身曜はほそしうどきは大きしそれに衣文Dひ

るがへりが，特にうどきを大きくしてゐる。

とkに上底繍扶禽D本主主菩薩が，ま正面にみえる。もち

ろん第六制式ではあるが，わりにゆたかな而貌で，N士重であ
る。賓笈(Rub.Ic)も，三而に蓮華があり，そ白星うひだにパ

ノレメットかざりがあり，中央には棉定悌，頂 kには新月形と，

型Dごとくよくと，(1)ひ，しかも繊細でううくしい。(据扶

額幅約2.50m) 

PI. 6A 第二十一洞西壁第二居第五屠禽

B. 第二十一i同東壁土居禽右脇偽禽

A との潟j1!I;では第二居正第三暦とがよくみえる。偽f裂

がみないたんでゐるうへに，くろく〈すぷヮてゐるDは，と

とで炊事D火をたいたからであらう。第二層三寵のうへに

あ第三辰三寵のうへにも，それぞれ共通D天蓋飾がある。

貰壇は，みなまんなかに方形D銘匿をまうけ， ft右に{骨形，
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男女の供養者を彫るが，みた中園衣冠白i~rJである。

主主ほ，と Lからみえるのは，第二十-B洞の未完成績，天

井，四段，それに第二十一c洞の西壁，第二十二A洞四壁Dー

部である。

B. 束壁上暦楯挟寵の右府にあたるととろに，小禽をつ

くったのである。もとより，本:尊白夜脚菩薩に照底した坐悌

である。翠手形，や Lほそ面であるが，よくと，(1)づてゐる。

四壁D坐悌盆をた右にもヮた交脚菩薩禽とゐなじ棒成であ

る。扶額には七併があり，扶端に獣形がある。方ニ右に合掌

供養者がたち，相かさなヮて(弗禽をかとみ，さらに金憾のう

へに垂幕がならび，。ぎに坐悌QJ3可j禽がある。

下段の浮彫供養者像は，上麿禽全般に謝するものである。

したに千悌禽Dあるため，すそD一部分があらはされてゐ

ない。

PI. 7. 第二十一Ai同 第二十六i同

とhには第二十二洞から第二十六洞にいたる五洞と附近

の窟禽十三をしめす。

第二十一A洞と第二十二点1は，止もに二{弗並坐を本書宇と

する石窟だが，大崩壊をして，北壁だけしかのとづてゐたい。

前方に崩落した岩塊がよとたはってゐる。第二十-B洞は

未完成窟，第二十一c洞は三度三議の指1]だが，とれも大半崩

壊してゐる。

第二十三洞は，ほピ三壁を存し，うへと右に二箔一言立があ

る。 B洞は北壁が二悌並主色白尖扶苦1;，西壁 (Pl.11)が坐悌と

交脚菩薩の二暦禽，束壁もとれに似た二麿寵 (Pl.9)である

らしい。その右うへにある第二十三a畿は前面が摩滅して

ゐるが，もともとあさい偽禽で，北壁賓壇D うへに痩身の{弗

が主主し， ，かけも」を大きくたれてゐる。左右の皇室にまはっ

て，それぞれうちにむかヮたー掘り脇侍像 (Pl.9)がある。

「かけも」の彫りもあ主〈粗末で，寵壁には光背も友く，粗

けづりのまミらしいDは未完成のためであらうか。第二十

四仰は方形D門口をもった石窟で，口EふさがれてゐたD

は住居か物置にそコかはれてゐたからでるらう。まはりに四

小窟があれその A洞は後壁未完成であるが，西壁は完成

し，うづくしい菩薩像，比丘像(Fig.22)がみえるo とれにた

ると，すとぷる識細で，第十一，第十二洞まへD箔苦置を1きも

はすもDがある。

とれにてコいで第二十五洞の扶門がみえ，第二十六糊D腕

落した内部がみえてゐる。第二十六A，B洞も大破し，第二

十五A洞は石をうみあげて，門口がふさがれてゐる。



Pl. 8. 第二十一A-ci同

第二十一 A洞北壁は三悌並坐の尖扶禽であるが，第二十

一洞北壁Dそれよりは，は呂かにほそ手の{弗像でる呂。長

しいととにl直貌破損し，をt併に摩滅も多い。衣交が重厚で，

衣端ばDびて，すとし蓋~にたれさがってゐるO しかし，ま

だ内衣の替はあらはされてゐない。光背の彫刻jはなく，禽

底に二三coi皇刻小禽がある。めづらしいととに挟額の轡曲

がゆるく，固形にちかい。扶額には簡素主主七悌，扶端にはふ

りかへった獣形がある。単純簡明主主彫刻て、あるのが特色で

ある。それに扶柱は，めづらしくj渦巻形の柱頭をもち，中位

に蓮華のかぎりがある。たぶん曇曜五粛における{弗寵の影

響と沿もはれるが，この意匠としては，とくにゐそいあらは

れて市ある。元右Dせまいととろに供養者のかさなりがあり，

そのうへにひだになった垂幕があり，また小さい供養者D

肢をかけた列{裂がならぷ。奈座は左右に供養者の行列が，

摩滅しながらもかすかにみえ，まんなか銘匿にあたるとと

ろに屋形の坐悌禽がある。

東庭(Pl.9)につい亡は，最k唐ーの天王室が北畏からつピい

てゐるとと，うへD方にか主主り大き主主坐悌のー鰐があると

とがわかるのみで，全般の結構はうかロひがたい。

第二十一E洞は，三懸三禽嗣，j，i:皐容はほピと Lのってゐ呂

が未完成である。西壁(Pl.G， 3)は天蓋禽に侍坐併zらしい。

北壁は尖扶禽の坐悌で，右脇侍がいちばん工程がす kんで

ゐる。東壁は主主くなり，天井 (Rub.IIA)はのとってゐるが，

未完成である。しかし，まんなかに方形の格聞をつくり，と

れに蓮華文をいれ，と、から四方「に放射吠に格簡をつくっ

てゐるととが，と ¥iD特色で，各格聞には一銭つ '):'ID飛天を

彫るつもりだったらしい。

第三十一c0'Jは，北壁に坐{弗尖扶書官を中心にして千悌蓄電

をほりめぐらしてゐる。きゃしゃなっくりであるが，よくと

とのってゐる。間接(Pl.6)と束壁(Pl.9)とは小さい裾挟禽

一本樟は不明ーを中心に千{弗禽をめぐらしてゐる。三壁D

千偽禽がみなヰななじで，一種の讃調をたもってゐるうへに，

三壁をめぐって懸すそに一様に供養者像をみるのは，とD

小篇D緊密な構成をも Dがたってゐる。供養者の像はごく

あさく，そのうへに弧，1伏にと Lのった霊幕が通うるO 天井は

九うにわけた格天井 (Rub.II n)で，そのうち六つがDこり，

格問には蓮華と飛天と盤龍とがみられる。ほそい梁の交叉

黙に，鑓がはまってゐるのがめづらしい。

Pl. 9 第二ト二i同

第二十二洞は石霜自鰭をー禽とみたてたニ併並坐白石澗
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であるが，潟民(Pl.7)にみるとほり D大崩落で，南壁はまう

すまでも主主(，東西援もよくわからたい。しかし，崩落した

残石を参照して復原してみる J二士づ北壁が二偽D並坐，そ

D左右に脇侍菩薩がたち，京丙壁にはそれぞれ二悌の立像

(Fig.lのがある。東西監の併は，北聖書像よりや、ノj、苫いe:

はいふもD しかなり大きしそDー慨は特徴ある頭部(PI

7)がのとってゐる。東西壁の問悌は，頭光 (Rub.IIIB)しか

もたたいととろをみると，立像であるととはあきらかであ

るoとにかく，との四悌正彰くのご怖の華美な火焔光背が，天

井にあがり，天井の大きなこ蓮華止令ずるさま (Rub.IIIA) 

は，貨に豪華fまものである。蓮華と光背とのあひだに踊際

すZ痩身の飛天がほめられてゐる。北壁の拳身光にほ，そ

れぞれ無文iDl!!l挟形の争ほびがある。(が]高約3.10m)

Pl. lOA 第二ト二洞天井断石

B 第二十三i同東壁断石

c 不詳断石

A 崩落した断石中に第二十二洞の天井がみられる。格

聞をうくら九ス蓮華ごうを東西にゐさめた天井であった。

いま，その丙白蓮華の大部分と束の主主華の一部分と，そのあ

ひだに資珠をさしあげた四憾の飛天のうち，南がはの三樗

がみられる。北がはDご鰻はさきの拓影(Rub.III A) iDう

ちにみられる。蓮塞の大きな，二重白蓮華で，二重の還機は

むっくり厚肉にあらはされ，賢に豪華でるる。飛天はわりに

簡素で，身鰐，手足はのぴDび:と主主古代，顔はわ bに小さい。

警が大きくゆるぎ，すこぶる動的である。(蓮華干型炉'J1.15m)

B 二悌並坐の失挟禽であ呂。とれが第二十三洞の束壁

(Fig.21)であったと左は，とDうらが第二十三洞の西壁(PI

7)であったととによってわかる。いま，わづか忙白ζ15m三

十三洞の束壁 (Pl.9)とくらべてみても，とのとe:はたしか

められる。禽外に大小二鰐D脇侍がたち，扶額D うへには供

養者D群集があったらしい。最上暦にはせまい三角垂飾帯

がある。扶額のなかは完好友禅定坐悌でううくしい。まん

なかは衣女主1)iI朕にした遁肩の持者，左右には垂直にゑりを

そろへた坐併を配するが，顔はみな中央の方にむかつてゐ

る。挟端の歎形もいたって簡素である。本空宇は第六百'j式の

坐f弗だが，;ja-しいととに頭部をうしなってゐる。扶領のわき

に長方形の禽があり，談話するかのごとき二捜の像a::j;，~さ

めてゐるDはめづらしいが，維摩と)(殊と白書t問ではなさ

さうである。そのうへに二悌並坐の小寵がある。

c. 所属不明白断石て?あるが，二踏の坐併zが正面にむかつ

て坐し，あひだに追刻の小禽がある。また，そのところどと
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?
ろに,文字をきざんだあとがみえるoう-は｢輿淡□□｣｢尼
?

道惑沿道俊二笹｣,したは｢尼道法□所造慎二取 残父母 ､､｣

とよまれるO本書,第十三･十四巻,(p37)に,第二十洞の西

壁としたのは説である｡(四小鳥の大寵高 0.16m)

pl,ll.第二十三洞

と｣には第二十三洞の西壁がみえてゐるO西壁e)幅は現

在2.60mあ り,洞高は約 325mある｡東壁(PLIOB)に癒ず

る二併並坐の尖秩寵をもつ｡ 寵外の右脇侍は杓滅するが,

香淀をさ しけた左手だけがのとってゐるO左右に飛天の供

養者があるのは,東方ではあまりみなかったことで,めづ ら

しく,第三十四洞の諸寵(pl.62)に共通するものであるO最

上には三角垂飾があ り,蜜壇には,いまは摩滅するが,追刻

の小寵があった らしい｡

北壁 (Pl.7)は坐燐を中心にして,左右に交脚菩薩を安置

してゐるo寵形はわからないが,相撲寵であらうかO

第二十三B洞は さき(P17)にのべたが,と しには西壁が

ほ 完ゞ香し,これによって,なくなった東壁 もほ ゞ推測 され

るOつまり,上~下の二寵よりなり,ラ-は交脚楯扶育巨,した

は坐悌尖扶寵,基は大きな正成の須禰盛であるo左右,それ

ぞれ三段にわかち,うへに俺坐傍,なかに生休,したに立体

を患さめた式で,第十八洞,第十九A洞の門口沸寓 (本書,寡

十二番,P177,第十三巻,Pl,66,67)によくみるものである｡

こiでは左右の立像がいたんでゐるので,発光僻とも,アシ

ぎカ国緑 の俳だとも判定できない｡左右の間は最上に天蓋

かざりがあり,そのう-に供養者像を彫るO 中央の楯扶額

には八鰭 の生体をおさめ,さらに最上層三角垂餅のしたに

一列生休像をつ くってゐて,賓に精麟な作ゆきであるO天井

は六直にわけた格天井 (Rub.VA)で,蓮華と飛天と盤青巨と

をいれてゐるO(第二十三洞高約 225m)

pl.12A 第二十三洞 西壁 尖扶嘉 右方坐蝕

B.第二十三洞 天井

A. 生絹に摩滅のあとをみるが,悌像はよくと ｣のって,

第六洞式の代表的なすがたをしめす｡ 衣文は単純で,ひざ

か らの垂衣はすこしあるが,内衣の帯はあらはされず,比較

的よく古式をまもってゐることが知 られる｡ これは,この

あた り一帯にみる特徴であって,第五洞,第六洞よりはやい

とはい-ないが,あま り患 くれてゐない琵接とするに足 り

ようO ･供額の七俳は,全部垂直のゑ りをつけてゐるのが東

壁とちがってゐる｡扶端の獣形は,この方がや し精作であ

るoそのす ぐわきの合掌路盤の供養者は痩身のうつ くしい

像である｡

B. 天井は縦横にしきって,九つの格間(RubIV)よわ数

るO まんなかに蓮華,その他 はみな躍動する飛天であるD

長身の,手足を大きくうごかして飛朔するさまは,資に軽快

であるOまた天衣,下裳のさばきが大けさで,そのうごきを

ますます大きくみせてゐる｡薫責だちの,や しながいのもそ

の長身の骨豊胸に廠じてゐるのであらうo(二束酋長約250m)

Pl,13.第二十三A洞

第二十三73洞とa寵 については,すでにのべた(PL7)ごと

くであるが,こ､にはA洞を しめすo方 100mに もた りぬ

小箱で,いま大牢をうしなってゐる｡ わづかにのとる北壁,

西壁をみると,いづれ も四併寵よりなるo そのうち北壁上

層 の二寓が,それぞれ交脚菩薩の梶扶桑で あるのをのぞく

と,その他はみな坐傍の尖扶桑である｡東壁 も,おそらく同

様な構成であっねらうo上層寵のう-クも 二列ほと千悌寵の

列があり,つよくま-にかたむきながら天井になってゐるO

だか ら天井は小さいが,た払らな格天井である｡

こ しか らは,つぎの第二十四洞門口の西側側壁がみえて

ゐる｡まんなかに,大き恵二悌並坐の寵があわ,ラ-に-餐

の怖寵があったらしい｡

Pl.14A 第二十六洞 西壁と北壁

B.第二十六洞 東壁と北壁

たかさ約4.70mの石器貢で,た払らな天井とたひらな四壁

とが,規則た ゞしくまじはつてゐる.た 四ゞ壁は,すこしま

-にかたむ くため,床よりも天井はせまくなってゐるO各壁

それぞれ上下二暦 四俳寵か らな り,その鮎は第二十三A洞

にお盆じであるO甫壁 (Pl.19)は崩壊のためよくわか らな

いが,門Ejのほかに明窓のあったことは,この囲版であきら

かであるo東西壁は,ラ-が桐扶桑,したが尖扶寓,北壁按,

したが楯瑛寵,う-は左右に流蘇のたれてゐるところをみ

ると,天蓋寓であるらしいO 天蓋のしたは交脚菩薩像であ

るが,西壁上暦甫寵 も交脚菩薩,したがって,これに封する

東壁上層甫寵 も,いまはないが,交脚菩薩像であった らうo

その他の緒寵は坐俳であるらしいが,北壁ー下層西寵は倍坐

像である｡めづ らしいのは膜壁に供養者の行列があること

であるO 弓瓜氷にしはった垂幕を う-にして周壁一校にめぐ

ってゐるOその瓢,さきの第二十一 C洞(Pl.8)に一致するO

さらにめづ らしいのは,その膜壁中央に東西稚封して交脚

菩薩の楯扶桑を患さめてゐることである｡これは迫刻とい

った ものでな く,首都の設計によることはあきらかである｡
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(高約4.Tom)

pl.15.第二十六洞 東壁 下静菌愈

上層南桑は,いたいたしくも,大じかけにかきとられて,

た 右ゞ脇侍の像をあますのみ｡下層甫寵は｢かけも｣のや

や蓉達した坐傍を患さめた尖扶寵であるo頭部,両手は破

損してゐるが,衣文はよくのとり,中国式の完備した形式を

しめしてゐるo扶額の七俳も,おほむね頭部をうしなふが,

身膿は均街がよく,表文のさばきも達者であるO寺共端には

獣の前身(Rub.ⅤⅠ【TT,,C)をあらはし,頭を本尊の方にふ りむ

けてゐる｡挟寂のまはわには,痩身の供養者がとりまいて

ゐる｡基壇にみえる弧状の垂幕は,したの供養者列政のう

-に,つくられたものであるo

pl16A,73.第二十六洞 東蟹 下僚南東 扶端獣形

西端諸洞では,優秀な瑛端獣形(Rub,VIIT3,C)をよくみる

が,そのうちでも,この一一封はとくにすぐれてゐる｡頭部は

まるく,前脚がた くましい｡虎頭,あるいは獅-[･頭といふべ

く,青色虎の-封では患いo

Pl.17 第二十六洞 東壁 下暦南北金 中間

これは下僚甫寵の北牛と北寵の南平とをしめすO寵の構

成はまったくおなじであるが,作ゆきには小異がみとめら

れるoさうして脇侍もほとんど怠なじ委骨漂であるのに,陶

にあげたうちがはの手が一方は甲をみせ,一方は手の払ら

をみせてゐるe)は,こまかい心づかひをしめしてゐる｡扶

端獣形(RlユbVIIc,D)ち,一 方 のまる藤に封し,北寵の方は

ほそくて小さいo

pl.18.第二十六洞 西壁 南鹿

西壁商学の上下二暦がみえる｡うへは交脚菩薩の稀扶寵

であり,し允は坐俳の尖弓共寵である｡ どちらにも大き怒破

損孔がみられるが,諸晩は比敏的によくのとってゐるo坐俳

は払くい階段状の衣文をもつが,｢かけも｣はあまり蟹達し

てゐない｡面貌は堂々として,口もとはうつくしい｡左右

の脇侍立像,棋威内の坐俳,扶寂外の供養者たちは,みなた

くみにあらはされ,習熟した技法をしめしてゐるo基項の

交脚小篤がみえ,また供養者の列像がみえてゐる｡後者は,

j5:ほ甫壁に堂でまはってゐる｡

いま甫壁の西半がみられるが,こ､はlIfJ三段の悌寓が

あったらしい｡レ､ま下層は坐悌尖扶寵,中層は坐俳の楯耕寵

図 版 解 詮 11-23

であるが,上層はわからない｡それからアアチ形をしたとお

もはれる門口は,西側の二悌並坐尖耕寵と,そのう-の坐俳

寵が,わづかにみとめられるOまた明窓はアアチ形をなす

かとうかわからぬが,こ 1にはや 1大きな立像が一能みと

められる｡

p王.19 第二十六洞 西壁 上暦筒底

おしいことに本尊右わきに大破投がみられる｡本尊の顔

はうつくしく,目鼻たち秀饗である｡蜜冠(Rub.ⅤⅠIE)は大

きく,ま正面に蓮華文がある07裳の弘だは簡略化されて

ゐるが,膝のしたにはすごしたれてゐるO天衣は大きく,柄

肩を患ほ払,普-にまじはり,単純であるが,堂 々としてゐ
J

る｡足一下には蓮妖なく,大地母紳なく,しかもしたから辞す

るためか,足さきはや し粗略にしあげられてゐるo左右は

合掌の比丘像がある0倍衣をまとひ,すらりと丈たか くたっ

てゐる｡楯挟顔のう-には供蚕の人物をふか く彫 り,棋額の

なか(Rub.ⅤⅠIA)には,こくあさく軽妙恵飛天を彫ってゐるo

pl.20.第二十六洞 西壁 下静南北金 串間

下層南条の北竿と北条の南平であるO表fEfすこしあれて

ゐるが,全書控としてはよくのとってゐる｡左右の脇侍はかん

たん73:下裳をつU,また天衣をつける｡腰をや 1払ね わ,西

端緒洞でみる一般的在ものであるが,表現に小異あわ,面貌

もすこしはちがってゐる｡挟端の獣は,南寵はまるい頭,北

条はや ｣ながい頭になってゐる｡拭額の坐俳はほとんど頭

書陀 うしなふが,扶顧むきの供養者たちは,いくらか僧形 と

高鷲形の頭部がのこってゐるoみ友細お もて痩身の像で,ラ

つくしい衣文の さばきとともに優雅なおもむきをた 1へ

てゐる｡

pl.21.第二十六洞 西壁 下層北竜

Pl,22 第二十六洞 両壁 下屠北金 埜触上身

寵形はすこしあれてゐる｡腰壁はもっとあれてゐるo L

かし,本尊坐傍は,比較a'.)よくのとってゐる｡ 階段式の衣文

が全身をあほひ,胸には円衣の帯がたれ,わづかながら｢か

けも｣も.たれさがってゐる｡馨手の右手は掌をみせ,左手

は足のう-にのせてゐるO顔はや し千台 もて,漁に枚現を

みるが.威厳にみち,第五,第六洞よりも,あまりくだらぬこ

とをしめしてゐるo

Pl.23.二十六洞 天井

第二十八洞型(Pユ.35)の格天井で,まんなかに大き夜蓮華
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文の格間があり,まは わに奨天の飛翻する格間がある｡格

間は各達に二つあるが,それにすみがげの梁がとほるため,

との林間も一速 はかならすな しめの長い梁をもち,いびつ

の四連形になってゐる｡ こ｣には,その東南隅の三1基がし

めされてゐるが,とにか く火襲ないたみ方である｡た ,ゞそ

のうちにも南嬉東部の格間だけは,や しよくのこってゐて,

その排管を口にしてとんだ飛天はうつ くしい｡ほそい姿態

は弓なりにつよくたわみ,絶大の粥r3力をた くはへ,足にから

まった下裳のはしは,大きくひるがへって波うち,天衣は反

封がはに,つよくなびいてゐる｡

Pl.24A.第二十六 B洞 北壁

R 第二十六 B洞 東壁

A これ も方約 1,00mの/ト環である｡北壁は生体の尖扶

寵である｡ 本尊は頭部をうし怒ってゐるが,｢かけも｣は聾
逢してゐるo胸には内衣のひももあらはされてゐるO寓外

左右に払 天蓋のしたに柔軟なポゥズの脇侍がたってゐるO

洪額はや したけだか く,七俳があり,撰端の獣形も豆的三大き

く,鼻をう-にむけてゐるo洪額のわきは二段になって供蚕

者の群像があり,そのう-に千僻の列像があるo(高 15Onl)

B.東壁は第五A,B洞(本書,第二各,P168,82)にみるや

うに交脚菩薩の楯拭寵 (Rllb.ⅤⅠ工G)である｡こ｣にも扶額

には折 りた みゝ式の,鮮風のやうな意匠がみられる｡ ごく

あさい彫 りであるO 中央の本尊は朝をいためてゐるが,天

衣はまへにさがってX字形にまじはり,環をつけてゐる｡裳

も左右に払ろが り,足~卜には蓮族があるが,その彫 りは略さ

れてゐるO 左右わきは半民批監惟像,細おもての,きゃしゃな

つくりであるo

最上層には干俳をならべ,茎座にはあさい供養老の故が

あるOたひらな天井は,ほゞ080mの方形 (Rub.VIIF)で,

1.00111)

pl.25 第二十七洞 と第二十七 A,13洞

第二1-トヒ洞はたかさ230mの小帰である｡東がはにA洞

をひか-,うへに即1月は いた とくo洞内は三壁三寵の制で,

北壁は二価並坐の尖抗寵,東西壁はそれぞれ坐節の尖扶篤

である｡ しかし,東壁寵内に大きな孔があいて第二十六洞

に連結してゐるほか,諸侯の頭部はほとんどかきとられて,

惨惰たる状態であるo めづらしく,北壁尖扶頻の中央には

方形の直墓相;あって,刻文がみられる｡

第二十七A洞はこ ｣にみられるが,ほとんど第二十七洞と

畠なじで,や し小規模である｡B河は,ふかい寓形をなし,未

完成のごi=く,東西壁は粗雑である｡この究虞の,むかって

右端に,かすかに立像の姥有がみられるのは,第二十六洞外

壁の門神像 (P11)であらう｡

p126A.第二十七洞 北蟹 造機記

B 第二十七 R洞 本尊壁体 上身

A あり場し上はめづらしいが,摩滅して字はよく責 め

ないo

･､筆太 ､､興滅乃惟□=欠

･､､請 ､､､､､､､､

ヽ､､萱 ､､､､､､､ヽ

一切宴海 ､､､之 ､､､､

･､其在於 ､､､､､､､

･､以此猶使亡妻 ､､､敬進

･､､､四卦体党 ､､調 ､､

･､､､老 李白願 ､､､､､

･､､､､無周之 ､､､

D うへの洞の本尊であるo特別に悌寵をつ くらず,北

壁に三尊の坐併(p125)を彫ってゐる.東西壁も未完成で

小憐寓を彫るのみであるが,それもほとんと未完成にをは

ってゐるO

この節頭は払じゃうに保存がよい｡粂5㌢琵まっくろにくす

んでゐるが,彫 りが鮮鍵であるO いくらかながての部であ

るが,鵜はゆたかで,堂々としてゐる｡顕のくびれはいち

るしい｡序はうすく,眉薬はなが くて,割線がある｡それに

眼はほそくて ながい｡衣は階段式の弘だ,胸ま-に内炎の

帯がむすばれてゐる.

P127A 第二十七 B洞 西壁 延 昌三年嘉 (AL).514

B.第二十七 B洞 東壁 正始四年姦(At).307

A あら彫 りの西安には二三の小龍(Fig23)があり,辛

の一部分は第二 卜六洞丙壁(Pl.20)のわれ 目からみえてゐ

る｡これ も,その小寵のひとつであるが,まんなかに大きな

裂琵轟がはしってゐるo未完成なのか も知れない,三尊とも弘

だがあらはされてゐない｡そのう-]共額 も異様であるo

かし,このひだもない,ひろい面をもった単純な彫像は,か

へってうつくしいO基壇の一半に迭像記が あるが,その

ことはつぎ(P128A)にのぺる｡
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13 これ も,あら彫 りの東壁にある,二三の′ト寵のうちの

-寵であるO もかけ座のある三尊で,頭部をとられてゐる

ところをみると,像は完成してゐたのであるが,突抜額,左

右の天蓋などはあら彫 りの愛 しであるoこれにも基壕に造

像記があるo

pl,28A 第二十七 B洞 両壁 延 昌三年愈(A.i).514)

造像記

13.第二十七B洞 東壁 正姶四年禽(A.I)507)

造像記

A 字は性そくて よくよめない｡ しかし,延昌三年七月

と敬造搾迦卑Ti怖だけはあきちかであるo

唯大 代 娃 昌三 年 七 月

廿五 日｡､､､､､

･､､､西方 ､

父母｡敬う登搾 迦 卑厄 憐

一院D厨 亡者上 ､､

B この方はや ＼太 くて,より鮮明である｡

･､､正始四年八 月 ､

･､､造鏡署銀 ､

･､恵奴｡譜代迎

父 Ro部三豊怖満 蒙笹.

願弟子意奴 ､､

婿父平 安 到 頭O

願 々雄心｡所

求如 願｡

京の芋はしたの小を紋 くが,｢平安到京｣の旬は性とんど

確賓にちかいOまた｢達成者｣もうたがひがたい｡栄‖ま穴に

石で,字劃整正一一瓢のうたがふべきものをもたぬが,霜とも

寵とも解され る oいま憤 りに箱と碍した｡た ゞこの揚 しょ

からいへぼ寵とした方がよいかも知れない0第三十八洞外

壁の其氏追使記にも,この事がみえる｡

pl.29.第二十八洞 両壁 と北壁

西壁には凹亀 北壁には六条がならんでゐる｡ 西壁上暦

は楯扶寵,下層は尖摂食である0本尊はみな坐憐であるが,

性とんど破損してみるかげもない状態である｡た 下ゞ層二

の中間がや ｣保存よく,扶端の禽形および獣形と供養者
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像がうつくしいO ひくい膜壁も,とのとはb仝壊して北壁

にまで患よんでゐる｡

北壁は上層中島と下層左右轟が嗣扶桑であるO-F暦中央

は尖扶露,上層左右は天蓋だけの寵であるらしい｡ こ ゝも

仝常劉7:破損が払とく,ことに腰壁以下は,まったくなに も

のこってゐない｡(高約4.60m)

pl,30 第二十八洞 両壁 下屠南北嘉 中間

とちらの寵にも,蔑称亡は脇侍がないO寵傍にすらりと

たかい脇侍がたってゐる｡本尊の方にむか払,かるく頭をさ

け,合掌し,あるひは片手を胸にあげてゐるo細お もて痩身

の像だが,やはらかみがあり,抜放にも,形式にも習熟しき

って,すごLもたどたどしいところがない｡-一方は国光,-一

方は蜜珠光背である｡

それぞれの う-に挟端の禽獣形があらはされるが,これ

についてはつぎにのべる｡禽獣形のう-は耕矧 勺の併坐像

であり,令掌供養者たちであるO さらにう-の隅には高鷲

と剃髪形の供奉者たちがゐるOみな多少とも破損してゐる

が,その彫法は第二十六洞,第二十九洞よりも暢達である｡

pl.31A.第二十八洞 両壁 下僚南条 挨端鷺定形

fL 第二十八洞 西壁 下暦北竜 扶端禽形

どちらも皿形の連座をふま-た禽獣形(Rub.VIII,I)であ

る｡南条は獣形で,U字状に殊をねじって俳の方をみてゐる｡

大きな目,まるい鼻,おそろしい歯なみをきれいにそろ-て

ゐるO小さい耳があって,角はないOすこし長手ではある

が,虎形といってよいであらう｡身超には波状の測線で虎軽

がつくられ,前脚のつけねには照毛が羽翼状にはねてゐるo

前脚は,なかなか太ho足も大 きく,大地をふんま-てゐ

るO筋肉の隆起をしめす刻線がふか く,いかにも,たくまし

く,爪さきがこまか くあらはされてゐる｡獣形のう-の臨

坐供輩者は,めづらしく顔面までよくのこt),可憐であるO

北畠の禽形は塀のさきをうし忽ひ,右の羽翼をいためて

ゐるが,ほ 売ゞ春してゐる｡身骨豊をU字形にまげ,尾羽をた

て,両翼をひろ帆 脚毛をなびかせながら,両脚をはってゐ

るD身fJt豊の大きいわわに翼は小さいo身鰹と尾羽の一両に

鱗状をつ くってゐるO このかたちは,まさしく漢の朱雀で

あり,ある弘は鳳風であるO甫寵の虎形とともに,漠以衆の

動物柿完がみとめられる｡

pl.32A,B 第二十八洞 東壁 下屠 北姦 雄坐像 瑛部

西方群に通有の細おもての顔である｡胸か らしたはとけ,
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鼻に小破はあるが,優雅であるO肉撃 usnisaがあまり大き

くなく,頚は桧そく,耳はいたってf3:がい｡額 はもちろんひ

ろいが,眉はあがb,日は三日月形にちかいo鼻はあ りに大

きく,Hは古拙笑 archaicsmileをみせ,厩の垂直線がきは

だってゐる｡

P133A 第二十八洞 両壁 下替東部

B.第二十八洞 南壁 門 口上部

A.南壁左右の袖に長手の俳寵があり,これはモの東部

のものである｡たちあがった俳は大きな墾身光をお払,右手

を胸にあげ,左手をきしだして椀をもってゐる｡椀には,す

がるやうに三人の千どもがあっまってゐて,アショカA孟oka

∃三田線像であることはあきらかである｡べつに右あきに僧

形の立像があり,合掌してゐる｡俳の足下には連座 もなく,

頭上には天蓋もない｡た 光ゞ背のわきに合掌の供養者を彫

るのみである｡

73 南壁はすっか り崩壊し,わづかに,このところだけが

のとってゐるが,これは維摩居士 VlmalaklJltiと封関する文

殊菩薩 MaB]uglfである0第六洞門口の例のごとく,あひだ

に燐の坐像があったやうであるO もし,さうしなければ,鰭

歴文殊封問寵が,門 口のは にゞあはないであらう｡菩薩は

賓冠をつけてゐるが,簡素な衣文で,Ⅹ手枕の肩二桁とT裳し

かつけてゐないやうであるo林産に腰をかけ,手をふ L)な

がら話かけてゐるやうすは,いかにも物やさしいo

pl.34A.第二十八洞 南壁 下暦東部 俳寮部

73.第二十八洞 南壁 下層東部 童子

A この荒れはてた石窟に しては,わわによくのこった

併頭である｡東壁の併頭 (Pl.32)に比すると,すこし角はっ

た感じがするが,よく似たほそての頭部であるo 眉はまる

く,目も序 もほ 水ゞ干である｡

B. 泥あそぴにふけってゐた子どもが,体の遊行をみて,

供養の心をおこし,泥をこねた仮の食物をたてまつるので

あるoLかし,かなしいかな,背たけがた りない｡それで,

たが弘に,肩 くまをして悌鉢に達しようとする0-人は随

坐し,一人は頭上にたち,いま一人はのびあがってゐるが,

みんな合掌をしてゐるoLかも,みんな,はだかである｡い

ちばんうへの千どもの顔が,すこしうか ゞはれるのみで,み

んな一様に摩滅してゐるが,動作の表現は生き生きとして

ゐる｡

pl.35 第二十八洞 天井

この天井は第二十六洞(P124;)とよく似てゐるC,まんな

かに重群の蓮華があり,これをとりまいて長方形の格間が

あり,こ かゝ ら四方に梁がで 1,八つの間をつくってゐる｡

八つの間には,それぞれ飛天がとんでゐるが,ほそい身膿を

きつ くくねらせてとんでゐるのは異様である｡一方ごとに

-封づ ｣,たが弘に相むかふのを原則とするが,た 西ゞ方北

の聞だけは反射に背をむけて,西北の柴によりそってゐるo

とにか く,こ｣の飛天における肢昏票の屈伸は,冨岡でもまれ

にみる流動的在 もので,73:にか飛蛇の屈伸を息もはすもの

がある｡

p136.第二十九洞 東壁

東壁は高さ5.00m,興行360m,四分して上層二条は楯秩

顔,下層二寵は尖鉄瓶 払くい膜壁には,なにも彫 られてゐ

なかったらしい｡全音霞に破土民がはなはだしく,これに揺す

る南壁 もまった くない｡作ゆきは優美で,となりの第二十八

洞にもっともちかいO(壁高 5.00m)

Pl.37.第二十九洞 西壁 上層愈

西壁はう-一恵,した二寓の三寵制であるOうへは,いは

ば天蓋亀 中央の間に坐怖,左右にたった俳の脇侍がある｡

いづれも痩身の優美な告豊胸に,流麗な垂衣を もった像であ

るo hま左の脇侍傍は大規模に故きとられて,大孔があい

てゐる｡右脇侍債は頭部をうしなふのみ,ゆたかな衣文が

うつ くしいO光散 遷座 もともにない｡(惟幕幅約 120m)

Pl.38.第二十九洞 西壁 上藤森 本尊坐伐

生壁にわたった天蓋のした,中央の聞だけに惟幕 (Rub

VIl壬こ)がつくってある｡椎幕には第八洞(本書,第五宅,P1

37,38)でみたやうに獣両のかぎりがつく,左右に一堰計,重ん

なかに一つ｡た ゞこれには角が孜くて耳だけしかないO頭

がまろく,親にしわがあらほれてゐるので滑稽味がある.

目はまるく,鼻も大きく,ラ-の歯 なみをとしの-,牙をむ

レ､てゐるo

恢幕中にすわった俳は,ほっそりしたタイプ,なぜ肩で,辛

もほそい｡ さうして全身をつ むゝ衣文がにぎやかで,つ弘

に｢もかけ屋｣を形成する｡左右にはねた,かなり蓉達した

｢かけも｣である｡(惟幕幅120m)

Pl.39A.第二十九洞 西壁 下唇商会

B 第二十九洞 両壁 下静北怠
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A 下部破損，上部に紋所があるが， J二字はほピ原形をう

かピふととができる。や L慌のひろい尖扶額に七{弗の坐像

がきざまれてゐる。扶梁も幅ひろく，扶端の歎形は，f.J:.がい

頭に歯なみをみせ，搾猛さうにみえる。しかしまへ肢はそ

ろへて，斜にだし，かるく大地にふれてゐる。いかにも動き

のある姿勢である。挟額のまはりには，階段般に供養者が

配列し亡あって，そD したに脇侍の立像があz。本空宇坐悌は

膝がたく，面貌もいたんでゐる。しかし，平行じて肩からさ

がる衣文はうっくしい。

B. 南禽に上〈似て扶額の隔はひろい。七偽はみな左肩

をまづっ込み，右肩は腕とともにつ九む式で，単調であ<5，

扶端D獣形も南寵のそれに似てゐる。まはりの供養者は南

禽と;j;，~なじであるが，本空宇の敬拐、は南禽よりもひどい。

悌寵の L縁に二うの国孔があるのは， Ij!古になにかとり

つけたのかも知れない。

Pl. 40. 第二卜九洞西壁下勝南北議中間

南北雨禽はひじゃうによく似てゐる。ことにかうしてみ

ると，そD差がほとんどない。挟端獣形(Rub.VIIL， M)はい

たヮて平面的である。胸のあたりに，すとしふくらみはある

が，頭部は平板である。鼻がまるくあがり，目がまるく，眉

毛がまきあがり，王手といっしょに先ごってゐるO 歯なみはゐそ

ろしさうにあらはされ，脚はいまにもかけだしさうである。

北禽の獣は，とくに爪をたて Lゐるやうにみえる。

七悌の衣文は訟なじであるが，すとしD個人差はみとめ

られる。供養者も，ともにかるく無造作に彫ってあるととろ

をみると，それだけとの形式に習熟してゐたととがわかる。

Pl. 41 A 第二十九i河南俊上菅西部

B. 第二十九1同商壁中居西部

A 第二十九洞D南壁は西部だけしかのとってゐ左い。

とれはと}青西禽であるが，降魔D悌寵であることがわかる。

ほんD三分のーくらゐしかDとってゐないが，第十洞主室

南控の寵(本書，第七省， Pl. 55)や，第十二洞前室束Elv禽

(第九巻，Pl. 38)とくらべればよくわかる。まんなかは坐f謀

本主主で，rもかけ座」はたい。まはりには魔衆がゐる。象鼻，
馬主買のものがみえるが，みなヰなとなしく合掌してゐるらし

い。 したの創をぬかうとしてゐるDは，魔主パアピイヤアン

(波旬)である。とれをとめてゐるDはその息子である。そ

のしたに椋倒してゐるDは魔衆D一部，そD よとに手をあ

げてゐるのは{弗<oit!!去世につんだ大功徳を言語日月する大地神

であらう。破損してゐるからわから主主いけれども，左手を
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さげてゐるほか，右手もさげてゐたらしい。すく!lくとも

胸にあげてゐなかったととは，そ白衣文から察せられz。と
D方が大地を指さした悌停の記述に合するであらう。

B. J:唐と下居とD中間にあたる。両端に白馬目1)離白議

があり，つぎは一宇しかみえないが，維摩文殊の釘間寵とみ

られる。ひじゃうに丈アぜかい翠身光，そのまへに長衣をつけ

た太子が宇回目息惟Dすが?とであらはされてゐる。衣が右肩

から右腕をつ Lんでゐる白が異例である。足下に白馬ヵ y

グカ KaI;lthakaがひざまづき，従者チャンダヵCandakaがす

わってゐz。それに，まはりには供養者たちの燥を，た〈み
な彫法で，よどみなくしあげてゐる。

維摩文殊<ofI宣は，あさく彫った博山燈を主主かにして文残

菩蕗がみえる。ずらりと丈だかにつ〈られ，丈だかい座に

腰をかけてゐる。足をや Lひらき，手をあげながら聖母話し

てゐるごとくである。

Pl. 42 第二十九洞天井

天井は崩落して商牛 (Rub.VIIN)をのとすのみである。

まんなかに二重の大蓮華があり，まはりに飛天が群舞して

ゐる。西南隅，西北隅にも:i6-!lじゃラ主主蓮華文があるから，

もとは五うの蓮華文が計書されたのであらう。たじとれ

が未完成忙をはっ亡ゐ<5<0は，工事D進行中にとの大崩落

があり，中途で放棄されたのかも知れない。中央の蓮華は，

そ'"が浮彫になり，たかが線彫りになってゐて，子房はたか

くふくれてゐる。しかし，浮彫はあさし刻総はよわく，そ

の末期的特色はbほひがたい。(南北長約 2.60m)

Pl. 43 第二十九洞天井飛天

飛天は群舞するが，整然止列をなしてゐ<'0 また奥壁の

本曾:にむかつてとんでゐる黙にも，続ーがある。奥墜にもか

いものは蓮華主手にし，奥壁からとぽいも Dは，それぞれ築

器を奏してゐる。みなほそ訟もてD顔，ほそながい肢慢で，

つよく屈伸をしながらとんでゐる。その屈{中Dさまが雲同

末期D特徴を護揮し，いかにも躍動的である。衣文は，わり

に簡略につくられてゐる。(蓮華街約0.90m) 

Pl. 44A 第三十1間前室北壁上部

B.第三十ir，]門口東側
A と白前室西部はまだ城壁D土にうもれてゐる。北墜

上部にはアアチ形の日月窓がみえ，そのまはりに不規則友小

{弗禽の追刻がある。窓のうへに禰劫菩薩の損扶禽があり，



雲 岡石窟両端譜 洞

窟のしたに二価並坐の突沸寵がある｡迫刻寵であるが,か

73:りしっか りしたできばえであるO(窓高150m)

B.長方形の門口,た払らな天井は交龍の,資匠,側壁には

力士がたってゐる｡身岸霞はすっか り風化してゐるが,頭はよ

くのこb,三角まへだての冠があり,口もしっか りとむすん

でゐる0日には,中芯に別足をいれたらしく,小孔がみとめ

られる｡(門口高約 1.70m)

pl.4.5A 第三十洞 明窓 東側 騎象普賢

B 第三十洞 明窓 西側 騎馬太子

A. 相むかって残存象普資と騎馬太子とをあらはしてゐる｡

普資菩薩 (Rub.ⅤⅠⅠIA)は鞍縛のう-に安坐し,さしだした

手になにかもってゐる｡如意にしてはみじかいし,柄香煙に

しては火膜がはっきりしない｡先導の従者たちは,すっか り

破扱するが,後校の従者たちはよくのとり,傘蓋と召オ礁とを

さしかけてゐる｡ 象の頭部は破損してゐるが,象絡はよく

わかる｡ 天井に茂するところに弧状に払きしはった幕があ

り,天井には二列に四縄の飛天をあらはしてゐる｡普賢騎

象の執政が革猫につくられたことは,『高僧俸』(大_Tr/大病
1)

経,/#五〇巻)LTlにま ､みとめられる｡(窓高 1.50m)

B. 西側の鶴馬太子 (Rllb.ⅤⅠⅠ113)は,臼],家践城の俳優か

ら,しだいに遊離 してつくられるやうになったらしい07己

だ,在んのために騎象普賢と相封せしめたかは不明である

が,第五A洞 (本書,第二審,Pl.66)にはすでにみられるし,
2)

敦燥千怖洞第77洞,第1冬生洞の壁重にもあるOおしいこと

に太子の頭部,馬の像は,いまなくなってゐる｡先導の従者

たちもひどくいたんでゐる｡た ,ゞからうじて傘蓋と羽藻

とをもった後按の従者たちがのとってゐるのみであるO傘

蓋と部3裸 のあらはれるのは翌,%石窟の浮彫に多 く,また北
3)

風 北野の碑晩にもあるO(窓高1150m)

1 番七(p_369)に,永初中(AD.4B0-4三23),恰苛は北徐♂)薫rLL痛合

に38いて三七普資辞儀をたてたが,第七EIにいたり普資産前に白焼

が飛ノ察Lたといふ｡また同番(p37三≧)に,大町四年(AI)460)十月八日,
路昭皇太后は中興滞房に凝いて普資ノ来島の像をつくり,供衰すとい

ひ,巻八(p.379)に,元微中(A.D･473-476),英の沙門奈基は骨稽邑亀

rrJに賛林精舎をたて,普質と六牙自象をつくP,三七脅威をまうけた

とい.Slo

2 PIPel】i(,t,Le∫grofte∫deTouen-/10ua71g,ⅠⅠⅠ,Parュs1920,Pl.CI一Ⅴ;

V,Paris1931,PLCCCXVIl
3闘野点,常盤大定『支那儒教史蹟』夢二耕,東京19B6年刊,Pl･106･

pl.46A.第三十洞 前室 北壁 上部

B 第二十九洞 外部 東面俳姦a

A.第三十洞はめづらしく前童をもつが,天井は崩壊し

てゐるO かって錦城の土壁のうちにぬ りこめられたことが

あり,その土壁崩壊後も,それを利IljLてこ ｣に住居がいと

なまれたことがあるらしいO薦;虞にみえる噂葉のかまぼこ

天井は,その遺構である｡これも,いまは崩落して,P144A

にみるやうに患ってゐる｡

門口は方形,まはわの俳寵は不規則で,左がはに垂幕と坐

燐の一列があるOこれはしたの燐寵の上部であらう｡その

うへに供養者の一列がある｡これはうへの俳寵(pL44A)の

~F部である｡ぺつに門口のう-に供養者の行列がある｡ま

た,さきの俳寵とのあ仏だに菩薩安生の小寵がある｡ これ

は第十一洞,大和七年寵 (本書,第八巻,Pl.30)にみる観音,

文殊,大勢至菩薩などのた ぐひであらうD

との燐寵のしたに二小鳥があるが,そのわきに造僕記が

みられる｡

劉大口鳥亡母敬造怖

[コ[コ[コロ造

B. 第二十九洞の外部である｡ こ しには外壁が不規則に

なってゐるが,わづかはか り突出した岩塊に東面の併寵が

いとなまれてゐる｡岩肌があれて,寵 も悌晩も,このやうに

いたんでゐるo

こ ｣には基上の城壁の-･端がみえ,それにつ ゞく鎖城西

壁の崩壊した城根がのこってゐる｡ 前室のこはれた第三十

潤 ,こ＼から西方はすこし岩壁が まへにで ｣ゐるやうにみ

えるO 第三十洞に恩する二小溝は破損し,いま石にうもれ

た蓋 しに患ってゐる｡

つぎは未完成の第三十一一洞 と第三十二洞であるが,この

附近にはた くさんの小石環(Fig.27)がひらかれてゐる｡い

づれも不規則につくt)だされたもので,みなさうた うに破

換してゐるO このあた りの小石積は,第二十一洞から第三

十洞までにみられる石塔よりも,繊細,複雑なものをふ くん

でゐるのは注意されるo

pl.48A 第三十一 E洞 とⅠ洞 外壁

B.第三十一 K洞 北壁

A. こ ｣にみえてゐるのは第三十一E洞の外壁であるD

瑛額の一端がみえ,そのう-に帳休などの繊細な浮彫がみ

えてゐるoよくわからないけれども,内部には,くつろいだ

経歴の政があるのであらうO帳林のう-には飛天があり,



そのわきに立樹があ り,香旗を手にした供養者たちが中央

にむかって歩をは こんでゐる｡ そのこまか い浮彫 (Rub｡
1)

VIIIc)は,龍 門その他の石筋をみるやうである｡扶額のう

へにも,こまかい飛天の列険がかすかにみとめられる｡

E洞のうへにみえるのはⅠ洞である｡Ⅰ洞の門口にはC字

形牛パルメットの尖扶毅があり,わきに力士像がみられる｡

ともにはなはだしい破損があるが,厚肉に彫 られた瑛額の

唐草文は特色がある｡

R K洞は甫方椙の小筒で あって,わづかに北壁の-面を

のこすのみO むかって左に'約三十一一洞の窒洞が みえ,右に

第三十一G洞とJ洞とがある｡K洞の北壁は,まんなかに天

蓋寓(Rub.VIllF)がある｡為こかには｢かけも｣の蟹達した坐

僻があり,左右には立った脇侍と年足批監惟すがたの脇侍が

ゐるOとにか く,めづ らしい俳寵である｡(壁高的ユ00m)

1 水撃言清一,長原敏雄 f=龍門石窟U)研究 玩,東京 1941年刊,Pl･36,

78,79

pl.49A.第三十一 H洞附近

B 第三十一 J洞附近

A 中央はH洞である｡そのう-に1,洞があるoその床

のうすいことに注意すべきであらう｡てま-にみえてゐる

あら彫 りの壁面は,第三十一洞の未戊の西壁である｡こ ｣に

孔をあげて,郎同にはひあがれるや うにしてゐるのは,もと

より後ltLの しわざである｡H洞のむかふに接する小清はt

洞であり,そのう-外壁に洞口をひらいてゐるのはM洞で

あるoH洞,L洞の西壁に孔が あいてゐるのは,第三十二洞

に通ずるのである｡

B 中心にみえてゐるのは第三十-1洞であるD したは

GT軌 本尊頚部は未完成らしい｡むかって右しか こみえてゐ

るのは,F洞の西壁である07己は節三十一洞の入口をこえて,

I.洞西壁がみえて ゐるのであるoJ洞北壁は坐燐に天蓋寵

(R､1b.ⅤⅠⅠIE)がある｡左右に脇菩薩と脇比丘があって,第三

十三洞北壁の尊像 (Pl.57)をおもはす.それに比丘はなが

い錫杖をもってゐるや うすであるo西壁の楯拭寵がみえ,中

尊は菩薩の牛伽像であるらしいOすその泥壁には供蕃者の

列像がある｡(J寵東西長約070m)

pl.50A 第三十一 郎 同西壁

T; 第三十一H洞 北壁

C 第三十二 E洞附近

A H洞西壁は倍坐併天蓋寵と坐憐尖扶桑 の一組か ら怠

る｡上下に勉裂があって一部をか くが,と のゝった諸像を整

図 版 解 説 4.5-.-)1

然 と配直した,みごとな壁面である｡天蓋の左右に,ま正面

むきにある-封の小像は,文殊菩薩と経歴居士である｡こ L

か ら工洞両壁がみえ,坐像楯扶桑であることがわかるが,秩

額か らう-はあら彫 りの愛 しである｡

B.H洞の北壁は交脚菩薩楯状寵 と二併並坐尖洪寵との

複合寵である｡交脚菩薩のわきには例のごとく牛臥剛健菩

薩がゐる｡東壁 (Fig.27)はこほれてゐるが,酉壁に癒する

寵構成であった らしい｡

こ ｣にⅠ洞天井の蓮華吏 (Rub.ⅤⅠⅠID)がみえてゐるo雄

大な蓮華で,左右の茎所には-封づ ｣の飛天をうめてゐる｡

(7洞天井東西長約 085m)

C まんなかが第三十二 E洞である｡むかって右が第三

十二洞門口の矧別である0 -年崩壊 してゐるが,坐併天蓋

寵のあったことがよくわかる｡また門口天井に接して,正面

にむかった隣の列像があるのもめづ らしいo ZL二手の大きな

洞口は第三十二F洞である｡

EJ洞西壁はJfFとも天蓋寵であるo う-の本尊は｢かけ

も｣の聾逢した坐怖,したは交脚菩薩(Fig.30)であるo坐

僻の左右は維摩居士と文殊菩薩であり,交脚菩薩の尤-

右は破損で不明- は牛EljH思惟像 (Flg31),つまり太子像

といへるが,背後に樹木があって,樹下静観の晩であるO ま

へ に合掌 して払ざまづ く比丘の供養者がある｡ (壁高約

1.50m)

Ill.r)1.第三十二 E洞

第三十二洞門口西わきにある小石箱である｡ むかって右

に第三十二洞の門口がみえ,左に第三十二F洞の門口がみ

えるD第三十二洞の門口は,砕石をつんでふさいでゐるが,

西側F洞の門口には,拭門と,侍立する力士と象にのって駆

けて くる普賢菩薩陳がみえる｡ とにか く,このあた t)の石

塔は,外壁の装飾がいたって華夷であるo

この石窟 も,ひどくこほれてゐるが,外部 に天蓋節があ

り,そのしたに葦実な浮彫があり,尖扶凄配言あった らしい｡

尖秩願はこまか く数段にわかれ,上棟には環絡,下縁には飛

禿 中層には香淀をなかにした供養者群が彫 られてゐたら

しい｡扶額上の浮彫は,傘蓋 と羽茂の従者をしたが-てゐ

るのをみると,文殊の雑訪であるらしく,右方の帳朋Hも 頑

痛相世界か ら維庫の方丈に飛燕する三寓二千 の獅 [膚 で
1)

あるらしい｡

北壁 もあれてゐるが,二憐並坐の天蓋寓 (RllbIXK)は典

型的な龍門タイプの生休(Flg.29)である｡天蓋 もめづらし

く,左右に大きくゆれる鈴をさけ,そのしたにかろやかにと
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雲 岡石窟西端譜洞

ぶ飛天を彫ってゐるo東西壁も,これに封臆して上下二暦の

天蓋寵(Rllb.IXJ,L)よりなる｡上層寵 の左右には経歴文殊

封間像,あるひは芳春象普賢と騎馬太子を彫 り,下層北がはに

は樹下太子思惟像と槻一下太子降誕≧像とを相封せしめてゐる｡

天井はまんなかに蓮華文 (RubIXl)があり,めづらしく

三重になってゐる｡左右に四つの格間がつくられ,それぞれ

飛天を患さめてゐる｡(壁高約 150m)

1 鳩陳羅什晋 『維摩詰Tyr説経』(大正大薪鑑,第十四番),p546.

pl.52A.第三十二F洞 西壁

13 第三十二B洞 とC洞

A. F洞はFJ洞に似た二併並坐を本尊とする石窟である

が,西壁には交脚菩薩楯扶寵 と坐怖尖]共寵との複合寵があ

る｡よくと｣のった併寵の構成で,諸段配置も間然するとこ

ろないが,どうしたわけか未完成であるD衣文はできてゐ

逢いし,善房はあら彫 りのま｣である｡

B. 第三十二B洞は三両とも天蓋の寵 (Rub.IXD-F)で

ある｡東西壁は上下二暦になってゐるが,ともに天蓋寵であ

るOとの附近は天蓋寵がいたって多いのであるが,それにし

てもこの洞は徹底してゐる｡天井は井字形 の格間 (Rub.

ⅠXG)をつくり,中央と任那吊は蓮華,その他は飛天を配してゐ

るoとにか く小さいけれども,よくと｣のった石窟であるo

c洞は奥壁がB洞同様坐仲の天蓋寵,西壁は重器が天蓋

寵になるが,下層は別になって天蓋寵 と尖洪篤とにわかれ

るO前者は坐怖,後者は二俳並坐であD,上層は三つにわか

れ,中央は坐触,左右は交脚菩薩像である｡めづらしいのは

天蓋のう-に生体の列像をおくことである｡東壁 は,ほと

んど急くなってゐるが,い堂あるところ(Rub.IXH)加ら推

察すると,西壁の構成と同校であったらしいoむかって左端

には,ほとんど磨滅しつくしたD洞がみとめられる｡ (B洞

東西長約 1.Son)

P1..53A.第三+二H洞 東壁

B 第三十二 Ⅰ洞 北壁

A. 北壁はB洞,C洞にみる天蓋寵であるが,東壁はや 1

おもむきを異にし,交脚菩薩の塀扶寓であるO や ｣はそガ

かいつくDで,左右脚下に獅子像があり,左右腐肉に年月軌監

惟像があるoLかし,この達の石芳凱て通例であるやうに,甫

壁をかいてゐるo

B I洞も,ほとんとこほれて,北壁しかのこってゐないO

尖扶鳥の坐俳,それも左年のみである｡左脇侍も,ほとんと

表面をのこさぬ くらゐ,いたんでゐるoLかし,か在りヴォ

I)ウムのある像で,JT.隅の脆坐供蕃者たちも,しっか りした

骨毘脂をしてゐるo

pl,54 第三十三洞,第三十四洞 外景

こ ｣の外貴は惨惰たるあbさまである｡ほ 同ゞ大の第三

十三洞と第三十四洞と払 長汀壁まった く在く,その内壁を完

全に露呈してゐる｡石菊はほゞ4-5.00mのたかさを有す

るが,畠の絶 高は,わづかに12-1300mにすぎないo界よ

り100mほどしたに脆弱な砂岩の犀が ある,としに現在の

通路があり,こもから南-斜面になってゐる｡どうも外部に

建築のあった様子はない｡(第三十三洞膜壁高約0Tom)

pl.55A 第三十三洞 東北隅

Ti.第三十三洞 東壁 北部 上潜

A. 東北隅であって,北壁の風化した左脇侍がみえ,東壁

の右脇節がみえる｡ 北壁は堂々たる大きな悌寵で,豪華な

秩宙があったらしいが,いまは313:にもなし,｡東壁の脇坐悌は

めづらしいO本尊と左隣悌はいまなにものこってゐない｡右

脇俳は第五,第六洞式で,｢かけも｣はまだ蓉達してゐない
が,ほそおもて,痩身である｡寵はめづらしく長方形に切 り

こみ,なかに比丘供養者がたち,飛天がとぶOこの憐寵のう

-に,また別に天蓋をもった長方形の悌寵があり,それと扶

額とのあ弘だに比丘の供養者群像がみえるoさらに,その

ち-は生体の列島であり,大きな天蓋形装飾がある｡三角

形の垂館と垂直の弘だとがよくのこってゐる｡

B.扶寵にそうて飛天の浮彫が あるが,扶額のかたちは

よくわから恋いOわきの固光を背おうた剃髪と,高鷲 の供

養者たちがうつくしい｡長方形寵内の坐燐はいたんでゐる

那,まはりには,からうじて練刻の天蓋師がみとめられる｡

千俳はゑわをたれた式二種類であるが,衣-3tを弧状にたれ

たものもみられるo

P156 第三十三洞 西北隅

北壁二俳並坐寵の,寵外にある菩薩と比丘の脇侍である｡

西壁には本尊交脚菩薩の左脇侍が,あさいが,うつくしく寵

内に彫 られてゐる｡それに陰になってよくわからないが,Hl=

廟 のアショカ囚緑陰がみとめられる｡ 望壇には薄彫の供賓

者列晩(Rub.XA)が北壁にむかってす ､.んでゐるo

pl,57 第三+三 洞 北壁 右脇侍

本尊は二悌並坐,脇侍は菩薩と比丘｡払じゃうによくのこ
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って,重商の黒っぽい丹がそのま｣である｡衣文を全然あら

はさす,簡素なのが注意をひくO蜜冠の部分をか くが,くっ

きりした目盛たち,下裳は腰からしたにか しめ,天衣は開府

か らⅩ字形にたれてゐる｡足さきは風化してゐるO雑さ英は

合掌し,僧衣をつけてゐる｡たか くなった顧骨と筋肉の隆起

した頚とがめづらしい｡目はくぼんで大きく,口も大きく,

かすかに故実をた ;-てゐるO したの賓壇には,あさい供

養者の列像があったらしいが,摩滅して,いまはほとんどな

にもない｡

このW,侍像のあひだの平面には,元入の墨書がみられる｡

不規則で,革率の書であるが,爽蓮の紀念に記したものであ

るOこれでみると揮渡とか,北京とか,陳定とか,太平僻と

か,各地の倍が三々五々こ しに衆たことが知られる｡紀年

のあるものをひらふと,至元(A,D.126411294),大穂(A.D.

129711307)延而右(A.D.1314-1321)間のものであるO本書,

第二審附錬｢雲岡金石録｣参照o

pl.58,第三十三洞 西壁 交脚菩薩像

この寵は右がはをうしなったのみならず,本尊頭部 も岩

石の距弱なためになくなってゐる｡しかし,めづらしい交脚

像であるO大衣のぐあ弘をみると,菩薩形でなく,俳のやう

である｡や し密につくられた階段状の弘だが貨にうつくし

い｡胸のあひだから,内衣の帯がながくたれさがってゐる｡

したには,あさい浮彫の供養者たちがみえ,抜歯には倍坐伸

を中心にした供養者群がみえるoみな主尊の方をむいて合

掌脆坐し,普- のめりになり,.)ズミカルで あるとともに,

大きな調和がみとめられる｡

P1..59.第三十 四洞 北壁 と西壁

このとほり東壁がこはれ,天井がおち,北壁と西壁とをの

こすe)みである｡ 北壁は,第三十三洞と同校に二悌並坐の

寵である｡ 寵内にひくい座をもち,それから衣端が大きく

たれさがってゐる｡穣念ながら,二絹とも頭部をうしなひ,

手もなくしてゐるD 左右寵外の脇侍は二硯づ 1,そのうへ

の供養者群がまたうつ くしいo扶額は,いま一年をか くが,

大きく坐俄をならべたらしい｡扶端cD獣形も右端のはよく

のこってゐる｡扶密の左右にほそい飛天があり,また連弧状

の椎幕をつ くってゐるOさらに,そのう-に二犀の千陳列寵

があb,三角垂飾帝にいたって天井につ ゞく｡

四壁胤 ほ 構ゞ造を弘としくした-卑生俳の轟である｡

真壁は,西壁北壁ともに惟睦のしたに女らぶ供養者の行列

があるO左右努頭の男女は,うしろから傘蓋をさしかけら

囲 版 解 読 {)2-62

れてゐるo中央 に香淀がなく,生体の屋形寵がある｡こ｣

に俳名のあることは第二十六洞に例がある｡(壁高3.70m)

Pl,60A.第三十四洞 北壁 右脇 供養者

B 第三十四洞 北壁 左脇 供養者

左右寵外に二礁づ のゝ脇侍をみるが,うちがはの像は,す

らりとたち,Ⅹ字形にまじはる天衣をつけ,その一環は賓冠

をつけてゐるoおそらく脇侍の菩薩像だとお もはれる｡手

は一方を胸にあげ,ノ他方を腰にあて ､ゐる｡これに射し,そ

とがはの一骨芝は片柳むうかして合掌してゐるo服装も全身

をあほふ恰衣のごとくである｡どちらも本尊の方にむか払,

ふし目になってゐるのはおなじだが,合掌者の方がよりふ

か く頭 をさげてゐる｡踊躍而豊拝してゐるすがたで,囲光は

つけてゐるが,高撃だけであるし,天衣もつけてゐないので,

菩薩でなく,ふつうの供養天をあらはしたものと息も- る O

どちらも細づくりで,i温雅な表=現である｡ う-二段の供聾

者群は,やはりおなじく高鷲天人で,天衣をつけてゐない｡

第三段目は比丘像であるo みなな もめにむか払合掌し,整

然としてゐるQ

こ かゝ ら東壁の右脇侍,西壁の左脇侍がみえるが,前者は

アショカ国緑像らしく,後者はラアフラ因縁像 らしいo

pl.61.第三十 四洞 両壁

西壁もかっちりつ くられた尖扶桑で,どこにもすきがな

い｡まんなかの尖扶寵をあほふて,二段の千憐列寵があり,

三角垂飾背があり,蜜項に供養者の行列があるO まんなか

に惟希を旬Jって,繊細な屋形がおかれてゐるのは,北壁のは

あひとお忽じであるが,こ｣の供養者たちは,中央にむかは

チ,北壁にむかってす しんでゐるO

挟額には均芦Fのとれた七俳がならぴ,扶頻 のふちには琴

路がつくられ,秩端の獣形はわわに小さいo 寵外左の脇侍

はラアフラのひざまづ くラアプラ因縁陵であり,右の脇侍は

儒童の平伏する儒童因縁像である｡うへに三段の供養者が

あり,飛天があり,整然としてゐるO本尊は頭部をうしなふ

が,階段状の衣文は密で,内衣の帯は胸から二保になってさ

が り,裳は払くい壷屋にか じって去三右にひろがってゐるOお

しいことに,頭部と両手さきをうしなってゐるが,均斉のと

れた,衣文のうつくしい俳陵である｡(壁高3.70m)

pl.62 第三十四洞 西壁 扶額

扶額の七悌はや し細手であるが,よくと｣の払,みな中央

の方にむかって首をかしげてゐるので,構成はいたって緊密
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である｡衣文も,ゑわを垂直にした式と,衣文を弧状にした

式とを交互にしてゐる｡扶額上緑の理路は襟で,垂然とし

てゐるが,たんなる弘もだけで,玉はあらはされてゐない｡

獣形は左右大小のあるのが注意を払くO

左右の供養者群は,したが高鷲形,なかが剃髪形,ラ-那

また高鷲形で,みな合掌L,本尊の方にむかって頭 をさげて

ゐる｡頚たちは瑛額の七燐とおなじく可憐であり,立ちゐ

のすがたはやはらか く,息と73:しい｡

pl.63A 第三十四洞 西壁 左上部 飛天

B.第三十四洞 西壁 左脇依

A.扶額左右のう-にある飛天で ある｡四謂あるが,な

か二鰐はほんe)肩からう-をあらはすのみOそとの二骨割注

粂身をあらはすが,これはその左の-鱒である｡ ほそい肢

絹をなが く茶Filによこた-,頭部および四肢をつよく屈曲

させ,いかにも茎束を切って とんでゐるかのどとき感があ

る｡これに廠じて,裳と天衣と上衣から,撃にいた るまで,

一棟につよくうしろになびいてゐるo

li. 素文の大き患馨身光を背にして,長身の併がたつ｡

表文はうつくしく垂直に在がれるが,その左そでは大きく

うしろに在がれ,侍の歩行を暗示するやうであるo 右足も

とに払ざまづいたラアフラR豆hula(羅解羅)は,合掌して俳

にむかひ,俳 はその頭に右手をのせてゐるoふつうにみる

ラアフラ因縁像であるが,面貌が沈重であり,衣文がいたっ

てうつくしい｡

pl.64.第三十四洞 西壁 上屠 千体列禽

亜然たる亀列,均弊な怖容,この二段の千悌寵は,この壁

面をこのうへなく豪華なものにしてゐる｡た 寵ゞはわわに

あさく,像も平板であるう-に,表面がかなりあれてゐるの

がおしい｡衣文は空気に弧線のある式とゑりの垂直になる式

との二種よりなり,弓瓜線だけをかさねた式はない｡

pl.65A.第三十 四A洞 両壁 西部

B.第三十四A洞 西壁 と北壁

A.小筒宙壁の一部である｡西部の中濃であるOしたに

西壁からつ ゞく蜜冠供養者の列像があり,いま,こ ｣には倍

の合掌像三骨董がある｡また,うへにも合掌僧形の上身が三

音量あるoみな,ま正面をむいて合掌してゐるO粗朴な彫 り

であるが,かへって力づよい表現をみるo

B.西壁は上下二暦よりなり,べつに賓壇があるo 蜜壇

は北壁にも共通し,保贋が彫られてゐる｡ 北壁は保儒のみ

であるが,西壁は保贋のあひだに獅子があり,獅子のあ弘だ

に象があり,象は相野して博rLJ題をもちあげてゐる｡ これ

は,まととにめづらしい浮彫である｡

下層は天蓋寓の なかにすわった生休を中心とし,左右に

供若者列をつくり,そのう-に文殊と維麿の封間像をお く｡

上層は,天蓋条 のなかに倍坐俳を患さめ,左右は三人の供養

者,また供養老群像を彫る｡

北壁は宴壇のうへに坐俳の尖扶寵を彫るO坐俳は痩身で,

ひどい73:ぜ肩だが,密接する階段状の表文はまる味があり,

ゆった りしてゐる｡ さいはUL,頭も手足も売春し,みごとT3:

もかけ座ができてゐる｡左右の脇侍菩薩はまうすまでもな

いが,かたはらの傍杜に合掌の比丘像があるのはめづらし

いO 柱頭には肉つきのよい化生童子があり,扶端の獣足を

さしあげてゐるo獣はわりに大きく,挟梁には飛天をなら

べてゐる｡扶額の七俳は簡素な表文である｡また,まはり

に供奉者の群像がある｡この寓の賓壇はまんなかに方形の

銀笛をつくり,左右にあさい供養者の行列がある｡列中に,

傘葦や朋裸をもった童子のゐるのがみられる｡

天井は崩落するが,まだ蓮華の一部と飛天たち(RubXB)

がのこってゐる｡それをみると,なかなかよくで きてゐるo

(天井南北長約 1.20m)

p166.第三十四A洞 西壁 下唇焼金

~下層の隣寵は合手形の坐俳,もかけ座が大きくうつ くし

いO北壁本尊とともに繊細であるが,まる味のある陳であ

るO左右の脇侍,安は行列努頭の供賓名であるo

pl,67A 第三十四A洞 西壁 下替姦 文殊像

B 第三十四A洞 西壁 下僚釜 右側供養者列

像

A.緒蜘妖坐の文殊像,手は-一方をあ帆 一方をさけてゐ

る｡ これが文殊像とわかるのは,封庵の併置に維摩居士が

ゐるからであるo りっぼな資冠をつけ,額たちもいたってう

つ くしいo

B.下原寵右わきの供尊者列,先頭の一人を大に,あとは

多少とも小さくしてゐる｡ みな賛冠をつけ,中央椀にむか

ふが,これにつ ゞく南壁の二照は,か-って甫壁の中央にむ

かってゐる｡

pl.68 第三十五洞 外壁

大きな門口にはC字形牛)1ルメットつなぎをおさめた扶

額(Rub.XC)がある｡唐草はごくあさく,平らた くゆった り
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してゐる。傍枝のやうすはわからぬが，とれにそヮて力士

像がうくられてゐる。いますっかり風七してゐるが，しづか

に行立した像であったととが知られz。門口のうへに，や L
小さく日月窓があり，主力士像のそとに大きな嫡首のてコいた

碑形がある，たピし文字はない。

むかつて左うへにみえる第三十五B洞は金墜千悌の子IJ寵

で，北壁中央に小さい交脚像Dあると eが，からうじてわか

る。(扶額幅約0.50m)

Pl. 69 A. 第三卜五洞門口東側延昌四年禽 (A.D

515) 

B 第三十五洞門口東恨~延呂田年禽 (A. D.

515)主主像記

A. 門口東壁の上段，うちがは宇分に延昌四年禽がある。

よくまとまった交脚菩薩白梅扶禽て、ある。三主主とも F裳と

X字形にまじはる天衣をてコけた像で，ほそい長身に千行し

た衣文のひだがうてコくしい。交脚菩薩D足をさ Lへて，地

中から大地母神が上身主あらはしてゐる。

据扶額には折済風式のわくがあり，そのひeうひとうに，

小さい坐悌をうめてゐる。賓壇には建像記があり，左右に

あさい(骨形の供養者が五傑ある。それぞれ大小の差をまう

け，最大のー舗は左方にあヮて柄香煽をもってゐる。主任燈に

簡素で優雅な悌禽であ<00

下害容の建像記Dほかに寵傍に若干の刻字がある。それは

とのそとにある坐悌禽のためであらう。うへは

悌弟子王乙。主主弟建石像一直。

とあわしたは

悌弟子張口口

とよめる。

さらに，との悌禽のしたには，よ b大きな尖挟禽がある。

たピ治しいととは，いま門口をふさいだ土壁のうちにうま

ヴてゐることである。

B.治像記はうぎのごとくよまれる。

惟口代延昌

四年五月十

四日

口尉都統

華堂奮宮二

亡

七

震

翰

井

医

鳳

靭

1
王
?
安
繭

?

常

弟

誌

国版解説 63-71

悌立侍菩薩

比丘道口口比ロ

最後a:>r比丘道、」は右fJl11勢頭の俗名であらう。それにう
いだ犬小の二倍にも，それぞれ「口幹Jr沙門道初」と彫って

あり，また充側の二信にもそれぞれ「比丘口口Jr比丘、、」

と彫ヮである。遁像に繭暫J七悌とあるのは，うへのま宣像に照

R草して，興味がふかい。(銘"s[高約0.14m)

Pl. 70. 第三十五洞明窓西側

天井はたびらで、ある。その天井いっぱいにある大蓮華は

幻l洛してゐる。左右の担1段はほとんど垂直にたつが，西墜

には烏に駕した三百六腎{裂が草子さめられてゐる。烏はもち

ろん金麹烏て、あって，第八かl 門口のごとくヴイシュヌ Vi~1，1u

紳(本書，第五省，P1.17)である。とれに釘する東側 (Pl.7め

には牛にのる六皆紳が星うり，第八洞(第五巻，Pl. 13)同様シ

ウョァ Siva紳て、あらう。ほそい草調念特格で，六つD手には

なにももってゐたい。かへつて第三手は「なげし」をさしあ

げてゐる。賓冠も簡略で，左右に角Dごとき三角形がたち，

まんなかに蓮華があるDみ。衣裳も，ふうう白菩薩にみる

ことく，T裳とX字形の天衣とである。烏は水禽のごとき

ながい頚をもち，その屈曲は異常主主緊張主しめしてゐる。

もちろん，頭部や脚は猛禽類D様相とするとと，第八制D烏

にななじである。尾は，第八洞白鳥とちがって，たかくあげ

てゐるらしい。(明窓高1.30m) 

Pl. 71 第三卜五i同南愛東禽三カァ Vャバ調伏

すヮかり黒〈すミけてゐるDは，ちかごろまで人が住ん

で，とD隅で煮たきをしたからであらう。

一部分破損してゐるが，あきらかに三カアシャパ=調伏の寵

(Rub. XIA)である。第六洞(本書，第三省， P1.51)，第七洞

(第四谷，P1.82)，第十二洞(第九者， P1.22)，にもあり，物語D

すじはそD都度解説したが，と Lでは，まはりの山獄形Dあ

ひだに梯子が二うまであらはされ，とれをのぼって防火に

うとめてゐzパラ毛ンのあるのが特異である。水をはとぷ
パラモンたちは，みな腰イ日だけ白線形で，高警をつけてゐる

Dはいふまでもないが，と Lて、は痩せとけて骨をあらはに

してゐtJ:いのが異例である o UI獄は重墨とかさえ主り， ~章，鹿

虎，猿猿のやうな動物があらはされてゐるのは愉快である。

また右がはには，まるい図扇ゃうDものと水瓶とをもった

借Jt対ちとくにあらはされてゐるDは，主主にをあらはずので

あらうか。一宿を乞びにきた樫曾であらうか，それ eも改
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宗して僧形になった カアシヤパの一 人をあらは･したのであ

らうか｡

喪中の生体は頭部と両手をうしなってゐるo 左手があれ

ば調伏した火龍を患さめた憐鉢をにぎってゐたかも知れな

いo Lかし,階段式衣文のもっとも蓉達した像で,その密接

して急がれるひだは茸にうつくしい.裳は左右にひらいて

｢もかけ座｣になってゐる｡

したの膜壁には東壁-連緯して供養者の行列(R11も.XI工E,

F)がある0第十九西脇洞の供養者たち(本書,第十三憩,Pl.

133)と券忽じゃうな冠をつけてゐるO(寵高約 1.80m)

1 A.GrLmWedel,AJt∂ù〟丘をtzJCJieKultstattenl紹Chme∫ゐC/I-Tur-

hstaJZ,Berlm1912,FIE.18.

pl.72.第三十五洞 南壁 西条 降魔成道

さきの三カアシヤパ調伏寓に封磨する位置にあるo黒 く

くすぶってゐることもおじである｡ こLの本尊もかなりこ

ほれてゐるが,とにか く大地 を指す鯛地印 bumi孟palSa

mlldl豆はしてゐないC まはりの魔衆は,さまざまの悪魔怪

初 (Rub.XIB)をふ くむが,第六洞のそれ(本書,第三巻,P1.

105)にいちばんちか く,しかも第六洞ほどに緊培な構成を

とらないO左したに魔王パァピィヤアンP豆pl'yan(波旬)がを

わ,これを別してゐるその息子がゐるO右したには魔王)i

アピィヤアンの女たちがゐるoた ゞどれが本衆の女であり,

どれが化せ られた老女たちであるか を,指摘できないのは

遺憾である｡(寵高的 1.80m)

pl.73.第三十五洞 両壁 と東壁

としには南壁の東部,さきの三カアシヤ)1調伏轟 (p171)

のうへがみえてゐる｡それは傍の立像であるD左がはが破

損してゐるのでよくわからないが,こ ｣に数人の子どもが

ゐて,アショカ王因縁健かと息もはれる｡これに封慮する西

部上層には儒童本生像(Fig.33)が彫られてゐる｡こ ｣から

明窓東側の牛にのった多腎蹄の像がみえてゐる｡

東壁は全面にわたって大きな交脚楯扶寵を彫る｡ 膜壁に

は陸幕のしたに供苓者の行列(Rub.XIIE,F)があり,最上層に

は二段の坐悌列寵と三角垂飾背があるO楯扶頗(Rulコ.XIIc)

に折原風式のわくがあり,その一々に坐像を患さめてゐるO

本尊交脚讐薩は,両手と前額をうしなふも,その面貌はゆた

かで,化俳のある賓冠 (Rllb.XIIA)も堂々とし,しかも肩に

か ＼る天衣,膝にか ＼る下蓑が大きく末右にはねて,堂々と

してゐるO天衣は,普-でⅩ字形にまじはt),こ Lに大き恵

璽環があt),また天衣にそうて頚飾 (Rllb.XIIB)もみられ

る｡これに磨じて,菅笠脂も足も堂々とし,第四洞東壁の交脚

像(本書,第一巻,Pl.114)にもっともちかいo 洞口に延呂四

年 (A.I).515)の怖寓があり,もとより,それ以前のものであ

ることはあきらかであるが,おそらく大和末年の営造と寮

せられる｡左右の崩に年蜘思惟の菩薩像があること,つね

のごとくであるが,その彫 りは比率変的あさt/t｡なほと｣で

注意すべきは相鉄の左うへにつくられた浮彫浬梨像であ

るoこれは雲間における数すくない浬契像の一つである｡

(壁高4.60m)

pl.74A.第三十五洞 東壁 左上部 浸輿像

73.第三十七洞 東壁 左上部 自象受胎

A. 翠身光 を習おうたま ｣,ぎこちないかっこうでよこ

になってゐるO棺とか,火はあらはされてゐない｡まはわの

人たちは,頭髪をふ わみだして,なげきかなしんでゐる｡患

くればせにかけつけたマ-アカアシヤ)iMahえーⅨ豆gyapaは足

もとにあらはされ,碍尊の足を両手でふれてゐるo北涼曇

無葡評 『併所行讃』(大JE犬猿控,第四象 p･52)に｢き熊運河

表をわた り,過去諸燐の滅反した支投のところにいた り,午

頭栴檀および諸名香木をつみ,悌身をう-におき,そ ゝぐに

衆香油をもってし,火をもってそのしたを焼 く,三たび焼 く

も燃えず,ときにかの大力アシヤパまづ王舎城にすむ,俳の

淫楽せんとするを知 り,巻尾かれにしたがって蘇る｡浮心に

妙厭を脅し,世尊の身をみんことをねがふ,かれの誠願の

ゆゑに,火滅してもえや,カアシャ,1の菅尾いた り,悲歌しと

もに顔をみ讐足に敬柁す,しかるのち火すなはちもゆ｣とい

ふ｡像はいかにもぎこちない表現(Rub,XIIc)である｡(倭

高的0.60m)

B これは第三十七洞の東壁,前者とまった くおなじや

うな位置にあるO搾尊が日みち,時いたって自像になり,マ

ァヤア夫人の胎内に入る憐棒の一節である｡西苦の愚衆頚

等『悌所行讃』(大正大赦控,第四巻,p･1)には,た ど｢かの象

天后において碑を降して胎に庭す｣といふのみであるが,丙

膏の法護詳 『普曜挺』(大正大抵絡 第三巻,p･491)では,｢菩

薩たちまち兜術天Tugita上より威菜を垂降し,化して自象

と怠B,Tjに六牙あり諸税寂定,蛮首奮種,光色銀塊,眼鼻晃

畳た り,現る ｣に日光よりし,所を胎に降す,右骨におもむ

く,､､､∃三后潔妙なり,ときに卓然として麓ぬ,忽然とし

てすなはち覚め,白象三光色か くのごとく,爽 わて胎に東す

ち,その身安和,はじめより,いまにいた るまでいまだかっ

て見聞せず,身心安環,なほ輝におよんでiE.受むいたすごと

し｣といふO患:がい天蓋は王妃マアヤア夫人の壊休で あら
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う。したに伎女たちDねむってゐるのは，出家撤城D場面

と問巧である。つまり夜である。額算は，象D うへD須瀬康

白うへで，だれかにだかれて，天くだるととろである。象は

鼻をDばし，四肢を前後にのばして，いはゆる ftyinggallop 

の姿勢(Rub.XIIH)である。(高約O.58m)

Pl. 75. 第三十八1同一第四十一洞

第三十八前D ととろから岩壁がすとしひいてゐるゃうで

ある。それで第三十八ci同， D澗は西にひらいた箔であ::50

だから西壁は前懸になり，東壁は奥壁に在る。第三十八洞

は中位にひらかれた石窟であるが，ひじゃうにかはった石矯

で，外壁上部に長女CD;t圭像記がある。

第三十九洞はいはゆる西方塔洞で，上部左右に日月窓が二

つある。 とれに隣接する第四寸洞は前方崩壊し，一部埋浸

してゐるが，像はヴォリウムがあり，わりに古風えにととろが

ある。第四十一洞も前面が崩落してゐる。こ¥になると床

がいちだんとあがヮてたか〈たってゐる O とれから西にゆ

くほど床はたかくなり，岩壁はひく誌なる。とれを白ぼり

うめる.':，つひに蓋上にでるDである。

Pl. 76 第三十八洞外壁

中居にアアチ形の洞口をひらいてゐるDが第三十八洞で

ある。洞口Dふちには交龍形Dかざりをつけたかと沿もは

れるが，とはれてゐてよ〈わから主主い。西がはには，たしか

に力士像の残骸がみとめられる。けれども来がはは岩壁が

すぐ南にをれてゐる白で，それだけD絵地がたい。はたし

て片方だけであヮたのか，他方が，南にまはってつくられて

ゐたのか，あまりに破損がひどいDでわから在い。

そDしたrDA洞， B洞はともに前面Eうし主主って，いま北

壁を露出してゐるが，前者は坐{弗，後者は二悌並坐を本主主と

してゐる。悌禽はどちらも尖扶形である。まはりの透像は

綿密で，第四十一洞(Pl.101)に似，たにか働f専闘でもありさ

うたゃうずである。

C市lは第三十八澗とななじたかさにあり，西面して口を

びらいてゐる。奥壁，ずなはち束壁は，二偽並坐の尖挟寵ら

しく，右壁，す左はち北壁は坐f弗D尖挟禽である。第三十一，

第三十二洞附近とちがって，天蓋告のあらはれ呂と圭がす

くない。D洞も，右壁洞口にある右協侍Dううくしいすがた

が，と、からみえる。とれは石窟杢強がf弗禽のごとし内壁

に悌寵をもたね式で、ある。(洞口高1.24m)
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Pl. 77. 第三十八洞外壁呉氏造像記

たて1.05m，よと O.70mrD長方形で，整然とか、れた迭像

記である。ほそしゃ Lやさしい字であるが，北碑の特徴は

充分にもってゐる。雲間第一の長文である。

犬幽宗コ玄玄色主.明

際

長口啓正号受塁之悟。遜逢儀滋口口@口以腎叙

口之敬。於是口於元歳。徳口来f世世者突o

合生布有A 議。莫不須慈。以樹善根。援以望号

常。巻善子f寺時。屈指常浪。皇上口盛口字。

化超唐虞。況乃世蔭璽徴J幸体玄口者

哉包英氏忠f章。主主亡 d息冠軍将軍華口侯

央天恩。治信井窟。漏依奉倒。妙安口ロロ

沈々鷲ロ真容之在於虚察。麗口口口

口

口

口

口

口
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此

一
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藷

騰

融

子

立

於

，

m
成

熟

口

口

治

?
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而

頚

遺

物

寧

?

千

口

累

暴

零

書

真

由

口

迦

辞

高

誼
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々
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口口口。口有深悟。白石口光。依徴ロロ

ロロロ口。願口亡F己。常謁口口。

第三十八洞の小窟に封し，とD完備した迭像記は，すとし

不似合にも沿もはれる。かへって第三十九洞のためかとう

たがばれるが，よくかんがへると，との第三十八洞はなかな

か凝った異例の石窟で，かへって，と白石窟にとそ，ふさはし

いといふ気もする。とD窟の字も賓とか Lれてゐる。(長約

1.05m，高約0.70m)

Pl. 78. 第三十八洞北壁東部浬架像

とれもめづらしい浬繋像である。第三十五洞のそれと同

様民家身光を沿うた悌の立像が，そDま Lよζになってゐ

る。枕もとに一人が頭をさ Lへ，足もとに一人が足にふれ

てゐる。足にふれてゐるのはマハア・カアシャパにちがひな

いが，枕べの一人はだれか不明て、ある。(弗母マアヤア夫人か

も知れない;光背白むかふには髪をふりみだして，たげい

てゐる人たちが五人ゐる。

さらにうへの一段には，柄香殖をはこぶ倍，合掌する僧を

8S 
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五人ならべてゐるDまたしたの一段には奨器を奏する染人

たちが六人ゐる｡ 浬解像に関係あることくでもあり,ない

ごとくでもある｡最後はとしにみえないが,膜壁になって,

傘蓋と羽藻の行列のやうすであるO(幅約OA=Om)

1 水野清一,長庚敏堆『響堂山石窟』京都 1937年刊,plBB.

pl.79.第三十八洞 西壁 下部

せまい方形の右肩であるが,この西壁には,僕の倍生陵が

あり,左右に俳の立像が二惜づ ｣あるoLかし,その意味は

わからない｡したの蜜壇には,まんなかにほそい銘直をの

こして,左右にあさい浮彫の供養者たち (Rllb.XIVA)がゐ

るO左方は男子,右方は女子で,すらっとした背のたかい像

だが,背後から双角の小童が蓋をさしかけてゐる｡行列の

まへにはそれぞれ一本の太があって,たくさんの枝をもち,

その枝には一Tノな花がさいてゐるが,その花のなかから童 子

がのぞいてゐboつまり『凝滞紗』(大正大赦経,固像第四

番,p.78)の阿禰陀五十二身像であるO これはめづらしい
㌔

存在であるo東壁の蜜壇にも,枝ぶ りはちがふが,やはり同

様な化生樹が一割あるo(蜜壇高約 044m)

l 水野浄-,昆炭敏確『龍門石窟の研究』,p･34.圃がらは『贋羅紗』

のによく似てゐるが,そ9)説明が本′衆のものであるかどうか恕ぽっ

･=･･'.･､tJ

pl,80.第三十八洞 天井

pl.81 第三十八洞 天井 騎象普資

とのせまい天井のまんなかに蓮華の花(Rllb.XII工A)があ

るoその他は格間になってゐて,梁の交叉鮎には銭がはまっ

てゐるO格間のなかには奏発の飛 天が一髪づ 1とんでゐ

る｡そのうち西のおくには,相むかって大鼓と擬の二人が

奏禦してゐる格間があるOところが,なかの格間が,またか

はってゐる.蓮華の東に,飛邦する鳥にのって,両手の日月

をさしあげた神像があり,蓮華の西には,象にのってとんで

ゐる菩薩があるo 象にのったのは普資菩薩であることはあ

きらかであるO左手になにかながいものをもってゐるが,良

にかわからないo象は四肢を完金にのばして 点yinggallop

である｡もっとも不思議な意匠はまんなかの蓮華である｡

-見た 蓮ゞ華文のごとくみえるが,よくみ ると随分複雑遼

ものであるOまづ,子房がすこしふくれてゐるが,この子房

から四方に四煤 の双警童子がで しゐるOはだかではないが,

重子で,ノ化生 alユpap'-tdl止aたるとと,あきらかであるOこれ

に封し,こんどは反戦のむきに蓮上の化生が四骨豊あ らはさ

れてゐるDそれから,その化生から化生にわたって,-鰭の

龍形があらはされ,これに高鷲形の天人が乗ってゐるやうで

ある｡はこたして,いかなるところから,この複雑な意匠をか

んが-だしたのか,箕に,不可思議といふはかない｡(蓮華径

約0.45-0.58m)

pl.82 第三十九洞 外壁

pl,83 第三十九洞 外壁 門 口 扶額

第三十五洞,第三十七洞に似た洞口で,左右に力士像があ

り,うへに唐草文の扶感がある｡そのうちでも,こ ゝの唐草

文 (Rub.XVA)はもっとものびがあって,流麗である｡う-

に明窓が一髪あり,まんなかに坐俳寵があるoまた,扶額の

左右,門口の左右にも,それぞれ小さい73:がらに,石窟が一

つづ ｣ある｡(門口高305m)

pl.84A.第三十九洞 門 口 東側

B.第三十九洞 門 口 西側

A. 門口はアアチ形をしてゐる｡側壁は迫刻の悌桑でい

っぱいである｡東側では,そとがはの桐扶桑が顕著であるO

楯扶寵には交脚菩薩像が患さめられ,い愛は頭部(Fig,39)

をうしなってゐるが,細密な衣文が うつくしい｡左右に牛 伽

.思惟の太子像があb,そのうへに飛天がとぶ｡

うちがはにはや ､大きな坐憐察とそのう-に浮彫の三暦

塔があるo覆鉢が大きく,利枝が一本ほ､そくそ Lbたってゐ

る｡この新は異例である｡(門口高3.05m)

B. 西側は上部に大きなぶかい併寓がある ｡おしくも併

頭(Fig.40)はいまなくなってゐるが,身確はよくのこってゐ

る｡ 均衡よく,表文もなだらかでうつくしいOそれにまる

い,ひくい遷座の作ゆきが温雅である｡左右の蓮i屋上に協

侍がたち,寵は質素な天蓋形であるOこの燐寵 のしたに,普

た坐俳の尖秩寵と坐俳の天蓋寵が一つづ ｣あるo天蓋寵の

うへ左右には文殊像と経歴像とがある｡(門口高 3･05m)

1)1.8,t).第三十九洞 南壁 東牛

p1.86 第三十九洞 両壁 西宰

甫壁には門口があD,明窓が二つある｡そのほかでは,天

井に接した天蓋かぎ りだけが常初の意匠であるOレ､ま,壁

画をおはふものは追刻の小乗ばか りである｡た 東ゞ部,窓

したに二段十一寵の坐俳があるが,これは周壁の千俳寵の

つ ゞきであったかも知れぬ｡

追刻の酔余はまった く不規則な配置であるが,あまり大

きなものはないoそれで,自然彫 りのふかさも大差がなく,
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定の調子が援金慌にゆきわたっててゐる。腹壁にあたると

とろには，や L大き友悌寵 (41，42，67，68)がある。しかし，

いたんでゐるととも，もっとも大である。本書主主kどはほとん

どわからないが，東端の措挟寵(41)は坐偽をヰなさめてゐて，

この黙は異例(Rub.XVF)である。東部D中居には安附l椅

扶寵(Rub.XVG)と坐悌挟寵との典型的た複合寵(35，36)が

二組ある。かたり細密主主彫刻で，二者ほとんど同ーである

が，下居脇侍Dー封が一方(35)では菩産主であり，他方(36)で

は悌と菩薩であ呂。また，賓壇銘区白左右がwJ者は坐像列
盆であり，後者は惰坐f弗の列{換である。ととに後者D脇{弗

立像は右が儒童本生て、あり，左がラアフラ因縁像であると

とがわかる。とD二つD悌禽のうへには左右に交脚栢扶禽

(28) ~二悌並坐尖扶翁 (27) 止があ Z。とれも，たぶんー封

Dつもりて1あらう。

とれに熔宇呂阿部中居は，ほビ中央にと Lのった二悌並

坐尖挟禽(58)がある。治しくも頭部をか〈が機細t:J:作ゆき

で、ある。と D悌禽のしたにー封(64，65)，元にー劉(59，60)， 

右に一野(56，57)の尖挟禽があり，また右にー聾tv楯扶寵

(51， 52)があるが，それらはそれぞれ同形の悌寵であZ。た

ピうへにあるー封の栂扶寵(53，54)は，交脚菩薩と坐像と栴

射して，まさに一組の複合議止命もはれる。

さらに門口のうへ，明窓のあびだも，偽禽の配置は不規則

で，彫り Dとされたあらい壁も，悌禽のあひだにみられZ。

さうして一部分に，天井に援する天蓋舗がDとってゐる。

(壁高約6.00m) 

Pl. 87 第三卜九1同東蛍北宇

P1. 88 第三十九i同東壁南半

束壁は，三角垂箭の天蓋かぎり以外は，全面千悌列禽で

るる。 7己ビ腹段にあたるところは千悌列禽を彫らたかった

らしい。と Lには遺言計Uv悌禽がみられる。千悌列禽は九段，

最上段で二十禽，総数百九十前後と沿もふが，中央D二段六

議分には坐{弗D楯供禽をう〈ってゐる。とれは，とD千悌D

属する一世界，もし〈はー賢劫 kalpaの主正稿ずべきもの

であらうか。どとD千悌穫にも，たいていつくられてゐて，

菩薩像のばあひもある。(壁高約6.00m) 

P1. 89A 第三卜九洞北陸商学

B 第三十九1同北壁東宇

北壁も千悌列詣で烏ほはれてゐるが，破損はもっともひ

どい。中央に一大鑑D あるととも東壁にヰなたじである。

(壁高約6.00m) 
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p!. 90A 第三十九i同西壁南宇

B. 第三十九f同西壁北半

と誌は東壁より多くて十段，それから最上段にはご十二

の悌禽がある。まんたかに坐悌楯扶禽Dあzととも束塁去に
おなじてヲあZ。全面に保脊朕態よく，腹壁D追加諸寵もわ

りによく Dとり，機細友作ゆきをよくったへてゐる。(壁高

約6.00m)

Pl. 91.第三卜九洞方柱南面

石痛の中央にたっ方塔て、ある。すっかり，木建建築の塔を

まねたもので，第一，第二桐D塔よりも忠賓にできてゐる。

金捜で五厨あるが，基壇がいたって大きい。そとには風化し

きった這君!の小禽をみるが，営初の遺構をしめすものはな

にも左い。あるひは，とのととろ未完成であったDか正訟

もはれる。

車干の問はあさいが，木瓦葺にたるきのある軒で，とれをう

ける斗挟がある。塔身 (Rub.XVD)はそれぞれ五聞にわけ

られ，間ごとにそれぞれ併禽を恥さめてゐZ。第一居は二

悌並坐の尖扶禽在中心、に，侍坐偽失挟普E一ついで坐f弗失扶寵

を公〈。第二居は坐悌尖挟書官を中心に，安脚悌，ついて怜坐

併Jを公くが，扶額は束端でまちがって，椅挟普Eにをつてゐる。

第三}冒は交脚楯扶禽と侍坐併尖扶禽とを交互にヰヶき，第四，

第五暦はみな坐(弗尖扶禽からなる。(塔再;;t."J5.90 m) 

Pl. 92. 第三十九i同方柱東南隅

Pl. 93 第三十九i同方柱西南隅

とLには，京商と西国との悌寵のちがひがうか立はれる。

東西は南西に似て，第一局(Rub.XVB)はみな尖挟禽，中心、

に二悌並坐を3まきながら，左右禽には侍坐併を会さめてゐ

る。第二暦は中央三つを，第三}膏は1"]1央一つを尖扶寵にし，

前者は侍坐悌，後者は坐悌を中心とする。南国各居とは，そ

れぞれ相違するが，西国第二居，第三層(Rub.XVE)とは完

全に一致する。たピ第三暦の交脚i設D うち，東部D二時は

菩薩i翠，商面白二慢は(弗像で重うるらしい。両面第一層(Rub.

XVc)はなく二禽D扶額破演するも，みた坐併であるから，

扶額もみ友尖挟形とみとめてさしっかへあるまい。第閉居，

第五唐はみた坐悌尖扶禽で，すとぷる皐調である。隅の楼

はみt:J:扇橿の形式であるが，最 k麿の東南角だけはちょっと

ちがってゐる。(南面第一f訓百，約1.95m)

Fl. 94. 第三十九1同方柱西南隅上部

塔の最上房は，須爾山になって天井に援するとと，第一洞，
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第二洞に息なじであるo須鳳 Ilは胴がくびれ,龍蛇がまき

ついたやうになり,また上下に四角のわくがはまり,その四

隅からは上下にむかって角状 の突起があるO これは塔上の

隅かざり(P1.8も本書,第九巻,Pl.24)から奨化したものであ

らう｡

pl.9,～)A. 第三十九洞 方柱 東面 上部

B.第三十九洞 方柱 東面 第-唐

A と｣には天井にのびあがる山峰がみえてゐる｡雲岡

初期の山峰よりは,するどくとがってゐる｡ 山峰の輪廓に

そうて刻線があり,中央は大 きくくぼんでゐるO ところど

ころK:,刻線できざまれた樹木があるo

B かなり破損はあるが,各寵はみな尖扶桑(Rllb.XVB)

であるO南面と急患じく,中央が二併並坐,つざが倍坐俳,

はしが生体である｡ね もとに追刻の′ト寵が二三みられるo

(軸部高約0.85m)

pl.96.第三十九洞 天井 南部

天井は,塔上の須摘LLlを方格のなかにおさめ,そのまはわ

を格間にしきってゐるO南がはの二間は,方形でそれぞれ複

合の蓮華文を患さめる｡その左右は,不整形の四連形で,そ

れぞれ紬形の飛天を患さめてゐるO飛天は第六洞の様式に

ちかいが,より繊細であるo

pl.97A.第三十九洞 天井 西部

B.第三十九洞 天井 東部

A. 西部はまんなかの二間に三面四腎の神像と盤龍とが

ある.神像は足ををって安坐し,右の第二手に日,左の第二

手に月をもってゐる｡第-手は胸と腰にあて 1ゐる｡ 腰布

だけで,上身は裸形であるo三面とも高撃をつけ,わDにや

さしい顛たちである07スラAsura紳とでもみるべきであ

らうか｡龍はまるくうづくまってゐて,力づよいO前脚の太

いのが目につ く 0 両端の不整四連形に飛天を配することも

南部におなじであるo

B.東部は,中央の二間に三両四腎の神像と蓮華文とを

おさめるo おなじく脚ををって安坐してゐるが,きはめて

ぎこちない足つきである0第一手は陶ま-でなにかまるい

ものをもち,第二手は肩のう-でEl月をさ＼げてゐるo 三

両の顔E3:,そのできわるくもないが,肢態のあつかひが一般

におぼつかない｡となりの問の襲葦文も,方形直をうめる

ためか異様で,第八洞甫壁の欄間(本書,第五巻,Pl.86)にみ

るやうになってゐる｡ 左右雨はしの間の飛天は崩落して

夜にものものこしてゐないO

と＼から北部中央の蓮華文がみえてゐるが,その他は

っか りこほれてゐる｡

pl.98.第三十九洞 天井 西南隅

隅の不等逢四速形には,か ういふふうに飛天が配され

ゐる｡二つともお夜じ方向に,患なじかっこうでとんで

るoとくに西部南隅のものは頭を水平 によこた-て,そ

柔軟な重曹豊をしめしてゐるO三面四幣の神像は,さき(

97)にのべたごとくであるが,その肢態のあつかひは,飛

恵とと雲泥の相違であるO

pl.99.第四十洞 北壁

年分崩壊してゐるが,第三十四洞によく似た石窟である

北壁の本尊はもうないが,秩額は豊麗で,立像らしい左脇

もか太りゆたかである｡秩額の左には合掌の供養者群が

D,上暦には千併列寵二没と天蓋節があって,天井になる

天井は格天井で,蓮華文がある｡ 東壁は交脚菩薩 (Ru

XVIA)の楯挨寵である｡(高約400m)

pl.100,第四十一洞 北壁

この石舞も崩壊して,北壁の天蓋寵が(Rllb.XVIB)露

してゐるO 鱗形と三角形の垂下する天蓋で,左右に流蘇

さが り,急かに払きしぼった陸幕があるo寵がふか く,未

成の坐俳がある｡頭部はあたらしさうであるが,

格は北魂 のむかしをしのぽすものがある｡天蓋の爾わき

悌俸園をしめす浮彫があるO(壁高約2･90m)

pl.101A.第四十一洞 北壁 西部 浮膨侠侍

B.第四十一洞 北壁 東部 浮彫焼停

A. 四段あり,うへは摩滅し,つざの第三段は降誕の場

(Rllb.XVIB)である｡ルムビ三園の無憂槍Agokaに手を

けたマアヤア夫人,左のわきから揮尊がとびだしてゐる｡

れをうけてゐる侍女,さらにこれをだtJlて夫人にみせて

る侍女がゐるOむかって右端の人物はその父,浮飯王 Su

dh〔}danaであるよりは,マアヤア夫人であらう0第二段は,

子吼の光景であるO馨身光を習お うた裸形の小鬼が,恵

かまるいものを,ふんまへてたちあがってゐるC,左右に讃

の大衆がゐる｡第-段は濯頂と占相の=陰画かとおもふO

な り摩滅してよくわから73:いが,むかって左は濯頂 らし
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右は占相らしいo まんなかに立ってゐるのは太子で,右端

が占相のバラモンbr弘mapaであらうo

B, 四段からなる0第一段にはながい寝休(Rub.XVIA)

がある｡やおらおきあがってゐるのは太子であらう｡妃の

すがたはまったく消 えさってみえ患い0 第二段は出家螺∈城

の光景であるO天人たちは馬の足をさ1-てとんでゐるO

第三段は一半が白馬カンタカKapthakaとの別離,他の一半

は鐸是政,滞河々畔の苦行陵であらうか｡第 四段 は奉手形

の坐解である｡降魔成道か,あるひは鹿野苑 叫1gaLlavaの

初樽法縛であらうか,たぶん前者であらうi=おもふO

囲 版 解 読 95-106

pl.】02 第四十二洞-第四十六洞

こ Lには第四十一洞の西端から,第四十二,第四十三洞の

や しと｣のった洞を-て,第四十六A洞の未完成塩まで,雲

間最西端の諸肩がならんでゐるO-投にははなはだしく荒

贋してゐて,とくにいふべきものはないo監もどく払く｣,

自然の露頭をわづかに加工したばか りにみえる｡ しかし,

恵しめに竪 りこんでtJlつた岩両はたしかに壁面をとしの-

たあとであって,これ よ り西方の自然の露頭とはや しちが

ってゐる｡

西 醤 石 窟 ミ呉 官 屯 石 窟

pl.103 両潜 と呉官屯の石窟 をのぞむ

石窟のある丘を西端までたどり,西の方をのぞむと,この

景色であるo封岸に道路のあがってゆくのは左雲-の構造

であるD そのむかって右手に石をつんだところがあるQこ

こに二つの石窟があり,いま,これを魯班峯,また西潜の石

窟といふ｡

また目を右の方に韓すると英官屯の部落がみえるoこの

河岸の岩壁に十ばか りの石塙がある｡以下これらについて

,W介したい｡

pl.104A 西輝 北洞南洞 外壁

13.西常 北洞 門ロ

A 南北にならんだ石清で,崖は石でつみあげてあり,節

面にはちょっi=した鷹揚がある｡もと木造建築があったとみ

え,た くさんの梁孔があいてゐる｡ 繭石窟のあ弘だに俳寓

が弘とつある｡

Ti,北洞の門口は,ほんのわづかであるが響曲してゐるo

hま破損はひどいけれども,扶癖に合掌終生の天人像があ

ったことが知られるo

pl.105A.西音響北洞左奥隅

B.西轡 南洞左壁 千侠列金

A 北洞は下牛部が崩落してゐるが,仝壁千憐列寵の石

窟であるotLlま上層の三,四段がわづかにみとめられる｡天

井に揺する天蓋節の部分は,もっともよくのこってゐる｡三

角垂飾があり,鰭南のひだがあり,これらをたれる天井なげ

しの一帯があるOこれでみると,隅まるの四速形であるO

天井には,いま,なにものこってゐ患い｡(天蓋垂飾高0･30m)

B これも杢壁千俳の石窟だが,坐燐は北洞よりも大き

く,それだけに段はすくなく,四段しかないO全壁をめぐっ

て,一段におよそ三十二堰 の俳像があるo怖像には寵がつ

くられず,刻緑の馨身光を息ふO併像の頭部はほとんどの

こらないが,彫刻は単純で衣文はあらはされてゐない｡骨董

脂はしっか りしてゐるが,ぎこちないかっか うであるO最下

には襲郷の一帯があり,最上 には天蓋飾が あるo(壁高

2.60孤)

pl.106A 西漕 二俸並坐鳥

B.典官電 窟名辞

A. 南北二者のあひだにある-小悌寵であるOか在りあ

れてゐることは,こ Lにみるとほ りである｡後期の作であ

ることはもとよりであるが,わ りにゆたかな身硯つきをし

てゐるo

B 臭官屯の部落の南であるO川にせまったひくい崖に,

黙々としてかうした石清が払らかれてゐるOだいたtJ,西方

諸洞に似た石窟で,つくられたのも,そのころとみてまちが

ひないであらうo
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雲 岡石窟西端譜洞

第 四十 八 固 第二 十洞 出土 □統 四年克

Fig･14只 TiiewithDateofA･〇･1104･excavatedinCaveXX･

第 四十 九 囲 第二十洞 出土 北親 玉錬

Flg･49lWu-chuCoinorNorthernWeiI)ynasty,excavatedinCaveXX
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附 錬 1

雲 岡 馨 掘 記 2

去る1938年五月における第八洞前縦温 第九 第十洞前置梶についで,1939年九月と1940年九臥十月,十一

月にかけて,曇曜五窟前の整地にともTLふ蓉梶をおこT3-ったOまた1940各 かねて間組にしてゐた董上の寺院を

たしかめるた馴 こ,東部董上と西部重上において登梶をこゝろみた｡それとともに,1938年試掘をこゝろみた龍

神廟と第五洞東部の出土品についても,記述をおよぼしたいとおもふO

曇 曜 五 窟 前 整 地

1939年秋九ノ臥 石沸管理塵は石窟保護の見地から,石窟内,あるひは石窟前の民家約六十戸を路南に移蒋せ

Lb,境域に石垣をめぐらした｡境内の大きTl起伏は,だいたいそのまゝTEがら,いちおうの地TEらしをすまし

たので,第七,第八洞のまへからはるかに西方譜洞のあたらまで,一望にみわたすことができるやうになったOこ

のとき,第十四で臥 第十五洞,第十八洞の石窟をとりこんでゐた民家を,.すっかりとりこはしたので,こ かゝら若

干の石窟噺石(本書,第十三･十四番,Pl.r)0-67)があらほれた｡

1940年は,第十六洞から第二十洞にいたる清掃をしたO第十七洞は床がふか くうもれてゐたので,七月二十

三日から,羽舘易氏が撮影のかたはら蓉免 三十一日にいたったoその結晃 若干の断石があらはれたが'かTSら

やしも第十七洞のものにかぎらねやうであったo最下の足のあひだからも俳優の断片がたくさんでたO七月二

十四日には石窟のまへ30.00mばかりに東西にはしる士披,たぶんある時代における雲間鎮城の北壁とおもはれ

るものから,干焼金の破片がたくさんでた｡′ト破片のみであったが,朱をあかあかとぬって,わりに地肌が保存さ

れてゐた｡それとともに陶製の賛冠のごときものが出土した｡

九月二十五日からは本格的に曇曜窟前面の大整地にかゝわ,日比野丈夫凪 小野暦年氏が監督し'人夫は五

六十人から七 八十^,多いときには二百人をこえた｡ この整地にともT3って若干の登梶をおこTlったO まづ第

十九洞の洞口基準から南17.00mの南北に,幅2.00mづ のゝ東西横溝を据 わ,石窟内に雨水の流入せねや うにし,

さらに南北の縦溝(FIE.56"57)を第二十洞まへにとほしすく｡その結果,東西横溝はちゃ うど岩床(本書,第十三,十

四各 PlanI)の南線をはしることにTEわ,以前の山容を推察する手がゝりなえたO第二十洞まへの南北終溝は'

雲岡鏡のこほれた北壁をつきぬけ財碑廟のよこをとはって南に逢した.第十九洞ま-にも南北の縮溝をとはし

た｡その幅は東西横溝より南は帽4.00m,北は幅200mであるO この北港から遼の増床がでた0第二十洞は土
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雲 岡石窟 西端 譜 洞

の堆積がかTi:り全面的にあったので,これをのけると,かなりの大を梶になり,北親束の包含啓があらほれたoL

かし,整地に主限があり,費梶が第一の目的で7;かったので,この程皮でや軌 十一月二十六日終了した｡遺物は

散費的に尊兄されたが,大部分は近世の堆積でとくに珪意すべきものはTfかった.

第 十 九 洞 蓉 掘

第十九洞まへには,東西横溝のほか前記のごとく幅200m,7言が さ 1;-).00mの北濃と,帽 400mの南溝とを採

った0両溝には古い遺構がT3:く,東西横溝には崖のはしが東西にはしってゐる｡この鹿のはしは,つまり岩床の

南線にあたるわけである｡

iiiiiiiiiiii - =
0 5m

ミ 碧真吾真土葱 aBy,w C,ay

＼ 砕石包含黒褐色土
DarkBrownEarthwEthBrokenRocks

く＼ 岩磐 BedRock

∠一一→培 Einck

＼ シックヒM｡rtaF

- 北貌瓦色合黒土億

｣ 岩磐 BedRock

0 30cm

第 五十 固 第十 九洞 前 発 掘 固

F唱 50･ExcavationinFIOntOfCaveXIX･

門口のちか くから第十九洞本尊坐俳の前面にかけて,020-030m したに方噂をしいた床があらほれた｡も

っとも,この上部の堆積は中央では0･20-030mであるが,左右ではたか く,いまもなほ両脇洞ま-にたか くたま

ってゐる｡このTlかにも崩落した断石があったoとくに大きなのは門口西側にあった大石(Fig･60∫61)で,あきら

かに両壁西部下端の一部であったものであるOその圃滞TE髄躯と去るよるとした飛天とは完壁Tl様式をしめし

てゐる｡方噂はかTiLちながい使用を-たらしく,表面がちび,こまか くこばれてゐるが,整然としかれ (Flg･T,9,

6.2),しかも裏をか-すと平行線僕の印文があって,遼代の噂であることがあきらかである.噂の質もいたって3:

いoLかし,この噂床は壁体の前面だけで∫左右わき,それからお くにはおよんでゐTEい｡お くは岩床がたかく

TEゥて,噂床に接してゐるOおもふに前面は岩がわるくくづれてゐるた軌 噂をしいて平均 させたのであらうo

Lたがって,この大坐価には連座のあった痕速がみとめられTiい｡ひくゝとも連座がTEかったといふのは,不思

議であるが,どうにもはっきりしTi-いのである｡増床の東部はさほどちびてゐTiいが掴 部はすっか りちびて,噂

の上膚大部分が徐々の摩滅でT3:くT;ってゐるところもある｡
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雲岡費 梶記 2

噂のしたはもとより多少の高低があるから一様でTSい｡たかいところでは岩上に石衣をおき噂をおいてゐ

るが,いま噂をうLTfった門 口のしたあたり(FlgHr,0)で検してみると,噂のしたに石衣があり,河原からはこん

だとおもはれる,こまかい砂の盾があり,粘土質の唐があり,こゝには樺裸をまゝふくんでなり'さらにそのした

には木炭73どをふくんだ黒い焼土があり,岩床にTgる｡その噂のしたまでの暦は高さO.･20mである｡この噂床

は洞口から7-800mばかり南にのぴ,その南端のあたらには遼よりもあたらしい噂がふくまれでゐる｡

したがって,この達の増床ibしたは明白にそれ以前の潜 (Fig.50)だといふことができるD こゝには洞口

のしたでみたや うに,噂をしくため020mばか りの蓮施 されてきナ〔土の犀 もあるが,そのしたはた 地ゞTSらしさ

れた地膚で,こゝには砕石 と樺雇をふくんでゐるD案は噂床をあまりこはした くTSかったので,噂床のしたは躍

らTSかったから凋 克嘗はえられTIかったが,でゝくるものはみア;おもい北親元(Fig･･tjS)のみであったD指で波形

をつくった卒元首がた くさんあった｡したがって,これが北魂のむかし,外接のやねをかぎってゐたものであるこ

とがあきらかにTiったD

第 二 十 洞 発 掘

いはらずる白焼爺の膝は以前から土中にうまってゐて,その全容をあらはしてゐ7;かった｡それで孟づこの膝

のまはりの清掃からほじ郎 こO清掃の結果.大俳の膝があらはれたが,すっかり風化して石づみなもっておぎTl

ってゐた(本S,第十四各 Pl.4)oた ,ゞま正面の中央にあたって,遷座の一部(Fig74)がでたo腰の部分 とはたち
きれてゐるが,すそは岩につゞいてゐるや うでめったOといふのは,このあたりのたかきに床の噂があらほれてT

を鳳 まいちお うこの噂床までを目標 とし子沖 らである｡とにか く,われわれの観察 どはり,これが原位置である

とすれば,この遷座は中央ま正面牛固形に小さくつくられてゐたものとみられるoLかも,このところから北魂

の藤造 とおもはれる五鉄鎖(Figl49)が一枚岩に捧してでゝきたことは興味ある事宴であった｡つまり,これによ

って常時の床はこの岩上であったことが知られるからであるO五味壌はうすく,文字 も翰廓もふとく7;いo(Fig･

51,63,本書,第十三･十四番,Fig･14)

うまってゐた脇侍俳の足 もすっかり揺 りだされた｡そのひくい蓬座 も全容 (第十四各 Pl･17)をあらはしたO

もとより風化ははなはだしく,とくにそとがはの足はすっか りTEくなってゐる｡蓬解 も摩滅 がひどい｡脇傍 との

あひだの脇菩薩 も足もとがあらほれた｡さうして脇侍のわきの過剰の小金が顔 (Flg173,第十四%,Pl･19)をだ

した.その協会には職級 可憐7£小俳優があった｡これとともに,ラ-から崩落した砕石(F三g･66)がた くさん出

土した｡

ともか く,せまい窟内を清掃LT叩くと,坐俳のまへには噂床があらほれたOさうして,真正面にあった十数

枚の方噂は遼代の噂であらうが,ほんの残存であるにすぎTlい｡ よりよくのこってゐるのは,そのうへの長方噂

を73ゝ 馴 こしいた東平部の床であるDこれは遼代よりもあたらしいことはあきらかであるoそれから,そのまへ

に両壁の基部(Fig･64=,6r')かとこおもはれる噂づみがある｡これは長方噂 と石衣 とからできてゐる｡さうして

門口側壁にあたるところから東にかけて,きえTEがらち壁のねもとにつゞいてゐるo南壁西半ばからうじてま

だもとの岩壁の基部 (第十四%,Pl.3,4)がのこってゐる｡これより,さらに0･70mばか りはらだして門口西側の

を噂でつくったらしく,その痕速があるO それで最近の門口は380mの幅であいてゐたらしいO両壁の噂づ
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みはたか くうへまでつまれ,崖ぶちの噂づみに連結してゐたものである｡しかし,これが,はたしていつの時代

のものかについては,容易に断定をゆるさないoた ,ゞこの構築は一度すでに崩壊し,そののちの時代に'ふたゝ

ぴつまれたことはあきらかであるoか くて,いま門口のあひだにある石づみは,TLにか供献する嘉のごとくにみ

える｡

さらに洞外に73るが,洞外には崩落した前壁の岩塊が堆積してゐた｡それは第十四番pl･3にみられるごと

くであるが,この巷 (Fig.7幻にも若干しめされてゐるOその噺石中には,脇菩薩の賓冠 (Fig･71)とおぼしきも

の,大俳表文に俵大した切石(Fig.66,70)などがみとめられたが,その他 ま主 として外壁の千体禽(Fig70'77)で

あった｡また,どこか壁面の一部に散人されたかとおもはれる俳名一個 (Flg72)も掘 りだされた｡それに,どう

しても第二十洞にいれることのできfIいものとして,第二十一洞格天井の一部(Fig･78)があったO とにか く第

二十洞の外壁が,曇曜五窟の連横 として′ト千倦怠でおはばれてゐたことはあきらかにTSった｡いまでも西端の基

部(Fig.69)には,TSは原位置なたもつものがあるOとともにその東方のねもとは切石をT;らべて補強してゐる

ことがわかるo断石の干供奮ははや く地中にうまったとみえ,flかTよか保存のよいものがある｡

これらの砕石の うへは,いちお う地Tlらしができてゐるo うすい褐色粘土層があって,これが洞内噂床のし

たにつゞいてゐる｡だから,ニの地T;らしと最初の噂床 とが透のときにできたとみてよいであらう｡そのとき'

前壁をうへまでつみあげたとみられる積極的諺接はない｡ けれども,たぶんつみあげたとみてよいであらう｡

外部に楼閣をつくった讃壕はTiい｡とにか く達の完の堆積にはまだであはないOけれども,第二十洞まへからで

た-筒完には,□統四年 (A･D.1104)とよ去れる刻字(Figl48)があるO卦卜JL洞の噂床 が 洞外にまで,でゝゐる

の暫みると,やはりT3:にか建物があったものとおもはれる｡

さて,ニの地TS:らし犀のした(Fig･51)をみてゆくと,黒褐色士官がある｡もちろん小砕石をふくんでゐる｡

この犀は東にうすく,西にふか くT3:って,ふかいところは床下約1.00mにおよんでゐるo亮片は稀にあるが,その

他の遣物はほとんどないOこの啓のしたには黒紫色の小砕石ばかりからなるうすい暦があるoこの成因につい

てはわからT;いけれども,これよりしたはほとんど砕石ばか りの,土のTLい静であるo外壁大崩壊のときの堆積

であるにちがひTEい｡窟前田,五メェt/Vの範囲におよんでゐる｡さらにこのしたに木炭 と克 とをふくんだ黒褐

土替 (Fig67-69,75)があるoこれはすっかり北硯の束であって,そのときの建築が焼失した結果の堆積である

ことがあきらかであるO圃克首はすくT3かったが,雄揮Tl重罪の蓮華(本熟 第十三十 四%,Fig･16)であり,卒

克雷は措あとで波状にしたものであった｡みTS大きく,あつく,しかも砂粒をふくんでゐて,お もいo

た 魂ゞ念TLことは,この北魂時代の建築をたしかめただけで,その仝包含替T3り,基燈を きはめるところま

で発掘がすゝまTlかったことである.しかし,第二十洞の床はたか く第十九洞の両脇洞 とおTIじであり,北魂亮

の包含盾は第十九洞の床 とおTlじたかさにある○だから･第二十洞にあがるためには,そのむかし7;にかの階が

TLければTLらないとおもふO西方の斜面と接するとこにろば,石垣をつくって境 としてゐることがわかったo

西 部 壷 上 北 貌 寺 院 祉 凌 掘

西部毒上はかねて縄暦文茨陶と北魂秀の散布地 として知られてゐたが,その北親亮の散布地鮎をえらんで,
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雲間後掘記ヨ

1940年卜月三十日より愛揺(Fig.79， 80)を開始した。携嘗は小野勝年?日比野丈夫の雨氏，十一月七日まで一時

休止，八日より再開して十四日にL、tr.1) ，また十九日，二十二日と清掃して完全に終了した。人夫は毎日七，八人

づ〉であった。

まづ土城西方の畑地で縦横の試掘溝をひらいたが，地下0.30mで北貌克の唐があらはれ，げつきょ (H字形

にもかい試掘溝になった。いま西方から高域主?設定し A，B，C，Dの名をつげ，それによって記述をすることにす

る (Fig..52)。

[A， Bj;l[JI立地表下0.:30-0..50mに克の包合があ1)，完全な卒克とともに筒克を主主掘した。とともに遂事昨克嘗

守地下0羽田に愛見した。また停市下無窮の文字克常もでた。さらにその東方に平石あり，この東南の擦張部に

石をしきつめたところがでた。敷石のは立は約0.70m，延長は約3.40m，その商がはに板石Ij;tとてにならべて，

しきりとしてゐた。板石のtr.かきはyぜい守い O.30m<..らゐである。また，この板石を 0.60mばかりへ7ごてた西

がはに岩石の散乱してゐるもの(Fig.83)がみられた。

さらにこの克をム¥¥J'唐をったって南に援張C，これをB匿と穣したがy こ〉にもまた幅 0.90m<.らゐで板

石にかこまれた---~宣誓!(Fig. 84， 8:5)がdうった。なかに敷石をみないが， ~きの敷石構築と一連のもので，鈎の手に

をれて漣績してゐたものとおもはれる。石かこひにすぐ接して，一個のひら?とい石があり，さらに西方によ h大

きなzp.石があったが?それより西南部にはなにひとつの遺物もなかった。これに反C，板石のあたりは克をふく

みァと〈にその西がばには，みつし hと克の堆積があった。このあたりから，めづらし〈緑利克を接見，ま?と停昨

無窮の女字克営も二個出土した。卒石の附;丘よち銭のノト刀子(地下0.60m)Ij;設見。

[C匝〕 東西横議の延長で克の包合の多いところをC匿とした。こ〉はや、ふか(0.80mから1.00mのふ

かさに主主して，克片とともに友陶の洗p室等の破片(Fig.55)が，それぞれ復原しうる程度に群在してゐた。

[D，E医] ~てD医では， iます中央に，宋燦成のI専をならベナミ壁の構築かとお f一一一一一一一ー

もはれるものがゐ札地下約0.80mにその基底をみる。けれEも，ほんの一部分t:'

りで中j繍の資料にしがたい。あるひはt1Lの一部かともおもはれる。これより東西

南北それぞれ 5.00mの範閣にわたり克の包合をみる。線紬克片もあり，俸砕無窮

の文字克蛍もあ1)，茨掬の破片若干と銭製品二f国営えた。それに縄自のある工事も

あった。みな北魂時代のものである。さらにこの南部E匿において孔のある小さい

石(Fig.53)があらはれた。方約O.17mの石で， :JLの径はO.04m，ふかさ O.03m1;(か

ふそのわきに二三の石があった。

[F，G匡〕 これよりや、はなれて東南にも F匿， G匡 (Fig.52)を後掘し たが，

F直には克片豊富，方1.00111の卒石(地下O.20m)と苦Lのある長手の石 (Fig.81， 82) 

があら lまれた。後者は 0.20m 角で，長~ 0.80mあ1)，風化するがpかなり上面に撃

あとがし、ちじるしい。その一端に方孔があふ貫惑はしてゐない。ぞれから，この

東がはに南北一直線につず〈板石の併手rJをみた。停酢無窮の文字%嘗と芸星野の桂

木克三p それからながい餓釘をえた。なほ，こ冶よ h雲母片をいれた土器片二個を

えた。
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雲岡石窟西端諸j同

G匿は南北 o.OOmの試掘溝になったが， 遺物なし。?と Y北端に人工的かとおもはれる石灰分と棒撲をふく

む紫潟色の土居があヮた。

〔蹴J舌〕 要するに，建築物の結構はっきとめられ7よかったがp北貌時代の寺院のあョたことは確寅で，遠野の

樫木克がつかはれp傍昨無窮の文字克賞があふ事干のzp克は指頭波紋文であった。と¥，こ注意すべきことは，1:

こにEうふいてあったかはたしかめられなかったが?緑紬克の軒卒克があったことである。陪総褐色の荊由で，ZP

克の爾冨にか〉ってゐる。現在知られてゐる緑紬克としては最古のものである。

東部蓋上北魂寺院社設掘

1940年八月十日より愛好E開始，日比野丈夫氏携蛍，八月十五日より二十六日まで休止p二十七日再開，二十八

日よ h坂野清夫氏参加，二十九日終了(Fig.86) 0 

この第三洞のうへの卒坦地では3東西にわたヮてひい、石壇 (Fig.87)があらはれた。しかし克はあまりで

7よかった。 1'--.;石壇の一端において獅子頭(Fig.70)がめらはれた。獅子は口をひらき舌をだし，大きな限をむい

て，袴猛きうである。獅子の西に建物の基礎とおーもはれる敷石(Fig.88， 89)が登見された。さらに，この西北部

にかけては南北にわたヮて朱塗りの白墨援があらはれ，その敷石のそとの{底部には完全なzp.克，国克が無数(Fig

91，92)にあらはれた。草子克はみな停昨無窮の文字克嘗(Fig.91)であり，指頭波肢の卒克であふそのほかにY字

形の克片 (Fig.90)がたくさんでた。このY字形の用途については不明であるが?傍粋無窮の固克営にはちゃう

Eその頭部に長方形の孔があって，このY字形克をきしこなやうにできてゐる。そのきLこまれた欺態は，ほか

に例がないので勿椀と Lが?といが，大同東南の西冊回では停砕無窮の克営，人面克営とともにY字形克を出土し

てゐる。

あまり大きな建物ではないがp とにかしこの第三洞のうへにも北務時代にさかのぼる赤壁の建造物があ

づたこと7ごけは，たしかである。

龍榊廟遼代廟祉費掘

現在，中央群と東方群とのあひだに小さい谷がある。これをのほ)て丘のうへにでるわりであるがp その道

わきに護神廟の小きい調 (Fig.96-98)がある。この繭のむかふにみえてゐるのは第五，第六1同上段の岩壁であ

る。第96園左手にf同口のみえるのはその有塔の第五I!同(本書，第二巻， Fig. 22)である。いまの龍神廟のすぞわ

きに克の包合唐があり，ぎくぎくとでる oみな蓬の獣面克嘗(Fig.98)で，獣面のまるく小きしまは bに波紋のひ

もかぎhがあるのと 9速球交のあるのとが特色である。軒zp克lま下縁が波}伏文になり，中央はき司扶文とでもいふ

べき装飾でフ骨量海の軒卒克Lら霊童達したやうなものである。また織の風鐸と餓の鎗と餓の甲札が豊富にでた。
克は寅にりつぼである。北貌のものとは土質がすっかりちがひ精良でめる。あま h大きな建造物ではなか

。原田淑人，駒井和愛等『東京城-~苗海図上京龍泉府社の主主掘調査J. (東方考古事叢刊，甲種第五加).東京1989年刊，PI.LXXV. 
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雲間愛掘言己 2

らうが，いまの龍神廟よりははるかに重厚なものがあったにもがひない。きうして，それはたぶん今日同様龍神

廟であったらう。

石偽古寺社

こ〉でかくよぷのは石偽古寺に闘係あるとおもはれるからであるが， 1934年{曾房の東部において雲間別塁去

をつ〈る際に愛掘きれた柱基類(Fig.100ー 102，本書，第二巻，p. 6)である。いま鐘楼のわきにある。一つは(1) 

t:'しのある小さい礎石，他の二つは柱基かとおもはれるもので，方形の墓石のうへに柱肢の〈りだしがあり Pそ

れに蓬解かとおもはれるもの、垂下がみられる。みな砂岩の粗製で，たぶん遼代の遺構の一一それも{曾房とかな

にか小規模なもの〉一一一部かとbもふ01}

1) 梁思成，林徽普，劉敦禎「雲岡石鴛中所表現的北貌建築J(中園管造事置土集刊，IV3-4)，北京19叫年引ij，p. 214， Fig. 47. 
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附 録 2

雲 岡 周 達 調 査 記

[嘉上明代土城] ほ 石ゞ窟中央群 と西方群 との背後董上にある土城(本書,第二審,Fl'g.9)であるD一過はゞ

皇oom,方形の土城で,たかさ10mをこえる城壁ほほゞそのまゝのこってゐる｡南方中央に要城にがあら,その褒

城には西がはに扶門があったらしく,いよその石材の一部がのこってゐるOまた東南,西南の二隅よりは,袖のや

うTl城壁がで 崖ゝのはしにいたってゐるoことに西翼は第三十洞のところでしたにおち,鋲城の西城と連結し,

東翼は第八洞,第九洞のあひだにいたり,そのしたにあった寺内の塀と照鷹してゐる(本書,第一審,Map.1-3)｡

あきらかに防禦上のもので,また藩城の門は,西方群と中央群のあひだの谷にむかひ,境内ともっとも緊密に連絡

してゐる｡

城内は府横にくざられ,亮噂が散布してゐるが,唐草文の棟亮や獣面克雷は現在の石俳寺の建築 とおTSじも

ので,その時代を知ることができるO淡褐色のよるい坑の蓋もちらぼってゐたO

『左雲志』(A.D･1803年修)巻三には,嘉靖三十七年(A.D.1558)につくった鏡城が丘のしナ乙にあり,敵の攻撃を

うけやすいので苗暦二年(1574),丘のうへに新城をきづいたといふOそれにあたる｡たかさ三女五尺,周囲一里

五分,女潜のみ噂でつゝんだといふが,その噂はもうみあたらTIいo附設の敬重は八といふから,この城にあがっ

てみえる北方,東方,西方の敬重が,み7Eこれに属したのであらう｡この外長城にちかい諸鎮村は,嘉靖十八年

(1539)の鏡川蟹,鎮河壁等を手はじ馴 二績々と築城され,嘉靖二十七年 (1.r348)までに,ほとんど築城されつくし

たが,雲岡はもっともお くれて嘉靖三十七年(i.5r)8)に,したの鎮城がつくられ,ついで蔦暦二年 (1574)に,この丘

のう-の新城がつくられたのである｡要するに,明末における程興部ア/Vタン汗 (Altan-khan,A.D.1507-1682)

の活躍にそTlへたものにほか7gらTIいD

[西染北委亀寺院地] 雲岡石窟東端より1,000mばかりへだてた丘のはなにオポのやうTE石づみがある｡こ

の丘のう-はひろく,畑地にTlってゐるが,いま北魂束の散布 (Fig.103,104)をみる範囲は,四五十メェ71/Vのせ

まいところで,停砕無窮の文字克昔と,蓮卵の種木亮を採集した｡もちろん,指頭腰痕の波状卒克雷もあったOま

た破損してゐるが,たしかに北親の礎石とおもはれる,完好flくりすごしのある礎石 (Fig.10rD107)が三つまであ

っfz:｡まんなかによるいほぞ孔があいて,大同の平城宮地よりでfz:ものとまったく同制であるQ

[西輝北魂東署祉〕 西幣墓地にあがる丘腰(Fig.108)に自動車道路ができ,その猿張であらほれた蜜並であ

る｡かたはらに西薄の石窟(Fig,111,112)がある01939年八月十三日と九月十七日に調査しfz:O川にちかい東

向の斜面で,まさにのぼり蜜をつくるにはふさはしい地形である｡い真二つばから横断面をあらはしてゐるが,

IOI



豊 岡石窟西端譜洞

Tsかは筒嵐 卒完が下部にみっしりつまり,族や焼土がそのうへをおはってゐる.囲元首はなかったが,指頭波状

文中克普その他は明白に北魂のものである｡若干粒砂をふくんでおもく,表面はあまりTSめらかでTlいo封岸

の石窟寺に使用したものを,こ でゝ焼いたものにちがひあるか Ioその馨のひとつでは'わらのはいった特別の

噂をつんで側壁をつくったこと(Figl109,110)がよくわかるo

L西樺遼金元首遺跡] 西轡魯班蜜の重上にある｡盤龍固克雷 と羽状文中克雷を採集したO後者の手法はこ

まか く,また顎が突出してゐる｡いくらかあたらしいものとおも-るが,達夫か,あるひは金代のものであらうo

T3Lにかそのころの廟虻とおもふ｡

第五十 四囲 西染 出土 礎 石 Fig.54=Stone】∃asesfoundatHsi-1iang･

[西浄衣陶遺跡〕 やはり,この墓地の巽角にあるo西部董上 と間接Ti破片であるが,あらい縄文の,質のや

やあらいものをみうけるD漠代にT31にか小建築があったのであらうO

[典官屯萩陶遺跡〕 呉官屯の部落は雲岡石窟のところから西約三キロの ところにある｡1941年八月,再度

こゝなおとづれたが,その東,ひくい丘に茨陶の遺跡があるOその丘は北から南へわづかに傾斜し(Figl113,

114),川に透してゐるOこのひとつの丘陵の背に克片と次陶片の散布がみられるO衣陶は細膚文があり,あきら

かに模式であるO東宮は蕨手文元首と素文の牛元首で,いづれも北魂のものでT3-いO漠代の遺地であることは

あきらかである｡いま北がはから東方にかけて土妓(Fig･115)があるが,これはあきらかに版薬でかためられ,

城壁の一部であったことがあきらかである｡地形はJHにのぞんだ雲岡の地形 とおT3-じで,漠代の武州基とするに

ふさはしいとおもふ(本書,第一審,pl4=)0

[八蘇木地彩陶遺跡〕 こゝはちゃうど雲岡石窟のある封岸であるが,1940年に小野勝年氏が彩陶の破片を

採集してから,たびたびおとづれ,とくに1941年の雲岡調査中には羽舘易氏がひまのあるごとにでかけて採集し

たので,表面採集だけでもかTEりの分量になった｡それに1944年には成績はあからTLかったが,わづかばかり試

掘をすることができた｡

遺跡はちゃうど第五 第六洞から第三洞,第一二 洞のま南にあたる.河に面した丘の斜面で,村民は河南Ho-

nanとか,Pasumuti(八蘇木地)とよんでゐるo八森木地はモン ゴ/V名であらうO毛./ ゴ/V人の住んだTlこらか
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とおもはれる｡いま北面の粟畑,蒜変畑に土器片と石器が散布してゐる｡そのうち大型品は畑地に,小型品は東

方の丘頂西斜面に多かったO

土器は (1)彩文土器,わづかに二片しかT3:い｡-は豆(高杯)の董らしく,他は鉢の口らしいOともに赤褐色

の地肌のう-に焦茶色の繰候文様である｡その鮎は赤峰紅山後とも蔦泉荊村 とも似てゐるO(2)良質土器,赤褐

色から茨色,かなり黒いものまであるo鉢に壷o大きTlたて位置の把手があるC表面磨浮があり,友色のものに

は僕痕,また格子の印文をみる｡(3)粗質土器,砂質であり,赤褐色である｡多 く縄文があるQ口の大きく,底の

漸次はそく7gったふかい褒形容器がある｡が,Tj:かにはすこし口のつぼんだものもある｡(4)赤褐色磨折のやゝ

;阻質の土器もある｡これには大形の把手があるo(r))高の足 も二三片あるo

土製品は紡車に腕填であるが,戯環はいたって多いoもっとも,これには石製のものも若干ある｡

石器は蛤匁,片匁の石斧があるo不整形の大形打裂石器は多いO球状の打石器,たゝき石とよぶO環状石器

も一個ある｡赤峰の石梅に似た石器があるが,こ のゝは孔がある.石庖丁の未製品かも知れTEい｡石庖丁の破

片も多い｡かたい土器片を庖丁に利用したものも二三ある｡それに細石器として石双,石匙,石壕がある｡たゞ

し,石棒 と石皿はすく73-い.

ほかに,この丘には漠,北魂の土器片も散布してゐるし,他の部分には遼金以後の土器片をみることもある｡
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